
※入札公告を必ず確認してください。（海老名市ホームページに掲載しています） 

   入札案件概要書（工事） 契約番号：7102 

件  名 消防指令センター改修工事 

履行場所 海老名市柏ケ谷二丁目７番１号 

工  期 令和 7年 4月 17 日～令和 7年 9月 30 日(167 日) 

工事の内容等 別紙 仕様書等 のとおり 

予定価格 18,788,000 円（税込） 17,080,000 円（税抜） 

最低制限価格 有り（開札後算定型） 

 詳細は海老名市最低制限価格等取扱基準及び入札説明書等を参照してください。 

 
低入札履行確認調査を実施します。詳細は低入札による履行確認調査取扱基準

を参照してください。 
 

契約締結にあたっての制限等 
○ 技術者と現場代理人の兼務不可  
  ※前年度の工事評定平均が「B（75 点）」以上である場合は除く。 
○ 技術者及び現場代理人の他案件（本市入札案件）との兼任不可 

※技術者等の兼任制限が解除されている場合でも不可 
○ 前払金の制限（金額上限、中間前払金の制限など） 

契約金額の 20%以内（海老名市契約規則により、前払金が適用となる 
場合に限ります。） 

※前払金の上限金額は 5,000 万円以下。中間前払金の支払いはありません。 
契約保証 
契約金額の 30％以上に相当する次のいずれかの手続きが必要です。 
※現金納付及び実績による免除はありません。 

（ア）金融機関又は保証事業会社の保証 
（イ）公共工事履行保証証券による保証 （履行ボンド） 
（ウ）履行保証保険契約の締結     （定額てん補） 

落札候補者の入札金額

が、調査基準価格（70%）

未満の場合 

※ただし、予定価格（税

込）100 万円以下の案件

は除く。 

入札方法等 条件付一般競争入札（電子入札） 

質疑 
（仕様等に関する事項） 

所定の書式により、FAX で受け付けます。 
電子入札システムの機能は使用しないでください。 

    

参 

営業種目 
020 建築一式   

経審 - 点以上  - 点未満  

○下請契約の請負代金の合計の額

が５千万円（建築一式工事の場合は

８千万円）以上となる場合には特定

建設業の許可が必要です。 

併せて、主任技術者に代えて監理技

術者を配置すること。 

加 

発注区分 
詳細は入札公告で確認し
てください。 

第 4 区分 
第 1・第 2 区分の入札に初めて参加する場合は、営業
実態調査票及び認定書の写しを提出してください。 

条 その他の要件 

告示日現在で社会保険（健康保険、厚生年金保険及び雇用保険）に加入している

こと。  ※法令に基づき社会保険適用を除外されている場合を除く 

本市発注の建築一式工事において、過去５年間、工事評定で６５点未満の工事が

ないこと。 

件 落札件数制限 なし 

配置技術者等の 
兼任について 

本案件に配置する主任（監理）技術者及び現場代理人は、工事・コンサル・
一般委託の区分を問わず同じ開札日の他の案件に配置できません。 

事前提出書類 
 (システム添付） 

参加資格確認申請時に次のファイルを添付してください。 

ファイルは一つにまとめてください。 



○告示日現在で社会保険（健康保険、厚生年金保険及び雇用保険）に加入してい

ることを証する書類の写し。（次の（1）～（3）のいずれか） 

（1）経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書（経営事項審査）の写し 

※経営事項審査の有効期限内の通知書を提出していれば提出不要 

（2）（同通知書発行後に社会保険に加入した場合）健康保険、厚生年金保険及び

労働（雇用）保険料の領収書の写し 

（3）（法令に基づき社会保険適用を除外されている場合）健康保険、厚生年金保

険及び雇用保険の加入義務がないことの届出書 

入札時提出 
(システム添付) 

○入札金額積算内訳書 
別添のエクセルファイル「入札金額積算内訳書（工事入札時システム添付）」をダウ

ンロードして使用してください。システムへはＰＤＦ化して添付してください。 

落札候補者が 
提出する書類 

(FAX046-232-6574) 

開札後、落札候補者は次の書類をＦＡＸで提出してください。 
(落札候補者決定の翌開庁日午前 10 時まで。詳細は開札後 FAX で通知します。) 

○配置技術者等に関する書類 

○建設業許可の確認できる書類 

 
※健康保険被保険者証の写しを提出する場合は、被保険者等記号・番号及び

保険者番号（３箇所）にマスキング(黒塗り)をして提出してください。 



消防指令センタ ー改修工事

内容説明事項書

海　 老　 名　 市



上記諸条件に依る 見積に必要な図書は下記と する

( 1) 設    計    図　 ･････････････････････････････････････

( 2) 内容説明事項書( 本書・ 環境配慮マニュ アル)  ･･･････････････････

( 1) 数　 　 量　 　 書  ･････････････････････････････････････

　 　 　 　 　 　 　 　 外壁（ 壁面文字撤去部分等） ： 外壁補修、 防水型複層塗材Ｅ 等

2. 工 事 場 所 海老名市柏ケ谷二丁目７ 番１ 号

3. 工 事 概 要 　 海老名市、 座間市、 綾瀬市で運用し ている 消防通信指令業務に大和市を 加え、 四市

での共同運用体制と なる こ と から 、 消防指令センタ ーの改修工事を 行う も のと する 。

■　 工事内容

1. 工 事 名 称 消防指令センタ ー改修工事

・ 直接仮設工事

・ 内装改修工事　 2階： 警報ﾌ゙ ｻ゙ 新ー設、 3階： 仮眠室（ 2室） 増設、 倉庫及び影響範囲の改修

・ 外部改修工事　 R階： 市旗用ポール（ 高さ 5ｍ） 増設及び影響範囲の防水等改修、

5. 設 計 図 書

37 枚

6 枚

6. 数 量 書 27 枚

4. 工 事 期 間 令和7年4月17日 から 令和7年9月30日 ま で

9. そ の 他 の 事 項

項　 　 　 目 適　 　 用 内　 容 備　 考

※数量書は、 発注者の積算の透明性、 客観性、 妥当性を確保し 、 入札参加者等の積

算、 工事費内訳書作成の効率化を図る こ と を目的に参考数量と し て公表する も の

である 。

　 本工事の実施に当たり 、 建築基準法、 消防法、 その他各関係法令・ 規則等
を 確実に遵守する こ と 。

8. 官 公 署 手 続 官公署手続き は、 全て受注者の責任と 負担に於いて行う こ と

7. 法 令 の 遵 守

( 1) 事業区分

□ 補助事業

■ 市単事業
　 ①事業区分

( 2) 工事監理体制

■ 市担当者

■ 外部委託者
　 ②工事監理体制

施設利用範囲
1階及び2階： 全室
3階： 和室及び倉庫以外全
室

　 施設は工事期間中も 稼働中である
ため、 十分な安全対策等を施し 、 施
設利用者及び隣接する 柏ケ谷小学校
の児童その他関係者等の安全確保を
図る こ と 。

( 3) 工程関係

　 ①工期内施設利用 ■ 有 □ 無

　 ③施工時期の制限 □ 有 ■ 無

　 ②関連工事、
　 　 その他工事

□ 有 ■ 無

契約締結日から
令和7年8月12日ま で

・ 日曜、 祝日は原則休工と する 。
・ 本施設内において、 別工事の現場
  着工を予定し ている ため、 本工事
　 の内装部分に係る 施工については
　 令和7年8月12日ま でに完成さ せる
　 こ と 。

　 ⑤協議未成立事項 □ 有 ■ 無

　 ④施工時間の制限 □ 有 ■ 無

　 本工事は施設稼働中に実施する た
め、 施工に際し ては振動、 騒音の発
生等を極力押さ える も のと し 、 施設
運営に支障のないよ う 留意する こ
と 。

8： 00から 17： 00ま で

・ その他　 壁面文字、 表札及び案内看板改修、 家具新設等

・ 上記に伴う 電気設備、 機械設備改修一式

■　 建物概要

RC造３ 階建て　 敷地面積： 562. 27㎡　 建築面積： 285. 97㎡　 延床面積： 732. 53㎡



　 ②使用制限

「 18 工事関係様式」 内、 工事提出書類チェ ッ ク リ ス ト によ る

( 4) 仮設関係

項　 　 　 目 適　 　 用 内　 容　 等 備　 考

　 ②交通誘導員 ■ 有 □ 無

　 ①仮設計画 ■ 有 □ 無

数量書によ る

・ 受注者において、 発注図の仮設計
　 画図を参考に作成し 、 事前に施設
　 管理者及び市担当者等の承諾を 受
　 ける こ と 。
・ 内外部の仮設については、 施設運
　 営を妨げずに施工を進める こ と が
　 出来る よ う な計画と する こ と 。
・ 資材の搬出入等については、 原則
　 外部足場を使用し 、 内部階段等は
　 使用し ないも のと する こ と 。
※詳細については、 外部仮設計画図
　 （ 案） （ 図面番号A-18） 、 内部仮
　 設計画図（ 案） （ 図面番号A-19）
　 を参照する こ と 。

図示
( 外部仮設計画図（ 案） 、
内部仮設計画図（ 案） に
よ る )

　 ④濁水・ 湧水処理にお
　 　 ける 特別な対策等

□ 有 ■ 無

　 ③工事用電力、
　 　 水の利用

□ 有 ■ 無 受注者対応

( 5) 支給品

　 ①支給品について □ 有 ■ 無

( 6) 建設副産物関係

　 ①建設発生土 □ 有 ■ 無

　 ②建設副産物
　 　 建設廃棄物

■ 有 □ 無 数量書によ る

( 7) 各種調査、 使用制限

　 ③その他
　  （ 特別産業廃棄物等）

□ 有 ■ 無

　 関係法令、 規則等を遵守す
　 る のは当然のこ と 右記事項
　 にも 配慮する こ と

( 8) 現場対応

揮発性有機化合物等

本工事に使用する 材料は、 揮発性有
機化合物等の放散し ないも の又は放
散量の少ないも のを使用する こ と
( Ｆ ☆☆☆☆使用) 。

事前調査を十分に行い、 不明確な部分は工事打合簿によ り 施工前に監理受託
者及び市監督員と 協議し 、 確認をと る こ と

■ 海老名市ホーム ページ「 海老名市公共工事共通事項書」 1、 適用図書によ る 。

工事範囲内の備品類の移動及び養生、 清掃については、 受注者の責任におい
て実施し 、 工事後は原形に復する こ と

□

□

■ 海老名市ホームページ－検査担当から のお知ら せ

■ 海老名市ホームページ－営繕課担当事務

「 営繕工事　 工事提出書類作成等の手引き 」 によ る

　 ④法定外の労災保険の
　 　 加入

本工事において、 受注者は法定外労働災害補償制度（ 法定外の労災保険） に
加入する こ と 。 ま た、 受注者は保険契約を締結し たと き は、 発注者にその証
券等を提示する こ と 。

市では、 海老名環境マネジメ ント シス テムの運用に伴い、 ｢公共工事環境配慮
マニュ アル｣が適用と なった。 よ って本工事では、 その環境配慮マニュ アルに
基づき 別紙の項目で対象と なる 作業について環境配慮に努める こ と

( 9) その他

　 ②工事完成図書

　 ③海老名環境マネジメ
　 　 ント シス テム

　 ①各種調査

■ 有 無□

　 ①現場照査等

　 ②公衆災害

　 ③原形復旧

　 ①適用基準等

■ □有 無

□

本工事における 振動・ 騒音・ 粉塵・ 悪臭等については、 特に注意し 、 付近住
民と のト ラ ブルについては、 受注者の責任において解決する こ と

特記仕様書によ る
室内空気中化学物質濃度測定を実施
する こ と 。



        公共工事において配慮すべき環境要素

(6)景観

①その土地の現在の景観

②その土地に現在ある 眺望地点と そこ から の景観

③道路等、 都市基盤施設がも たら す景観

⑤ま だ使用可能な製品

⑥鉄骨・ 鉄筋・ その他の金属類の切り く ず

２　地球環境

(1)資源
①石油類・ 金属・ 水・ 岩石等の鉱物資源

②木材等の森林資源

(2)大気

①公園、 屋外体育施設又は工事など で発生する 砂塵によ る 迷惑を考慮すべ
き 局地的な大気環境

③フ ロ ンガス 、 二酸化炭素等の放出によ る 影響を考慮すべき 地球規模の大
気環境

(3)水質

①公園、 屋外体育施設、 駐車場など の排水の影響を受ける 水系

②土地の改変等によ る 濁水等の影響を受ける 水系

③土木工事によ り 影響を受ける 地下水

(4)動植物 現にその土地に生息する か、 又は最近ま で生息し ていた動植物

(5)歴史的遺産
①地表に存在する 文化財、 遺跡等

②埋蔵文化財

⑦不要木材

⑧PCB等の毒性物質

⑨その他の建設廃材

  海老名市の公共工事において配慮の対象と すべき 環境要素は、 以下の一覧表のと おり と する 。 こ れら の環境要素は、 工事施
工過程の環境負荷の低減はも と よ り 、 公共工事の成果と し て地域及び地球環境に有益な影響が得ら れる ためには不可欠なも の
である 。

環境要素一覧表

大分類 中分類 小分類

１　地域の自然環境・
景観

(1)緑

①自然林、 草原など 面的な広がり を持つ緑

②堤防、 土手、 法面、 並木など の樹林帯又は草原など 線的な連続性を持つ
緑

(2)地形・地質 その場所本来の地形・ 地質と それに依拠する 生態系

(3)水辺 河川や水路など と その堤敷及びそれに依拠する 生態系

②コ ンク リ ート ガラ

③アス フ ァ ルト ガラ

④伐採材

②自動車の排ガス 、 ごみ焼却施設から のダイ オキシン等によ る 汚染を考慮
すべき 地域的な大気環境

(4)土壌 畑、 水田、 砂利道等のほか舗装さ れていない剥き 出し の地面

(5)建設副産物

①排出土

(6)熱帯林 コ ンク リ ート 型枠など に使用さ れ、 減少を続ける 熱帯林資源

(1)騒音

①工事作業機械の稼動によ る 騒音

②工事用車両走行によ る 騒音

③公園、 野球場、 陸上競技場等屋外体育施設での騒音

④施設の空調機等電気・ 機械設備の騒音

３　生活環境

(2)振動
①工事作業機械の稼動によ る 振動

②工事用車両走行によ る 振動

(3)悪臭 し ゅ んせつ土等の悪臭

(4)電波障害 大規模建築物によ る 電波受信状態への影響

(5)日照障害 大規模建築物によ る 日影時間への影響

(6)地域生活環境

①公園、 野球場、 陸上競技場等屋外体育施設又は他の施設等の夜間照明に
よ り 影響を受ける 周辺住民の生活環境

②道路整備における ルート 又は道路構造によ る 地域分断

③歩道若し く は道路横断施設又はその他の公共施設等における 高齢者・ 障
害者の安全な通行・ 歩行環境

④大規模建築物の駐車場等への出入り 車両によ り 影響を受ける 交通の安全
性

⑤工事車両の出入り によ り 影響を受ける 交通の安全性



□　設計・施工時に配慮する事項

□　設計・施工時に配慮する事項

□　設計・施工時に配慮する事項

工事作業機械・車両運行

低騒音・ 低振動型作業機械を使用する 。 3-( 1) -①

排ガス 規制に適合し た作業機械・ 車両（ ディ ーゼルエンジン） を使用す
る 。

2-( 2) -②

周辺住民の生活を妨げないよ う に作業時間帯を設定する 。
3-( 1) -①②
3-( 2) -①②
3-( 6) -⑤

道路以外の場所に作業機械搬入車両、 ダンプト ラ ッ ク 等の待機場所を確保
する 。

3-( 6) -⑤

工事用作業機械・ 車両の待機中はアイ ド リ ングをし ない。
2-( 2) -②
3-( 1) -①

埋め戻し 現場内排出土及び再生砕石を使用する 。 2-( 5) -①②③

排出物

材種別に分別収集し 、 リ サイ ク ルでき る も のは必ず再生プラ ント へ搬入す
る 。

2-( 5) -①～⑨

廃棄物の適正処理（ マニフ ェ ス ト 管理） 2-( 5) -①～⑨

フ ロ ン等の適切な管理・ 処分を行う 。 2-( 2) -③

排出土処理

極力現場内での利用を図る 。 2-( 5) -①

搬出する 場合は他の市内工事での有効利用を図る 。 2-( 5) -①

排出土中に他の廃棄物が混入し ないよ う 分別する 。 2-( 5) -①

掘　削

排出土の発生を抑える 設計を行う 。 2-( 5) -①

周辺住民の生活環境への影響を考慮し 、 騒音・ 振動の発生を最小限に抑え
る 。

3-( 1) -①②
3-( 2) -①②

６．機械設備工事
作業 配慮事項 環境要素

機械設備 低騒音・ 省エネ型のも のを採用する 。
2-( 1) -①
2-( 2) -③
3-( 1) -④

断　熱 冷暖房施設の省エネのため、 断熱構造と する 。
2-( 1) -①
2-( 2) -③

工事作業機械・車両運行

低騒音・ 低振動型作業機械を使用する 。 3-( 1) -①

排ガス 規制に適合し た作業機械・ 車両（ ディ ーゼルエンジン） を使用す
る 。

2-( 2) -②

周辺住民の生活を妨げないよ う に作業時間帯を設定する 。
3-( 1) -①②
3-( 2) -①②
3-( 6) -⑤

道路以外の場所に作業機械搬入車両、 ダンプト ラ ッ ク 等の待機場所を確保
する 。

3-( 6) -⑤

工事用作業機械・ 車両の待機中はアイ ド リ ングをし ない。
2-( 2) -②
3-( 1) -①

2-( 3) -③

内　装
壁紙等はリ サイ ク ル製品を使用する 。 2-( 1) -②

ホルムアルデヒ ド 等の低使用製品を使用する 。 2-( 5) -⑧

切り く ず等のリ サイ ク ルに努める 。 2-( 5) -⑥

木　材 集成材の使用を検討する 。 2-( 1) -②

３．建物建築・改修工事
作業 配慮事項 環境要素

工事全体
周辺住民の生活環境への影響を考慮し 、 騒音・ 振動の発生を最小限に抑え
る 。

3-( 1) -①②
3-( 2) -①②

掘　削 排出土の発生を抑える 設計を行う 。 2-( 5) -①

石膏ボード はリ サイ ク ル製品を使用し ない（ 廃棄処分時に有害物質が発生
する ） 。

2-( 5) -⑧

鋼製型枠の使用を検討する 。 2-( 6)型　枠

鉄骨・鉄筋 切り く ず等のリ サイ ク ルに努める 。 2-( 5) -⑥

金属類

排出土中に他の廃棄物が混入し ないよ う 分別する 。 2-( 5) -①

砂利地業では再生砕石を使用する 。 2-( 5) -②③

搬出土処理

極力現場内での利用を図る 。 2-( 5) -①

搬出する 場合は他の市内工事での有効利用を図る 。 2-( 5) -①

地　業

雨水排水 雨水の集水桝に浸透型を使用する 。



工事作業機械・車両運行

低騒音・ 低振動型作業機械を使用する 。 3-( 1) -①

排ガス 規制に適合し た作業機械・ 車両（ ディ ーゼルエンジン） を使用す
る 。

2-( 2) -②

周辺住民の生活を妨げないよ う に作業時間帯を設定する 。
3-( 1) -①②
3-( 2) -①②
3-( 6) -⑤

道路以外の場所に作業機械搬入車両、 ダンプト ラ ッ ク 等の待機場所を確保
する 。

3-( 6) -⑤

工事用作業機械・ 車両の待機中はアイ ド リ ングをし ない。
2-( 2) -②
3-( 1) -①

排出物

材種別に分別収集し 、 リ サイ ク ルでき る も のは必ず再生プラ ント へ搬入す
る 。

2-( 5) -①～⑨

廃棄物の適正処理（ マニフ ェ ス ト 管理） 2-( 5) -①～⑨

Ｐ Ｃ Ｂ 等の適切な管理・ 処分を行う 。 2-( 5) -⑧

７．電気設備工事
作業 配慮事項 環境要素

電気設備 省エネ型機器を採用する 。
2-( 1) -①
2-( 2) -③



数 量 書

令和7年度

工 事 名 称

工 事 場 所

工 期

工 事 概 要 　 海老名市、 座間市、 綾瀬市で運用し ている 消防通信指令業務に大和市を加え、 四市

消防指令センタ ー改修工事

海老名市柏ケ谷二丁目７ 番１ 号

での共同運用体制と なる こ と から 、 消防指令センタ ーの改修工事を行う も のと する 。

■　 工事内容

・ 直接仮設工事

・ 内装改修工事　 2階： 警報ﾌ゙ ｻ゙ 新ー設、 3階： 仮眠室（ 2室） 増設、 倉庫及び影響範囲の改修

・ 外部改修工事　 R階： 市旗用ポール（ 高さ 5ｍ） 増設及び影響範囲の防水等改修、

　 　 　 　 　 　 　 　 外壁（ 壁面文字撤去部分等） ： 外壁補修、 防水型複層塗材Ｅ 等

・ その他　 壁面文字、 表札及び案内看板改修、 家具新設等

・ 上記に伴う 電気設備、 機械設備改修一式

■　 建物概要

RC造３ 階建て　 敷地面積： 562. 27㎡　 建築面積： 285. 97㎡　 延床面積： 732. 53㎡

令和7年4月17日から 令和7年9月30日ま で



工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

建築工事
1

式
計

共通費

共通仮設費
1

式
現場管理費

1
式

一般管理費等
1

式
計

工事価格
1

式
消費税等相当額

1 消費税率 10 ％
式

工事費
1

式



工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費
1

式
計



直接工事費 種目別内訳 3

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

I . 改修工事
1

式
Ⅱ. 撤去工事

1
式

Ⅲ. 電気設備工事
1

式
Ⅳ. 機械設備工事

1
式

計



直接工事費 科目別内訳 4
I . 改修工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

Ⅰ-1. 直接仮設
1

式
Ⅰ-2. 改修工事

1
式

Ⅰ-3. 屋上旗ポール設置工事
1

式
Ⅰ-4. ｻｲﾝ工事

1
式

1-5備品
1

式
計

直接工事費  科目別内訳
Ⅱ. 撤去工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

Ⅱ-1. 解体撤去
1

式
Ⅱ-2. 発生材処理

1
式

計



直接工事費 科目別内訳 5
Ⅲ. 電気設備工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

Ⅲ-1. 改修工事
1

式
Ⅲ-2. 撤去工事

1
式

Ⅲ-3. 発生材処理
1

式
計

直接工事費  科目別内訳
Ⅳ. 機械設備工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

Ⅳ-1. 改修工事
1

式
Ⅳ-2. 撤去工事

1
式

Ⅳ-3. 発生材処理
1

式
計



直接工事費 細目別内訳 6
I . 改修工事 Ⅰ-1. 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

1. 1直接仮設

墨出し 小規模 RC･SRC造 別紙 00-0001
地上階 1

式
養生 別紙 00-0002

1
式

整理清掃後片付け 別紙 00-0003
1

式
外部足場 別紙 00-0004

1
式

災害防止 別紙 00-0005
1

式
内部足場 仮設間仕切共 別紙 00-0006

1
式

仮設材運搬 別紙 00-0007
1

式
計

直接工事費  細目別内訳
I . 改修工事 Ⅰ-2. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

金属工事

軽量鉄骨壁下地 65形 下地張り あ り @450
61. 9

㎡
軽量鉄骨壁 65形 扉等三方補強
開口部補強 900×2000㎜程度 3

か所
軽量鉄骨天井下地 19形( 屋内) ふと こ ろ 1. 5ｍ 未満

下地張り あ り @360 ｲﾝｻー ﾄ含む 34. 8
㎡

軽量鉄骨天井 19形( 屋内) 450× 450㎜程度
開口部補強 ﾎ゙ ﾄーﾞ 等切込み共 2

か所
軽量鉄骨天井 19形( 屋内) 900× 700㎜程度
開口部補強 ﾎ゙ ﾄーﾞ 等切込み共 2

か所
軽量鉄骨下がり 壁 19形( 屋内) H300～500程度
下地 1. 4

ｍ
天井点検口 一般ﾀｲﾌﾟ ｱﾙﾐ製 内外枠共額縁

450角 2
か所

天井廻縁 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ製
50. 8

ｍ
左官工事

床ｺﾝｸﾘ ﾄー直均し 金ご て 薄張物下地
仕上げ 36. 3

㎡
壁薄塗り ﾓﾙﾀﾙ塗り 金ご て 厚5 既調合品

57. 4
㎡

内部用吹付材 汚染防止特殊ｼﾘｺﾝ樹脂系水性ﾍ゚ ｲﾝﾄ
（ EP-Si ） 下地調整C-1共 57. 4

㎡
Ｓ Ｏ Ｐ 塗り 木部 工程B種
( 糸幅300㎜以下) 下地調整RB種( 塗替え面) 11. 6
改修仕様 （ 窓枠） ｍ
内装工事



直接工事費 細目別内訳 7
I . 改修工事 Ⅰ-2. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄ 無 地 厚さ 2. 0 複層ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄFS
一般床 熱溶接工法 帯電防止 36. 3

㎡
ﾋﾞ ﾆﾙ幅木 高さ 60

50. 1
ｍ

壁 32K 厚さ 50mm
ｸﾞ ﾗｽｳ ﾙー ｶﾞ ﾗｽｸﾛｽ ｽﾋﾟ ﾝﾄﾞ ﾙﾋﾟ ﾝ共 41. 9
吸音板張り ㎡
壁 （ 壁-1・ 壁-4）
せっ こ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 厚 12. 5 不燃､ 28. 5
張り （ GB-R） ﾎ゙ ﾄーﾞ 下地 継目処理 ㎡
壁 強化せっ こ う （ 壁-2） 厚12. 5 不燃
ﾎ゙ ﾄーﾞ 張り ( GB-F) 鋼製､木､ﾎ゙ ﾄーﾞ 下地 継目処理 58

下張GB-R-H 厚9. 5共 ㎡
壁ﾋﾞ ﾆﾙｸﾛｽ ｴｺｸﾛｽ( ｵﾚﾌｨﾝ､ｹﾅﾌ）

72. 5
㎡

天井 不燃積層 厚 9. 5 不燃
せっ こ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 化粧有り ( ﾄﾗﾊ゙ ﾁーﾝ) 突付け 35. 1
張り ( GB-NC) ㎡
ﾕﾆｯﾄ工事

防音ﾄﾞ ｱ ｼﾘﾝﾀﾞ ｰ W800×H2000 枠共 通気防音仕様
錠共 2

か所
ﾌﾗｯｼｭﾄﾞ ｱ W800×H2000 ﾒﾗﾐﾝ 枠共 別紙 00-0008

1
式

ﾌﾞ ﾗｲﾝﾄﾞ ｱﾙﾐ製 W1. 7×ｈ 1. 2
2カ 所 1

式
計

直接工事費  細目別内訳
I . 改修工事 Ⅰ-3. 屋上旗ポール設置工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

旗ﾎ゚ ﾙー設置工事

旗ポール5ｍ FP-5HBS型8mm×4. 5ｍ 延長ﾛ ﾌーﾟ
ｸﾘ ﾄー板ｾｯﾄ･ｱﾝｶ ﾃーﾝﾌﾟ ﾚ ﾄーｾｯﾄM20×500 1
送料・ 取り 付費含 式

基礎工事 ｺﾝｸﾘ ﾄー基礎に伴う 屋上付帯工事一式 別紙 00-0009
1

式
計



直接工事費 細目別内訳 8
I . 改修工事 Ⅰ-4. ｻｲﾝ工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

箱文字設置 高圧洗浄、 箱文字撤去部分外壁補修 別紙 00-0010
共 1

式
表札設置 別紙 00-0011

1
式

立て 看板文字変更 重ね貼込み 別紙 00-0012
1

式
室名札設置 ｽﾃﾝﾚｽﾍｱ ﾗーｲﾝ 204×100 取付共

2
か所

室名札設置 ｱﾙﾐ 253×47. 5 取付共
1

か所
計

直接工事費  細目別内訳
I . 改修工事 1-5備品

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

冷蔵庫 容量617L 別紙 00-0013
（ 参考型番R-HW62V） 1
運搬費含 式

ﾛｯｶ （ー 下駄箱） 6人用SL型 （ 参考型番HDT-3332SL- 別紙 00-0014
WE） ｼﾘﾝﾀﾞ ｰ錠 W900×D421×H880 1
運搬・ 取付費含 式

ﾃー ﾌﾞ ﾙ W1800×D750×H700 別紙 00-0015
ﾅﾁｭﾗﾙ色 （ 参考型番YH-R1875） 1
運搬・ 取付費含 式

ｵﾌｨｽｷｬﾋﾞ ﾈｯﾄ 3人用引き 出し 型 別紙 00-0016
ｵー ﾙﾛｯｸﾀｲﾌ゚ 450×450×H1038
（ 参考型番H1-M1045AAS-W9）
運搬・ 取付費含

1
式

跳ね上げ式ﾍ゙ ｯﾄ 3交替用 W1160×D2700×H850 別紙 00-0017
運搬・ 取付費含 1

式
ﾊ゚ ｿーﾅﾙﾛｯｶｰ 1人用W400×D600×H1800 別紙 00-0018

運搬・ 取付費含 1
式

計



直接工事費 細目別内訳 9
Ⅱ. 撤去工事 Ⅱ-1. 解体撤去

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

2. 1解体撤去

（ 内装材）

ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄ撤去 集積共
16. 7

㎡
床・ 縁甲板 集積共 （ 押入れ床共）
ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ 撤去 7. 7

㎡
床下地板撤去 集積共 2重床C+ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ ･ｼﾅ合板

20. 9
㎡

敷居撤去 集積共
4

本
三方枠撤去 集積共 （ 押入れ・ 和室入口枠）

18. 9
ｍ

畳撤去 一畳 集積共
8

枚
畳寄・ 雑巾摺撤去 集積共

15. 8
ｍ

ﾋﾞ ﾆﾙ幅木撤去 一般 集積共
15. 4

ｍ
壁下地撤去 集積共 LGS 65型

36. 4
㎡

壁ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟ ﾗｽﾀｰ 集積共
撤去 65. 7

㎡
壁合板･ﾎ゙ ﾄーﾞ 一重張り 一般 集積共
撤去 27. 5

㎡
壁ｸﾛｽ撤去 集積共

22. 1
㎡

天井合板･ﾎ゙ ﾄーﾞ 一重張り 一般
撤去 集積共 3. 8

㎡

直接工事費  細目別内訳
Ⅱ. 撤去工事 Ⅱ-1. 解体撤去

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

天井ﾌ゚ ﾗｽﾀｰ撤去 集積共
18

㎡
天井下地撤去 集積共 LGS

32. 7
㎡

押入れ撤去 １ 間 集積共
2

か所
木製戸撤去 片開き 戸 枠共 集積共

W800×ｈ 2000 11. 7
㎡

天井点検口撤去 集積共 450角
1

か所
天井見切り 撤去 集積共

28. 5
ｍ

（ サイ ン 関係）

サイ ン 撤去 箱文字、 入口案内板、 室名札撤去
1

式
計



直接工事費 細目別内訳 10
Ⅱ. 撤去工事 Ⅱ-2. 発生材処理 積込

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

3. 1発生材処理

石膏ボード 人力 石膏ボード
積込み 1

ｍ 3
内装材 積込み 人力 ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸ系

0. 1
ｍ 3

金属系 人力
積込み 2. 8

ｍ 3
木材系 人力
積込み 1

ｍ 3
安定型混合廃棄物 人力
積込み 0. 7

ｍ 3
計

直接工事費  細目別内訳
Ⅱ. 撤去工事 Ⅱ-2. 発生材処理 運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去材運搬 ﾀﾞ ﾝﾌﾟ ﾄﾗｯｸ 2t 積級
人力積込 石こ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 類 1
DI D区間有り 4. 5㎞以下 ｍ 3

撤去材運搬 内装材（ ﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸ系） 2t 積級
人力積込 0. 1
DI D区間有り 4. 5㎞以下 ｍ 3

撤去材運搬 ﾀﾞ ﾝﾌﾟ ﾄﾗｯｸ 2t積級
人力積込 金属類 2. 8
DI D区間有り 4. 5㎞以下 ｍ 3

撤去材運搬 ﾀﾞ ﾝﾌﾟ ﾄﾗｯｸ 2t 積級
人力積込 木材類 1
DI D区間有り 4. 5㎞以下 ｍ 3

撤去材運搬 ﾀﾞ ﾝﾌﾟ ﾄﾗｯｸ 2t 積級 人力積込
安定型混合廃棄物 0. 7

DI D区間有り 4. 5㎞以下 ｍ 3
計



直接工事費 細目別内訳 11
Ⅱ. 撤去工事 Ⅱ-2. 発生材処理 処分

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去材処分 石こ う ﾎ゙ ﾄーﾞ 類
1

ｍ 3
撤去材処分 内装材（ ﾌ゚ ﾗｽﾁｯｸ系）

0. 1
ｍ 3

撤去材処分 金属類
2. 8

ｍ 3
撤去材処分 木材類

1
ｍ 3

撤去材処分 安定型混合廃棄物
0. 7

ｍ 3
計

直接工事費  細目別内訳
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-1. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

電灯分電盤 Ｔ /Ｕ 6Ａ 4回路 ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ×3増設
3L-1改修 1

台
金属製 2個用
ｽｲｯﾁﾎ゙ ｯｸｽ( ｶﾊ゙ ｰ付 4
) 個
600Vﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1. 6㎜- 2C ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井
耐燃性ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ｽ 37
ｹー ﾌﾞ ﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1. 6㎜- 2C FEP内( PF･CD)
耐燃性ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ｽ 4
ｹー ﾌﾞ ﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1. 6㎜- 3C ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井
耐燃性ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ｽ 15
ｹー ﾌﾞ ﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1. 6㎜- 3C FEP内( PF･CD)
耐燃性ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ｽ 4
ｹー ﾌﾞ ﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2. 0㎜- 3C ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井
耐燃性ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ｽ 46
ｹー ﾌﾞ ﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2. 0㎜- 3C FEP内( PF･CD)
耐燃性ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ｽ 4
ｹー ﾌﾞ ﾙ平形 EM-EEF ｍ
EM-TI EFｹー ﾌﾞ ﾙ 0. 65㎜-2C ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井

21
ｍ

EM-TI EFｹー ﾌﾞ ﾙ 0. 65㎜-2C FEP内( PF･CD)
4

ｍ
EM-AEｹー ﾌﾞ ﾙ 1. 2 ㎜- 2C

ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井 10
ｍ

EM-AEｹー ﾌﾞ ﾙ 1. 2 ㎜- 2C
FEP内( PF･CD) 4

ｍ
EM-AEｹー ﾌﾞ ﾙ 1. 2 ㎜- 3C

ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井 23
ｍ

EM-AEｹー ﾌﾞ ﾙ 1. 2 ㎜- 3C
FEP内( PF･CD) 4

ｍ
合成樹脂製可と う 露出配管 22㎜
電線管 ( PF単層) 62

ｍ



直接工事費 細目別内訳 12
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-1. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

LED照明器具 LSS9 -4 -30 LN
1

個
LED照明器具 LRS1 - -05 LN

2
個

LED照明器具 LRS1 - -17 LN
4

個
照明器具 SP-5a LED115I m 2. 2W
読書灯 2

台
照明器具 SP-6a LED 専用ｺﾝｾﾝﾄ設置
保安灯 2

台
照明器具 SP-8a LED1. 4I m 0. 7W
保安灯 明る さ ｾﾝｻー 付 1

台
非常用 K1-LRS11 -1 -
LED照明器具 2

個
ﾀﾝﾌﾞ ﾗｽｲｯﾁ 1P 15A ×1 ﾈー ﾑ無
( 金属ﾌﾟ ﾚ ﾄー付) PL ×1 - 2

個
ﾀﾝﾌﾞ ﾗｽｲｯﾁ 1P 15A ×1 ﾈー ﾑ無
( 金属ﾌﾟ ﾚ ﾄー付) 3W 15A ×1 ﾈー ﾑ無 2

個
ﾜｲﾄﾞ ﾊﾝﾄﾞ ﾙ形ｽｲｯﾁ 1P 15A ×1 1P H 15A ×1
( 樹脂ﾌﾟ ﾚ ﾄー付) 1P HL 4A ×1 3
ﾈー ﾑ無 個
ﾌﾙ2線式ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ ｽｲｯﾁ15回路
( 樹脂ﾌﾟ ﾚ ﾄー付) 1

個
ﾌﾙ2線式ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ ｽｲｯﾁ1回路
( 金属ﾌﾟ ﾚ ﾄー付) 2

個
ｺﾝｾﾝﾄ 連用形2P15A×2
( 金属ﾌﾟ ﾚ ﾄー付) ( 接地極×2付 一体形) 9

125V 個
警報ﾌ゙ ｻ゙ ｰ改修 別紙 00-0019

1
式

天井埋込ｽﾋﾟ -ｶｰ （ 1W/ATT無線） φ120
音量ｽｲｯﾁ共 WZ-VC101 2

個

直接工事費  細目別内訳
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-1. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

壁掛け型子時計 φ310
（ 屋内用） 2

個
電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ ﾓｼ゙ ｭﾗ ｼー゙ ｬｯｸ( RJ11) ×2
( 金属製) 2

個
電動機結線 直入始動方式以外

2
台

計



直接工事費 細目別内訳 13
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-2. 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

動力配線ﾎ゙ ｯｸｽ 再使用し ない
撤去 1

個
600V絶縁ｹ ﾌーﾞ ﾙ 1. 6㎜- 2C ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井
撤去 再使用し ない 8

ｍ
600V絶縁ｹ ﾌーﾞ ﾙ 1. 6㎜- 3C ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井
撤去 再使用し ない 11

ｍ
600V絶縁ｹ ﾌーﾞ ﾙ 2. 0㎜- 3C ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井
撤去 再使用し ない 22

ｍ
合成樹脂製可と う 22 再使用し ない
電線管 18
( PF管､CD管) 撤去 ｍ
合成樹脂製可と う 28 再使用し ない
電線管 1
( PF管､CD管) 撤去 ｍ
埋込ｺﾝｾﾝﾄ撤去 2P15A×2 Ｅ 極付

再使用し ない 5
か所

TELｱｳﾄﾚｯﾄ取外し 別紙 00-0021
再取付 1

式
TV直列ﾕﾆｯﾄ取外し 別紙 00-0022
再取付 1

式
ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ撤去 12回路用
( 樹脂ﾌﾟ ﾚ ﾄー付) 再使用し ない 1

個
蛍光灯器具 埋込形 FL 30W ×2
撤去 再使用し ない 2

個
蛍光灯器具 露出形 FL 30W ×1
撤去 再使用し ない 1

個
非常用白熱灯器具 埋込形 JE9～30W, I 40W
撤去 再使用し ない 1

個
計

直接工事費  細目別内訳
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-3. 発生材処理 積込

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去材集積、 積込 機器・ 器具・ 配管・ 配線類
0. 1

ｍ 3
計



直接工事費 細目別内訳 14
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-3. 発生材処理 運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去材運搬 ﾀﾞ ﾝﾌﾟ ﾄﾗｯｸ 2t 積級
人力 安定型混合廃棄物 0. 1
DI D区間有り 4. 5㎞以下 ｍ 3

計

直接工事費  細目別内訳
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-3. 発生材処理 処分

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去材処分 安定型混合廃棄物
0. 1

ｍ 3
計



直接工事費 細目別内訳 15
Ⅳ. 機械設備工事 Ⅳ-1. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

冷媒用 12. 7 外径( 1/2B) ｶﾞ ｽ管
断熱材被覆銅管 厚20mm以上 7
改修 ｍ
冷媒用 6. 35外径( 1/4B) 液管
断熱材被覆銅管 厚10mm以上 7
改修 ｍ
一般配管用 10K( ねじ ･ﾘﾌﾄ) 25A
ｽﾃﾝﾚｽ鋼逆止弁 2

個
断熱ﾄﾞ ﾚﾝﾊ゚ ｲﾌ゚ 屋内一般 25A
VP+発泡塩ﾋﾞ +塩ﾋﾞ 8
ｽｷﾝ ｍ
配管分岐 配管分岐 25A 保温有
( 鋼管類) 2
･手間のみ か所
ｽﾊ゚ ｲﾗﾙﾀﾞ ｸﾄ ｲﾝｻー ﾄ無 125㎜
( 低圧ﾀﾞ ｸﾄ) 5

ｍ
天井扇VF-3-2A 低騒音型 風圧ｼｬｯﾀ 付ー

100㎥/ｈ 取付共 2
台

天井扇VF-3-5A 低騒音型 風圧ｼｬｯﾀ 付ー
150㎥/ｈ 取付共 1

台
ﾍ゙ ﾝﾄｷｬｯﾌﾟ φ125 取付、 外壁ｺｱ抜き 、 鉄筋探査、 ｼー ﾘﾝ 別紙 00-0024

ｸﾞ 共 1
式

空調機 空冷ﾋ ﾄーﾎ゚ ﾝﾌﾟ ﾊ゚ ｯｹー ｼ゙ 室内ﾕﾆｯﾄ28型 別紙 00-0025
PAC-5-5 天井ｶｾｯﾄ型 1方向吹き 出し ﾄﾞ ﾚﾝｱ 1
PAC-5-6 ｯﾌﾟ ﾒｶ･ﾘﾓｺﾝ・ 防振吊り 金具共 式
ﾊ゚ ｯｹ ｼー゙ 形空気調 屋内機 天井吊り -
和機( ｾﾊ゚ ﾚ ﾄー･ﾏﾙﾁ) 2. 8kW以下 2
据付 台

空調設備制御線 別紙 00-0020
1

式
計

直接工事費  細目別内訳
Ⅳ. 機械設備工事 Ⅳ-2. 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

冷媒用 12. 7 外径( 1/2B) ｶﾞ ｽ管
断熱材被覆銅管 厚20mm以上 4
撤去 ｍ
冷媒用 6. 35外径( 1/4B) 液管
断熱材被覆銅管 厚10mm以上 4
撤去 ｍ
排水・ 硬質ﾎ゚ ﾘ 屋内一般 25A
塩化ﾋﾞ ﾆﾙ管 4
( VP) 撤去 ｍ
配管切断 配管切断 25A 保温有
( 鋼管類) 1
･手間のみ か所
一般配管用
ｽﾃﾝﾚｽ鋼逆止弁 1
撤去 個
ｽﾊ゚ ｲﾗﾙﾀﾞ ｸﾄ( 低圧､ 125㎜ 再使用し な い
高圧1､2ﾀﾞ ｸﾄ) 1
撤去 ｍ
空調機撤去 PAC-5-4 冷媒ﾌﾛﾝ回収工事費含

1
台

天井扇撤去 VF-3-1
1

台
天井扇撤去 VF-3-5

1
台

空調設備制御線 別紙 00-0023
撤去 1

式
計



直接工事費 細目別内訳 16
Ⅳ. 機械設備工事 Ⅳ-3. 発生材処理 積込

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去材集積、 積込 機器・ 器具・ 配管・ 配線類
0. 3

ｍ 3
発生材積込み ｺﾝｸﾘ ﾄー類 人力

0. 1
ｍ 3

計

直接工事費  細目別内訳
Ⅳ. 機械設備工事 Ⅳ-3. 発生材処理 運搬

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去材運搬 ﾀﾞ ﾝﾌﾟ ﾄﾗｯｸ 2t 積級
人力 安定型混合廃棄物 0. 3
DI D区間有り 4. 5㎞以下 ｍ 3

撤去材運搬 ﾀﾞ ﾝﾌﾟ ﾄﾗｯｸ 2t 積級
人力積込 有筋ｺﾝｸﾘ ﾄー類 0. 1
DI D区間有り 4. 5㎞以下 ｍ 3

計



直接工事費 細目別内訳 17
Ⅳ. 機械設備工事 Ⅳ-3. 発生材処理 処分

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

撤去材処分 安定型混合廃棄物
0. 3

ｍ 3
撤去材処分 有筋ｺﾝｸﾘ ﾄー

0. 1
ｍ 3

計



直接工事費 別紙明細 18
I . 改修工事 Ⅰ-1. 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

墨出し 小規模 RC･SRC造 別紙 00-0001
地上階 1

式
墨出し 小規模 RC･SRC造

地上階 59. 5
㎡

計

養生 別紙 00-0002
1

式
養生 一 般 RC･SRC造

地上階 59. 5
㎡

養生 小規模 RC･SRC造
ﾊ゙ ﾙｺﾆー 65. 3

㎡
養生( 外壁改修)

37. 9
㎡

計

整理清掃後片付け 別紙 00-0003
1

式
整理清掃 一 般 RC･SRC造
後片付け 地上階 59. 5

㎡
整理清掃 一 般 RC･SRC造
後片付け ﾊ゙ ﾙｺﾆー 65. 3

㎡
整理清掃後片付け
( 外壁改修) 37. 9

㎡
計

直接工事費 別紙明細
I . 改修工事 Ⅰ-1. 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

外部足場 別紙 00-0004
1

式
枠組本足場 建枠 900×1700 布枠500+240
( 手すり 先行方式) 掛払い手間 99. 4

12m未満 - - ㎡
枠組本足場 建枠 900×1700 布枠500+240
( 手すり 先行方式) 供用120日賃料 修理費含む 99. 4

12m未満 - - ㎡
枠組本足場 建枠 900×1700 布枠500+240
( 手すり 先行方式) 基本料 修理費含む 99. 4

12m未満 - - ㎡
安全手すり 枠組本足場用
( 手すり 先行方式) 掛払い手間 18

- ｍ
安全手すり 枠組本足場用
( 手すり 先行方式) 供用120日賃料 修理費含む 18

- ｍ
安全手すり 枠組本足場用
( 手すり 先行方式) 基本料 修理費含む 18

- ｍ
計

災害防止 別紙 00-0005
1

式
養生ｼー ﾄ張り 防炎性能 JI S A 8952 Ⅰ類

掛払い手間 - 124
- ㎡

養生ｼー ﾄ張り 防炎性能 JI S A 8952 Ⅰ類
供用120日賃料 修理費含む - 124
- ㎡

養生ｼー ﾄ張り 防炎性能 JI S A 8952 Ⅰ類
基本料 修理費含む - 124
- ㎡

小幅ﾈｯﾄ張り 別紙 00-0005/00-001
( 層間塞ぎ ) 1

式
計



直接工事費 別紙明細 19
I . 改修工事 Ⅰ-1. 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

小幅ﾈｯﾄ張り 別紙 00-0005/00-001
( 層間塞ぎ ) 1

式
小幅ﾈｯﾄ張り 防炎ﾎ゚ ﾘｴｽﾃﾙ
( 層間塞ぎ ) 掛払い手間 - 21. 6

- ｍ
小幅ﾈｯﾄ張り 防炎ﾎ゚ ﾘｴｽﾃﾙ
( 層間塞ぎ ) 供用120日賃料 修理費含む - 21. 6

- ｍ
小幅ﾈｯﾄ張り 防炎ﾎ゚ ﾘｴｽﾃﾙ
( 層間塞ぎ ) 基本料 修理費含む - 21. 6

- ｍ
計

内部足場 仮設間仕切共 別紙 00-0006
1

式
内部仕上足場 掛払い手間

脚立足場 34. 4
階高4. 0m以下 - ㎡

内部仕上足場 供用120日賃料 修理費含む
脚立足場 34. 4
階高4. 0m以下 - ㎡

内部仕上足場 基本料 修理費含む
脚立足場 34. 4
階高4. 0m以下 平家用 ㎡

仮設間仕切り 下地 B種 木下地
14. 8

㎡
仮設間仕切り B種( 片面) 合板
仕上材 14. 8

㎡
計

直接工事費 別紙明細
I . 改修工事 Ⅰ-1. 直接仮設

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

仮設材運搬 別紙 00-0007
1

式
仮設材運搬 建枠幅900( 二枚布)
( 枠組本足場) 99. 4
( 手すり 先行方式) ㎡
仮設材運搬 枠組本足場用( 手すり 先行方式)
( 安全て すり ) 18

ｍ
仮設材運搬 3階建
( 内部仕上足場 34. 4
脚立足場) ㎡
仮設材運搬
( ｼー ﾄ･ﾈｯﾄ類) 124

㎡
仮設材運搬
( 小幅ﾈｯﾄ) 21. 6

ｍ
仮設材運搬 C種
( 仮設間仕切り ) 14. 8

㎡
計



直接工事費 別紙明細 20
I . 改修工事 Ⅰ-2. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

ﾌﾗｯｼｭﾄﾞ ｱ W800×H2000 ﾒﾗﾐﾝ 枠共 別紙 00-0008
1

式
ﾌﾗｯｼｭﾄﾞ ｱ W800×H2000 ﾒﾗﾐﾝ 枠共

1
か所

ﾌﾗｯｼｭﾄﾞ ｱ枠 ｽﾌﾟ ﾙｽ 110×25
4. 8

ｍ
Ｓ Ｏ Ｐ 塗り 木部 工程B種
( 糸幅300㎜以下) 下地調整RB種( 塗替え面) 4. 8
改修仕様 ｍ

計

直接工事費 別紙明細
I . 改修工事 Ⅰ-3. 屋上旗ポール設置工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

基礎工事 ｺﾝｸﾘ ﾄー基礎に伴う 屋上付帯工事一式 別紙 00-0009
1

式
ｺﾝｸﾘ ﾄー基礎工事 接着系ｱﾝｶー D19共

1
式

ア ルミ 製水切り 既成ｱﾙﾐｱﾝｸﾞ ﾙ
1. 8

ｍ
ｼー ﾘﾝｸﾞ 一般部 変成ｼﾘｺ ﾝー系( MS-2)

20×10 3. 6
ｍ

笠木撤去 W200 ｱﾙﾐ
1

ｍ
笠木新設 W200 ｱﾙﾐ ｼﾙﾊ゙ ｰ

1
ｍ

ｼー ﾄ防水撤去

3. 9
㎡

合成高分子系 S-F2 接着工法
ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄ防水 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ樹脂 表面塗装なし 6. 8

- ｼー ﾙ材共 ㎡
塗膜防水 X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞ ﾑ系 立上り

表面塗装ﾒ ｶー 標ー準色 0. 2
㎡

塗膜防水 X-2 密着工法 ｳﾚﾀﾝｺﾞ ﾑ系 平面
表面塗装ﾒ ｶー 標ー準色 0. 2

㎡
計



直接工事費 別紙明細 21
I . 改修工事 Ⅰ-4. ｻｲﾝ工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

箱文字設置 高圧洗浄、 箱文字撤去部分外壁補修 別紙 00-0010
共 1

式
箱文字設置 28文字 ｽﾃﾝﾚｽﾍｱ ﾗーｲﾝ

250×250ｔ 25 1
ﾃ゙ ﾀー作成、 校正費、 取付共 式

高圧洗浄 30～50Mpa
10. 5

㎡
箱文字撤去部分外 薄塗ﾓﾙﾀﾙ補修の上、 防水型複層薄塗
壁補修 材E吹付 10. 5

下地調整共 ㎡
計

表札設置 別紙 00-0011
1

式
表札設置 28文字 ｽﾃﾝﾚｽﾍｱ ﾗーｲﾝ 文字ｴｯﾁﾝｸﾞ

450×450 ｔ 10 1
ﾃ゙ ﾀー作成、 校正費、 取付共 式

計

立て 看板文字変更 重ね貼込み 別紙 00-0012
1

式
立て 看板文字変更 塩ﾋﾞ ｼー ﾄ（ UVﾗﾐﾈー ﾄ処理、 ｲﾝｸｼ゙ ｪｯﾄﾌﾟ

ﾘﾝﾄ式文字） 重ね貼込み 1
ﾃ゙ ﾀー作成、 校正費、 取付共 式

計

直接工事費 別紙明細
I . 改修工事 1-5備品

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

冷蔵庫 容量617L 別紙 00-0013
（ 参考型番R-HW62V） 1
運搬費含 式

冷蔵庫 容量617L
（ 参考型番R-HW62V ） 1
運搬費含 台

計

ﾛｯｶ （ー 下駄箱） 6人用SL型 （ 参考型番HDT-3332SL- 別紙 00-0014
WE） ｼﾘﾝﾀﾞ ｰ錠 W900×D421×H880 1
運搬・ 取付費含 式

ﾛｯｶ （ー 下駄箱） 6人用SL型（ 参考型番HDT-3332SL-WE
） ｼﾘﾝﾀﾞ ｰ錠 W900×D421×H880 1
運搬費含 台

ﾛｯｶｰ設置費 施工組立費
1

台
計

ﾃー ﾌﾞ ﾙ W1800×D750×H700 別紙 00-0015
ﾅﾁｭﾗﾙ色 （ 参考型番YH-R1875） 1
運搬・ 取付費含 式

ﾃー ﾌﾞ ﾙ YH-R1875 1800×D750
（ 食堂長机） ﾅﾁｭﾗﾙ色 1

運搬費含 台
ﾃー ﾌﾞ ﾙ設置費 施工組立費

1
台

計



直接工事費 別紙明細 22
I . 改修工事 1-5備品

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

ｵﾌｨｽｷｬﾋﾞ ﾈｯﾄ 3人用引き 出し 型 別紙 00-0016
ｵー ﾙﾛｯｸﾀｲﾌ゚ 450×450×H1038
（ 参考型番H1-M1045AAS-W9）
運搬・ 取付費含

1
式

ｵﾌｨｽｷｬﾋﾞ ﾈｯﾄ 3人用引き 出し 型 ｵー ﾙﾛｯｸﾀｲﾌﾟ
450×450×H1038（ 参考型番H1-M1 1

045AAS-W9） 運搬費共 台
ｷｬﾋﾞ ﾈｯﾄ設置費 施工組立

1
台

計

跳ね上げ式ﾍ゙ ｯﾄ 3交替用 W1160×D2700×H850 別紙 00-0017
運搬・ 取付費含 1

式
跳ね上げ式ﾍ゙ ｯﾄ 3交替用 W1160×D2700×H850

運搬費共 2
台

ﾍ゙ ｯﾄ設置費 施工組立費
2

台
計

ﾊ゚ ｿーﾅﾙﾛｯｶｰ 1人用W400×D600×H1800 別紙 00-0018
運搬・ 取付費含 1

式
ﾊ゚ ｿーﾅﾙﾛｯｶｰ 1人用W400×D600×H1800

運搬費共 6
台

ﾛｯｶｰ設置費 施工組立費
1

式
計

直接工事費 別紙明細
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-1. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

警報ﾌ゙ ｻ゙ ｰ改修 別紙 00-0019
1

式
警報ﾌ゙ ｻ゙ （ー 警報ﾗ AC100V
ﾝﾌﾟ 付） 1

個
600Vﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2. 0㎜- 3C ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井
耐燃性ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ｽ 10
ｹー ﾌﾞ ﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2. 0㎜- 3C FEP内( PF･CD)
耐燃性ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝｼー ｽ 1
ｹー ﾌﾞ ﾙ平形 EM-EEF ｍ
合成樹脂製可と う 隠ぺい・ 埋込配管 22㎜
電線管 ( PF単層) 1

ｍ
総合調整費 調査費含む

1
式

計



直接工事費 別紙明細 23
Ⅲ. 電気設備工事 Ⅲ-2. 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

TELｱｳﾄﾚｯﾄ取外し 別紙 00-0021
再取付 1

式
TELｱｳﾄﾚｯﾄ取外し

1
か所

TELｱｳﾄﾚｯﾄ
再取付 1

か所
計

TV直列ﾕﾆｯﾄ取外し 別紙 00-0022
再取付 1

式
TV直列ﾕﾆｯﾄ取外し

1
か所

TV直列ﾕﾆｯﾄ
再取付 1

か所
計

直接工事費 別紙明細
Ⅳ. 機械設備工事 Ⅳ-1. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

ﾍ゙ ﾝﾄｷｬｯﾌﾟ φ125 取付、 外壁ｺｱ抜き 、 鉄筋探査、 ｼー ﾘﾝ 別紙 00-0024
ｸﾞ 共 1

式
ﾍ゙ ﾝﾄｷｬｯﾌﾟ φ125 ｽﾃﾝﾚｽ製

1
台

ﾍ゙ ﾝﾄｷｬｯﾌﾟ ﾍ゙ ﾝﾄｷｬｯﾌ゚ 周り ｼー ﾘﾝｸﾞ 共
取付費 1

個
機械はつり ( ﾀﾞ ｲﾔﾓ 200㎜程度 150㎜ 鉄筋ｴｯｸｽ線探査
ﾝﾄﾞ ｶｯﾀ にーよ る 及び撮影共 1
配管用貫通口) か所

計

空調機 空冷ﾋ ﾄーﾎ゚ ﾝﾌﾟ ﾊ゚ ｯｹー ｼ゙ 室内ﾕﾆｯﾄ28型 別紙 00-0025
PAC-5-5 天井ｶｾｯﾄ型 1方向吹き 出し ﾄﾞ ﾚﾝｱ 1
PAC-5-6 ｯﾌﾟ ﾒｶ･ﾘﾓｺﾝ・ 防振吊り 金具共 式
ﾊ゚ ｯｹー ｼ゙ ｴｱｺﾝ RCI S-GP28K2

2
台

ﾘﾓｺﾝ PC-ARFG3
2

台
吊り 金具 115HS-10SET4

2
台

計



直接工事費 別紙明細 24
Ⅳ. 機械設備工事 Ⅳ-1. 改修工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

空調設備制御線 別紙 00-0020
1

式
EM-FCPEEｹ ﾌーﾞ ﾙ 1. 2 ㎜- 1P

ﾋﾟ ｯﾄ・ 天井 35
ｍ

EM-FCPEEｹ ﾌーﾞ ﾙ 1. 2 ㎜- 1P
FEP内( PF･CD) 2

ｍ
合成樹脂製可と う 隠ぺい・ 埋込配管 16㎜
電線管 ( PF単層) 2

ｍ
計

直接工事費 別紙明細
Ⅳ. 機械設備工事 Ⅳ-2. 撤去工事

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

空調設備制御線 別紙 00-0023
撤去 1

式
600V絶縁電線 1. 2㎜ × 1本 再使用し ない
撤去 18

ｍ
合成樹脂製可と う 22 再使用し ない
電線管 1
( PF管､CD管) 撤去 ｍ

計



共通仮設費( 積上) 明細 25

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

ｷｬｽﾀ ｹー゙ ﾄー 別紙 00-0026
1

式
揚重機械器具 荷揚用他ｸﾚ ﾝー 別紙 00-0027

1
式

交通誘導員B 別紙 00-0028
1

式
ｶﾞ ﾄーﾞ ﾌｪﾝｽ H=1. 8m 柱脚固定具共 別紙 00-0029

掛払い手間 1
式

仮囲い 仮囲鉄板 別紙 00-0030
H=2. 0m - 1

式
仮囲い ｶﾗ ｺーﾝ12本 ･ ﾊ゙ ｰ 11本

外部 10日程度 1
式

仮囲い ｶﾗ ｺーﾝ5本 ･ ﾊ゙ ｰ 4本
内部 120日程度 1

式
室内空気環境測定 ｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 類+VOC類

ﾊ゚ ｯｼﾌ゙ 法（ 代替法） 3
か所

計



共通仮設費( 積上)   共通費別紙明細 26

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

ｷｬｽﾀ ｹー゙ ﾄー 別紙 00-0026
1

式
ｷｬｽﾀ ｹー゙ ﾄー W6000×H1800 4ヶ 月

期間120日程度 1
掛払い 運搬共 か所

計

揚重機械器具 荷揚用他ｸﾚ ﾝー 別紙 00-0027
1

式
ﾗﾌﾃﾚ ﾝーｸﾚ ﾝー運転 5t 吊り ｵﾍ゚ ﾚ ﾀー付き 賃料
( 油圧伸縮ｼ゙ ﾌ゙ 型) 標準

8
日

計

交通誘導員B 別紙 00-0028
1

式
交通誘導員B

49
人

計

共通仮設費( 積上)   共通費別紙明細

名 称 摘 要 数 量 単位 単 価 金 額 備 考

ｶﾞ ﾄーﾞ ﾌｪﾝｽ H=1. 8m 柱脚固定具共 別紙 00-0029
掛払い手間 1

式
ｶﾞ ﾄーﾞ ﾌｪﾝｽ H=1. 8m 柱脚固定具共

掛払い手間 10. 3
ｍ

ｶﾞ ﾄーﾞ ﾌｪﾝｽ H=1. 8m 柱脚固定具共
供用120日賃料 修理費含む 10. 3

ｍ
ｶﾞ ﾄーﾞ ﾌｪﾝｽ H=1. 8m 柱脚固定具共

基本料 修理費含む 10. 3
ｍ

仮設材運搬
( ｶﾞ ﾄーﾞ ﾌｪﾝｽ) 10. 3

ｍ
計

仮囲い 仮囲鉄板 別紙 00-0030
H=2. 0m - 1

式
仮囲い 設置費 仮囲鉄板

H=2. 0m - - 1. 2
ｍ

仮囲い 供用120日賃料 修理費含む 仮囲鉄
板 1. 2
H=2. 0m t =1. 2㎜ w=500 - ｍ

仮囲い 基本料 修理費含む 仮囲鉄板
H=2. 0m t =1. 2㎜ w=500 - 1. 2

ｍ
仮囲い運搬 H=2. 0m

1. 2
ｍ

仮囲い 撤去費 仮囲鉄板
H=2. 0m - - 1. 2

ｍ
計
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Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

特記仕様書（２）

特記仕様書（１）

設計概要･案内図･配置図

外部仕上表・内部仕上表

断面図

立面図

１階･２階平面図

３階･Ｒ階平面図

―

―

―,1:200

―

1:100

1:100

1:100

1:100

1:50

1:50

Ａ－００ 表紙・図面リスト ―

図面リスト

消防指令センター改修工事

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１１ 1:50

1:50

1:100

1:100,1:50

建築図

図面番号 図面名称 縮尺 図面番号 図面名称 縮尺 図面番号 図面名称 縮尺 図面番号 図面名称 縮尺

1:30,1:10

Ａ－１７ 1:20,1:5

―

1:200,1:100,1:50Ａ－１８

サイン詳細図

各部詳細図

旗用ポール廻り詳細図

改修建具位置図･建具表

Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

Ｅ－０７

―

Ｅ－０８

Ｅ－０９

―

1:100

―

1:100コンセント設備 ３階平面図

弱電設備 系統図

電気設備図

Ｍ－０１ ―

Ｍ－０２ ―

Ｍ－０３ ―

Ｍ－０４ 空調設備 ３階平面図 1:100

Ｍ－０５ 空調設備制御線 ３階平面図 1:100

Ｍ－０６ 換気設備 ３階平面図 1:100

機械設備図

断面詳細図（撤去・新設）

３階平面詳細図（改修部分）

機械設備特記仕様書

空調・換気設備 凡例･系統図

電気設備特記仕様書

動力盤/分電盤結線図・負荷表

幹線動力設備 ３階平面図

電灯設備 ３階平面図

非常用照明設備 ３階平面図

弱電設備 ３階平面図

警報ブザー改修平面図

１階･２階家具配置図

３階･Ｒ階家具配置図・家具図

Ａ－１９

Ａ－２０

Ａ－２１

1:100

1:100,1:30,1:40

1:50

外部仮設計画図（案）

内部仮設計画図（案）

図面番号図面名称

縮尺海老名市
工事件名Ebina City

Ａー００

表紙・図面リスト

消防指令センター改修工事

３階展開図(既存・撤去)

３階展開図(改修・新設)

３階天井伏図（撤去・新設）

－

1:100

1:100

1:100

1:100

空調・換気設備 機器表
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・　植栽工事特記仕様書
・　機械設備工事特記仕様書

[5.4.3]

[5.4.4]

アスベストの処理
吹き付けアスベスト除去工事 ・有(図示　　　）　・無

受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト成形板除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

・有(図示　　　）　・無

ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理
ヒ素又はカドミウムボード ・有(図示　　　）　・無

・有(図示　　　）　・無
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト含有保温材除去工事

）

　完成時から測定日までの日数）
　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　・試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　・測定結果

次の事項を記載した報告書を２部提出する。
測定結果等報告書の提出

　・試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

・　適用する ※　適用しない <1.3.3>

採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

測定する室等：（

※　ホルムアルデヒド仕様
　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。

度の測定
の化学物質濃

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定
試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と

測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製造
所の定める仕様により行う。

測定対象物質

<1.6.9> (1.5.9)

※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）
※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   870μg/m3 ・ 0.20ppm）

   ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合
   　該当する建築材料
　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　　　ｂ．接着剤等不使用
　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  材料使用
　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  塗料使用

工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも
<1.3.10>

※　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

<1.4.2>

<1.4.1>

材料の品質等

環境への配慮

に，任意様式にもとづき「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提
出する。

※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，揮発性有機化合物
の放散による健康への影響に配慮する。

８．室内の空気中

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

・　総揮発性有機化合物の測定
　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，別図に定める総揮発
　　性有機化合物測定仕様書による。

※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については，
　施設管理者に依頼する。

10．建築基準法に

風速(ＶO) 　　　※３４

・　折板屋根葺

<3.5.4><3.9.3><5.12.5>(13.2.3)(13.3.3)

の指定
よる風圧力等

・　ガラスブロック
・　アルミニウム笠木 ・　金属板屋根葺
・　合成高分子系ルーフィングシート

地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ
多雪地域の指定　・有　　・無

・
建　築　基　準　法　の　指　定適　　用　　工　　事

※　図　示　　　　　・　現状平均地盤高11．設計ＧＬ

工法は、当該製品の指定工法とする。
「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の

工法
９．特別な材料の

施工数量調査

成　　果　　品調査方法調 査 範 囲調査項目
・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

<1.5.2>
<1.5.3>

12．施工調査

※ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ（濃度指針値  240μg/m3 ・ 0.04ppm）

<1.6.2>

※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
士を配置する。

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は
単一級技能士を配置する。

 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

13．技　能　士

５．電気保安

６．事故報告

７．建築材料等

                ・ボード仕上工事作業          

仮設工事 ・とび（とび作業）

　工　事　種　目
以下の該当工事

 技能検定職種（技能検定作業）
・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て

・防水施工（・アスファルト防水工事作業

            ・合成ゴム系シート防水工事作業

            ・シーリング防水工事作業

            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

            ・セメント系防水工事作業
            ・塩化ビニル系シート防水工事作業

            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

防水改修工事

外壁改修工事 ・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)　

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）建具改修工事

                ・カーペット系床仕上作業
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業内装改修工事

・表装（壁装作業）
・塗装（建築塗装作業）塗装改修工事

耐震改修工事 ・鉄筋施工(鉄筋組立作業)
・型枠施工(型枠工事作業)　　・とび(とび作業)
・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)

・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）

石工事 ・石材施工（石張り作業）
・配管（建築配管作業）排水工事

舗装工事 ・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）

植栽工事 ・造園（造園工事作業）

屋根及びとい工事 ・建築板金（内外装板金作業）
・スレート施工（スレート工事作業）

・鉄工(構造物鉄工作業)

                ・鋼製下地工事作業         ）

・塗装(建築塗装作業)

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

コンクリートブロック・ALCパネル
押出成形セメント板工事

 ※　作成する  ・　作成しない

　 保険の種類　　※　火災保険　　※　建設工事保険
 工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

 施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
 　　　　　監督職員の承諾を受ける。

　 保険期間　　　※　工事着手から工事目的物引き渡し日まで

　工事写真は、「海老名市公共工事デジタル写真管理要領」により撮影する。

14．完成時
提出書類

15．工事写真

16．設備工事との
　　取合い

17．火災保険等

３
　
　
防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

２
　
　
　
仮
　
　
　
　
設
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

１.仮囲い ※　設ける
仮囲いの位置及び延長は図示による。
・万能鋼板（H=　　）　・波形鉄板（H=　　）　・単管シート（H=　　）
・シートゲート（H=　　，W=　　）×　　　箇所

・　設けない

４. 合成高分子系
ルーフィング
シート防水

<3.1.4><3.5.3><表3.1.1><表3.5.1>

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型
施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

<3.5.3>

改修工法の種別

※　カラー
仕 上 塗 料

・　シルバー

新規防水層の種別 改修工法の種類 施　工　箇　所
・Ｓ－Ｆ
・Ｓ－Ｍ
・ＳＩ－

５．塗膜防水

種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型
施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

<3.1.4><3.6.3><表3.1.1><表3.6.1>

<3.6.3>

改修工法の種別

※　カラー
仕 上 塗 料

・　シルバー

新規防水層の種別 改修工法の種類 施　工　箇　所
・Ｘ－１
・Ｘ－２
・Ｙ－２

・　非破壊膜厚管理工法　膜厚管理結果報告書（図面）を提出
　X-1：全面測定　メーカー非対応の場合は監督員と協議のこと
　X-2：1か所以上/＠1～3ｍ程度　施工数量に応じて監督員と協議のこと

６．シーリング
材料の種別
及び施工箇所

シ　ー　リ　ン　グ　材　料 

<3.7.2><表3.7.1>

７．シーリング
改修工法

・　シーリング再充てん工法
・　拡幅シーリング充てん工法
・　ブリッジ工法（　　　 　　）

・　シーリング充てん工法
改修工法の種類

改修工法の種別
施　　工　　箇　　所

※　被着体に応じたものとし、<表3.7.1>を標準とする。
・　<表3.7.1>によらない箇所及びシーリング材料 

<表3.7.1>によらない箇所

<3.1.4><3.7.4～8><表3.1.2>

・　押出　３００形 ・　押出　３５０形

・　Ｂ－２種
<3.9.2><表5.2.2>

<3.9.2><表3.9.1>10．アルミニウム
製笠木

部材の種類

・　板材折曲げ形
付属部品の材料、角各部並びに突当り部等の役物は、笠木本体製作所の

仕様による。

表面処理
※　Ｂ－１種

11．防水保証

定めている期間として，作成し提出する。
塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については，メーカー・防水業者が通常

との連名の保証書を提出する。
フィングシート防水の保証期間は，引渡しの日から10年間とし，施工業者
　アスファルト防水，改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー

５
　
　
建
　
　
具
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

改修工法
・　かぶせ工法 ・　撤去工法

<5.1.3>

新規建具周囲の補修方法及び範囲は図示による。

見本の作成等
製　作 ※　行わない ・　行う（建具表による）

・　行う（建具表による）※　行わない仮　組

防犯建物部品 ※　使用しない ・　使用する（建具表による） <5.1.7>

<5.1.5>

・　在来型

８．木製建具 (16.7.2～4)

かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度
※　新鳥の子程度又はビニル紙程度
※　戸ふすま

かまち戸の樹種
ふすまの上張り
ふすまの種類

建具材の加工、組立時の含水率　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種

・　チップ型

型　　　式 製　造　所
<5.7.2><表5.7.1>

金　物　の　種　類
モノロック
本締り付きモノロック
シリンダー箱錠
シリンダー本締り錠
ドアクローザー
フロアヒンジ
ヒンジクローザー
ピボットヒンジ
レバーハンドル

内　蔵　型

アルミ合金
レバー長さ　L=130程度

JIS表示認証製品
錠前類と同一製造所
とする。

　標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、
シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。

マスターキーの作成 ・　要 ・　不要
・　不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）

14．ガラス

有すること。
※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を

<5.13.2><5.13.3><表5.13.1>

※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。

９．建具用金物

・　押出　２２５形

１．一般事項

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・　設けない

納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。
PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に

・　無
・　有PCB含有シーリング材

・　無
・　有PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器

・その他の廃棄物（管理型)
種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

）
）

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
・　コンクリート塊

）

・　建設発生木材

・　アスファルト
コンクリート塊

ら成る建設資材
・  コンクリートか

・

・その他の廃棄物（安定型)
種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

・　再生資源化を図るもの
・　現場において再利用を図るもの（

受入れ施設名・所在地(km)
・　特別管理産業廃棄物（
・　引渡しを要するもの（
発生材の処理４．発生材の

処理等
<1.3.8>

・　適用しない

手続きを行い、工事カルテの受領書を、監督職員に提出すること。
受注時、変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）

登録
(CORINS)の

３．工事実績情報 <1.1.4>

・　

・　工事写真の撮り方（国土交通省大臣官房営繕部監修　最新版）
・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房営繕部監修　最新版）
・　海老名市公共工事共通事項書

２．適用基準等

調査範囲　　※　図示
職員に提出すること。
状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督

・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の
・　施工体系図を現場に掲示すること。

の円滑な進捗をはかること。
・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事

上、指示に従うこと。
・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の１．一般事項

Ⅰ　工  事  概  要

１　工事番号・名称
２　工　事　場　所
３　用途地域等

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　　　　　　　）
防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（

４　主　要　用　途
５　敷　地　面　積
６　工事の概要

７　別 途 工 事

８　そ　の　他

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印のもので構成する。
・　構造特記仕様書 ・　外構工事特記仕様書

・　電気設備工事特記仕様書
・

・　解体工事特記仕様書
・

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１．共通仕様
図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「

公共建築改修工事標準仕様書(最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。ただし，
改修標準仕様書に記載されていない事項は，「公共建築工事標準仕様書（最新版）」（以下「標
準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(最新版）」(以下「解体共 通仕様書」と
いう。）による。

なお、その他施工条件は、別途本工事内容説明事項書による。
２．特記仕様

２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適
用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の（　）、＜　＞及び［　］内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」、
「改修標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

※　シーリング
ガラスの留め材

を提出する。
複層ガラスの保証期間は引き渡し日から１０年間とし、メーカー保証書

合わせガラス及び倍強度ガラスの溝幅は図示による。
ガラスの溝幅については、<表5.13.1>による。ただし強化ガラス、
とする。
防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材

・　ガスケット（可動アルミ製建具に限る）

㎡㎡

）））

２.交通誘導員

３.工事表示板 ・　設置しない※　設置する　　
海老名市公共工事共通事項書による

※　配置する　　　　　　　　　　　　　・　配置しない

内部足場
外部足場
防護シート
材料の運搬

※　脚立、足場板等
※　Ａ種

<2.2.1>・

※　設ける ・　設けない
・　Ａ種

・　Ｂ種 ・　Ｃ種 ・　Ｄ種

・　Ｂ種 ・　Ｃ種
・　Ｄ種 ※　Ｅ種

<表2.2.1>

<表2.2.2>

５．養生 家具の移動 ・　行う(図示) ・　行わない
既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

・　行う ・　行わない
養生の方法
保管場所

<2.3.1>

６．仮設間仕切り ・　設ける(図示)
・　Ａ種 ・　Ｂ種 ※　Ｃ種

７.監督職員事務所
・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）

備品（

<2.3.2><表2.3.1>

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労

<2.4.1>

 働省）」によるものとし、設置については「手すり先行工法による足場の組

よること。
立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に

※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）

４．足場その他

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない８.工事用水

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 ※　指定しない　　・　指定する（図示）10.工事用通路

９.工事用電力

11.その他の仮設

・成形鋼板（H=2,000）
・キャスターゲート（H=1,800，W=6,000）×１箇所

 施工範囲　　各工事図面による。

 ※　本工事内容説明事項書に基づく市指定の工事書類　　  1 式

 ※　その他監督職員が指示したもの　　　　　　　　　　　1 式

仮眠室2室、食堂（計3室）

 ・　完成図面電子データ（JWW形式及びPDF形式）        　1 式
 ※  見開きＡ３（製本Ａ４判）　竣工図、施工図　　　 3 部（検査後提出）

 ※　建築物等の維持・保全に関する資料　　　　　　　　1 式（検査後提出）

消防指令センター改修工事

　消防署
　562.27

　第一種住居地域

消防指令センター改修工事

　消防署
　562.27

　第一種住居地域

神奈川県海老名市柏ヶ谷二丁目７番１号

混合廃棄物

図面番号図面名称

縮尺海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

Ａー０１

特記仕様書（1）

－



４
　
外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事

１．改修範囲

※　<4.4.9>による ・（　　　　　　　）

・　機械的除去工法・　目荒工法
合成樹脂塗床の除去方法

・　図示の範囲
※　既存のまま

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

・　図示の範囲
※　壁面より両側６００ｍｍ程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

・　図示の範囲
※　壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修方法 <6.3.2(a)>

<6.2.2(c)>

<6.2.2(a)>

<6.1.3>

（室名：　　　　　　　　　　）

スタッド，ランナーなどの種類は<表6.7.1>による。

・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）
耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）

※　行わない ・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）
耐震性を考慮した補強

※　行わない

※　行わない・　行う
あと施工アンカーの引抜き試験

・　あと施工アンカーを設ける

・　２５型
※　２５型

インサート
・　既存インサートを使用する

・　１９型
※　１９型

屋外
屋内

野縁などの種類

<6.7.3><表6.7.1>

<6.6.4(k)>

<6.6.4(j)>

<6.6.4(a)>

<6.6.4(a)>

<6.6.2><表6.6.1>

・耐動荷重

・ＫＳ
・ＨＳ

※ＦＳ
・ＴＳ

JIS A5705のJIS表示認証製品
種　　類

※　発泡層の
ないもの

あるもの
・　発泡層の

特殊機能
・帯電防止

工法

・・・・
・マーブル
※無地

色　柄 厚さ(mm)

・　2.5
※　2.0

・突付け

記号
※熱溶接

<6.8.2><6.8.3>

材　種
高　さ（mm）
厚　さ（mm）

※　軟質 ・　硬質

※　２.０

・　溶接
・　１００・　６０ ※　７５

・　１．５

<6.8.2>

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

10．軽量鉄骨

12．ビニル床
シート張り

16．ビニル幅木

壁下地材

９．軽量鉄骨天井
下地材

４．既存壁の撤去
・下地補修

３．改修後の
床の清掃範囲

２．既存床の撤去
・下地補修

・　図示の範囲・　当該室全体

けい酸カルシウム板
(繊維強化セメント板)
0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ

種類又は記号

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

グラスウール
吸音ボード

ガラスクロス

ＧＢ－Ｒ

(吸音材料) ＤＲ

ロックウール
化粧吸音板

※ 内部用
・ 軒天用

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－ＮＣ

シージング

額縁張り品

(JIS A 3414 
EP18程度)

ＧＢ－Ｄ

木目模様

特殊模様

木目模様
（裏桟付き）

・黄
色　　※白

トラバー
チン模様

壁

天井

普通

壁

天井

壁
天井

壁

天井

立体
模様

・　10(不燃)
・　 8(不燃）

・　12(不燃)
・　 6(不燃）
・　12(不燃)

・　12(不燃)
・　12(不燃)
・　15(不燃）
・　19(不燃）
・ 9.5(準不燃）

※　 9(不燃）

※12.5(不燃）
・　15(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
　12.5(準不燃）

　　25(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(準不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）

種別など 厚　　さ（mm） 規格番号
JIS A 5430
(タイプ2)

JIS A 6301
(32K)

JIS A 6301

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

<6.13.2～3><表6.13.1><表6.13.5>
その他ボード
張り

21．遮音シール材 <6.13.2>

せっこうボードの目地処理 ・　継目処理工法
・　突き付け工法

・　突き付けＶ目地工法
・　目透し工法

・不燃 ・準不燃 ・その他
防火性能の級別

・不燃 ・準不燃 ・その他
・不燃 ・準不燃 ・その他
・不燃 ・準不燃 ・その他

<6.14.2>22．壁紙張り

強化石膏ボード
(石膏ボード製品)

(石膏ボード製品)
化粧石膏ボード

(石膏ボード製品)
石膏ボード

石膏ボード
(石膏ボード製品)

21．石膏ボード

化粧石膏ボード
(石膏ボード製品)

ＧＢ－Ｆ

(石膏ボード製品)
硬質石膏ボード

ＧＢ－Ｒ－Ｈ

天井 ・ 9.5(不燃）

壁 ※12.5(不燃）
・　15(不燃）
・　21(不燃）

壁 ・ 9.5(不燃）
・12.5(不燃）

JIS A 6901

JIS A 6901

・アクリル系シーリング材 ※　ジョイントコンパウンド

仮眠室 食堂 壁
施 工 箇 所 品　質

塩ﾋﾞ系･防ｶﾋﾞ･抗菌･表面強化･汚れ防止

７
　
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

<7.1.3>

<7.3.2～3><表7.2.2～3><表7.3.1～4>

<7.2.2><7.4.2～5><表7.2.1～3><表7.4.1～3>

<7.2.5～7><7.10.2><表7.2.4～7><表7.10.1>

※　屋内の壁及び天井の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定表示の

・A種 ※B種 ・C種・RA種 ※RB種 ・RC種塗替え

※RB種(その他)・RC種
※RA種(継目処理工法)

※1種

※1種

※RA種 ・RB種 ・RC種
・A種 ※B種 ・C種

・A種 ※B種 ・C種
※A種 ・B種 ・C種

※A種 ・B種 ・C種
・RA種 ※RB種 ・RC種
・RA種 ※RB種 ・RC種

塗替え
新　規
塗替え
新　規

ボード等の面
その他の
石こうボード
プラスター面
モルタル面
セメント板面
押出成形
ＡＬＣパネル面
コンクリート面 ※1種※A種 ・B種 ・C種※RA種 ・RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種
※RA種 ・RB種 ・RC種
・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種
※RA種 ・RB種 ・RC種

・2種
※1種

・2種
※1種

・2種※B種(内部) ・C種
※A種(外部) ※1種

（ＥＰ）
ペイント塗り

（ＳＯＰ）

<9節の場合>

・B種
※C種
※A種

<9節の場合>
※B種
※A種

※B種(見え隠れ)
※A種(見え掛かり)

塗 装 種 別

・A種 ※B種 ・C種

新　規
塗料種別塗 装 種 別下　地　調　整種　別下　　地

下　　地

下　　地

建具塗替

塗替え
・A種 ※B種 ・C種新　規
※A種 ・B種 ・C種

・A種 ※B種 ・C種塗替え
・A種 ※B種 ・C種新　規

・RA種 ※RB種 ・RC種

塗 装 種 別下　地　調　整

下　地　調　整

塗替え

新規建具

新　規

・A種 ※B種 ・C種・RA種 ※RB種 ・RC種

塗料種別

塗料種別

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種 ・A種 ・B種 ※C種
・A種 ・B種 ※C種
※A種 ・B種 ・C種
・A種 ・B種 ※C種塗替え

※RA種 ・RB種 ・RC種
・RA種 ・RB種 ※RC種

※RA種 ・RB種 ・RC種
種　別

塗替え
新　規

新　規

種　別

エマルション
４．合成樹脂

ペイント塗り
３．合成樹脂調合

鋼面
亜鉛めっき

鉄鋼面

木部

鋼面
亜鉛めっき

鉄鋼面
塗料塗り

２．錆止め

）・　次の箇所を除き防火材料とする。　（
あるものとする。

１．防火材料

位置　外構（建物脇東側）

位置　屋上
概要　国旗用ポールの新設　1ｶ所
仕様　既製ｱﾙﾐ製(ﾍﾞｰｽ式)　H=5m 

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
の
　
工
　
事

13 (20.2.10)

９．点検口

市販品
室名札
誘導標識
衝突防止表示８．表　示 ステンレス製　ＨＬ仕上げ　Φ３０程度　市販品

寸　　　　法 形　　　式

・　一般型充填用
※　一般型貼物用
・　額縁タイプ
※　目地タイプ

※　６００×６００
・　４５０×４５０
・　６００×６００
※　４５０×４５０

材　　　種

床 ※　アルミニウム製

※　アルミニウム製天　井
施工箇所

11．旗用ポール

・「仮眠室10」｢仮眠室11｣｢倉庫｣　既存室名札と同仕様

12．

場所打ＲＣ基礎共

場所打ＲＣ基礎新設   １ｶ所 

・Ｒ

土間コンクリート

捨てコンクリート

※本仕様適用外

※本仕様適用外

・砕砂

・

・工業用水

・山砂

・砕石

・地下水

・

・

・

・砂

・砂利

・水道水

・

材齢（・28日　・56日　・91日　・　　）

養生（・標準・現場水柱・現場封かん・　　　）

・270 kg/m3以上 　・　

・AE減水剤　　　　・高性能減水剤　　・　　

・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　

・4.5 %　　　　　 ・3.0 %　　　　　 ・　　　

・0.3 kg/m3以下 　・　　　　　　　　・　　　

・185 kg/m3以下 　・175 kg/m3以下 ・

・最小かぶり厚さは､表9.7に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。

表9.7 設計かぶり厚さ（単位：mm）
超長期標準・長期構造体の計画供用期間の級

構造部材

非構造部材

柱・梁・耐力壁

床スラブ・屋根スラブ

屋 内 屋 外 屋 内 屋 外

40

30

30

30

50

40

40

40

40 50

40 50

40 50

(30) (40)

基礎、擁壁の基礎・底盤

直接土に接する柱・梁・床および
布基礎の立上り部分、擁壁の部分

計画供用期間中に維持保全

構造部材と同等の耐久性を

を行う部材

要求する部材

部材の種類

50

70

(2) (2)

注)(1)

定める。

(2)

設計かぶり厚さを 10mm減じることができる。

計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では､維持保全の周期に応じて

計画供用期間の級が標準､長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では

旗用ポール基礎

コンクリート 寸法　 ・図示 ( A-15図 参照 ）

階 (使用部位)γ=kN/m3
比　重 備　考

Fq = N/mm2
品質基準強度 スランプ cm

Fc = N/mm2
設計基準強度

部　位

・柱 ・壁

・梁

・柱

・床版

・梁 ・壁

・

・

・柱

・床版

・梁 ・壁

・

・柱

・床版

・梁 ・壁

・床版

・床版

・基礎・地中梁

かぶり厚さ

・

・

セメントの種類

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

構造体コンクリート強度を
保証する材齢

単位水量

単位セメント量

混和剤

空気量

塩化物量

水セメント比

・高炉セメント（・Ａ種・Ｂ種・Ｃ種 ）

・ポルトランドセメント（・普通・中庸熱・低熱・　　）

・設計かぶり厚さは､コンクリート打込み時の変形･移動などを考慮して､最小かぶり厚さが

　確保されるように､部位･部材ごとに定めるものとし､表9.7以上の値とする。

・65 % 以下　　　 ・50 % 以下　 　　・　　　

(　　　　)

(　　　　)

(　　　　)

旗用ポール基礎 21 24 18 23

型枠
板　厚(mm)せき板の種類

※ 12　　・　

備　　考適用箇所

旗用ポール基礎・※合板(・普通 ・塗装)

仕様　既存ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 W250×H250×T25×20字　撤去

　
位置　外壁（前面道路側２階）

名称　「大和市・海老名市・座間市・綾瀬市
　　　　　　　　県央東部消防指令センター」

位置　外壁（１階玄関脇）

名称　「大和市 海老名市 座間市 綾瀬市 県央東部消防指令センター」

概要　既存箱文字の撤去新設　１ｶ所

　　　ｽﾃﾝﾚｽ製箱文字 W250×H250×T25×28字　新設

仕様　既存ｽﾃﾝﾚｽ製表札 W450×H450×T10 ｴｯﾁﾝｸﾞ文字×18字　撤去
　　　ｽﾃﾝﾚｽ製HL仕上 W450×H450×T10 ｴｯﾁﾝｸﾞ文字×25字　新設

増加文字は「大和市・｣及び「県央東部」の８文字

13．壁面文字

14．表札

15．案内看板

レディーミクストコンクリート（ JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308 ）

概要　既存表札の撤去新設　1ｶ所

概要　既存案内看板の文字改修　1ｶ所

仕様　本体：既存自立看板 W500×H2400に塩ﾋﾞｼｰﾄ重ね張り（両面

名称　「大和市・海老名市・座間市・綾瀬市
　　　　　　　　県央東部消防指令センター」

・表面UVﾗﾐﾈｰﾄ処理）

１．塗り仕上げ

・　図示（30～50Mpa程度）
※　既存仕上面全体

※　高圧水洗工法
・　サンダー工法

<4.6.3>
処　　　理　　　範　　　囲

・　水洗い工法
・　塗膜はく離剤工法

塗膜の劣化部の除去工法塗膜等の除去
及び下地処理

※可とう形

・複層塗材RE

※複層塗材E
・複層

※　耐候形３種　（可とう形改修塗材以外の場合)
・　耐候形２種

仕上塗材の耐候性　　　※　耐候形１種　（可とう形改修塗材の場合）

・平たん状
・砂壁状

仕上塗材

仕上塗材

仕上塗材

<4.1.4(d)><4.2.2(j)><表4.2.4～5>

・砂壁状
上塗り材

・こて塗り
・吹付け

軽量塗材
・こて塗用

軽量塗材
・吹付用

仕上塗材
・軽量骨材

※アクリル

塗材の場合)
(可とう形改修用

・フッ素系

※吹付け
・ローラー・さざ波

※ゆず肌

改修塗材CE
・可とう形

改修塗材RE
・可とう形

改修塗材E
※可とう形

仕上塗材
改修用 シリコン系

・ポリウレタン系
・シリカ系
※アクリル系

樹脂
・メタリック
※つやあり

外観
・弱溶剤系

・溶剤系※水系
溶剤

工　法

・ローラー
※吹付け

・こて
※吹付け

・ローラー
※吹付け

・凸凹模様
・凸部処理
・ゆず肌

じゅらく
・砂壁状

仕上の形状

複層塗材RS

複層塗材E

・複層塗材Si

・複層塗材RS

・複層塗材CE

・外装厚塗材E
・外装厚塗材C

・外装薄塗材E

・

・防水形

・防水形

・

・厚付け

種類(呼び名)

・

外壁 規格名称
・薄付け

文字：ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ式

２．壁仕上げ既存

図面番号図面名称

縮尺海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

Ａー０２

特記仕様書（2）

－



相模鉄道本線

かしわ台駅

市立柏ケ谷小学校

ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ

交番

湘陽かしわ台病院

そうてつローゼン

工事関係者駐車場

(普通乗用車程度)

Ｎ

計画地：神奈川県海老名市柏ケ谷二丁目７番１号

用途地域

防火地域

２．施設概要

イ．

ア．

構造・規模

施設用途

準防火地域

60％／200％

オ．

エ．

ウ．

イ．

ア．

敷地概要１．

第１種住居地域

562.27ｍ2

消防署

敷地場所

敷地面積

建蔽率／容積率

構造階数：鉄筋コンクリート造　地上３階建て

面積： 

電気、給排水(雨水処理：敷地内浸透)、空調、換気、その他設備概要ウ．

　建築面積 285.97ｍ2 延べ面積 732.53ｍ2

３．改修工事概要

ア．

イ．

神奈川県海老名市柏ヶ谷二丁目７番１号

（平成25年11月竣工）

設計概要

内部改修

屋上：市旗用ポール（高さ５ｍ）増設及び影響範囲の防水等改修

外壁面文字、表札及び案内看板改修（名称表記の変更）、家具新設等

外壁（外壁面文字撤去新設部分）：外壁補修、防水型複層塗材E等

案内図　ＮＳ
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対象建物
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配 置 図

As

隣地：グランド（海老名市立柏ケ谷小学校）

4.037

隣地境界線

4
.
00

0

隣
地

境
界

線

1
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00

3.930

Ｎ

A2=1:200　A3=1:282

２階：警報ブザー新設、３階：仮眠室２室の増設、倉庫及び影響範囲の改修

ウ．

外部改修

その他

上記改修に伴う電気設備、機械設備の改修

植栽帯

案内看板（既存）改修

表示文字変更（表裏両面）

（詳細は図面番号A-17参照）

図面番号図面名称

海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

Ａー０３

設計概要・案内図・配置図

縮尺



外部仕上表

部位 既存仕上 改修仕上

撤去

新設

撤去

新設

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去

新設

撤去

新設 新設

新設

撤去

撤去

撤去
撤去

撤去

既存

改修

既存

改修

既存

改修

仕上材のみ撤去

仕上材のみ撤去

仕上材のみ撤去 図示範囲のみ撤去･新設

新設
仕上材のみ新設

仕上材のみ撤去

仕上材のみ撤去

仕上材のみ新設

仕上材のみ新設

仕上材のみ新設

新設

旗用ﾎﾟｰﾙ

表札

壁面文字

案内看板

既製ｱﾙﾐ製(ﾊﾞﾝﾄﾞ式) H5ｍ 4ｶ所

箱文字250角18字 名称「海老名市　座間市　綾瀬市　消防指令センター」

写植文字18字 撤去

箱文字18字 撤去

写植文字150角程度18字 名称「海老名市　座間市　綾瀬市　消防指令センター」

写植文字35角程度18字 名称「海老名市　座間市　綾瀬市　消防指令センター」

既製ｱﾙﾐ製(ﾍﾞｰｽ式)H5m 1ｶ所 基礎共 (国旗用) 新設

内部仕上表
室名階

撤去
撤去

撤去
撤去

新設 新設

撤去
撤去
撤去

3階

(既存室名)

一部撤去既存

改修

仕上材のみ撤去 和室の押入 撤去仕上材のみ撤去

仕上材のみ新設

和室の押入 撤去

和室の押入､上り框､見切枠 撤去

新設
仕上材のみ新設

新設

新設
新設

仕上材のみ新設

仕上材のみ新設新設 新設仕上材のみ新設

既存

改修

撤去 撤去 図示範囲のみ撤去･新設仕上材のみ撤去

撤去
仕上材のみ撤去

撤去

撤去
仕上材のみ撤去

撤去

撤去
仕上材のみ撤去

撤去

既存

改修

新設仕上材のみ新設 新設

防水材：塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ t1.5 断熱材：ｽﾚｰﾄ補強ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t31 表面材：防滑性ﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ t2.5　歩行仕様

巾木

庇

屋根１

屋根２

外壁１

外壁２

金属板加工

　

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ｱｸﾘﾙ系薄付け仕上塗材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修+外部吹付材A

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修+外部吹付材B 外装薄塗材E

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し+撥水材(ｼﾗﾝ系浸透性吸水防止材)

笠木

竪樋 既存のまま

既存のまま

既存のまま

ｽﾃﾝﾚｽ　50φ．100φ

ﾙｰﾊﾞｰ

竪型 屋上ｼｰﾄ防水用 100φ

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60
倉庫 (倉庫)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60
仮眠室11

仮眠室10

(和室)

(和室)

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60

横型　屋上．中継ﾓﾙﾀﾙ用 50φﾙｰﾌﾄﾞﾚｰﾝ

構造ｽﾘｯﾄ 既製品完全ｽﾘｯﾄ型（１時間以上耐火仕様品）ｽﾘｯﾄ幅35mm 既存のまま

既存のまま(市旗用4ｶ所)

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60

床 備考

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60

巾木 壁 天井

前室３(倉庫)(和室)

化粧ﾙｰﾊﾞｰ ｱﾙﾐ 設備用目隠しﾙｰﾊﾞｰ ｱﾙﾐ

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修+内部用吹付材

壁-3：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 +内部用吹付材
壁-1：LGS +GB-R t12.5 +内部用吹付材
壁-3：GB-R t12.5(GL工法) +内部用吹付材

柱型：LGS +GB-R t12.5(片面) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

柱型：LGS +GB-R t12.5(片面) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
壁-2：LGS(千鳥) +GW t50 +GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5 +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
壁-3：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修 +内部用吹付材
壁-1：LGS +GB-R t12.5 +内部用吹付材

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

二重床 +ｼﾅ合板t5.5(和室押入)
二重床 +畳(和室)
ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ +ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ +ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

二重床 +畳又はﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt12

二重床 +畳又はﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt12
二重床 ｼﾅ合板 t5.5(押入)

ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ +ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

壁-4：LGS(千鳥) +GW t50 +GB-R t12.5 +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
壁-2：LGS(千鳥) +GW t50 +GB-F t12.5 +GBーR-H t9.5 +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

LGS +GB-D t9.5(和室木目)、木製見切縁(和室)
LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

LGS +GB-D t9.5(和室木目)、木製見切縁

LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

LGS +GB-D t9.5(和室木目)、木製見切縁

LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

壁-1：LGS +GB-R t12.5 +内部用吹付材(倉庫)又はﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ(和室)

ﾓﾙﾀﾙ+塗膜防水(ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　種別 X-2)

壁-2：LGS(千鳥) +GW t50 +GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5 +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-1：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

廊下一部 (廊下)
ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 柱型：内部用吹付材 LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

(食堂)食堂一部

ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ +ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

壁-1：LGS +GB-R t12.5 +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
壁-1：LGS +GB-R t12.5(片面) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-1：LGS +GB-R t12.5 +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
壁-3：GB-R t12.5(GL工法) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

柱型：LGS +GB-R t12.5(片面) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-1：LGS +GB-R t12.5 +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
壁-3：GB-R t12.5(GL工法) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

柱型：LGS +GB-R t12.5(片面) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ ﾋﾞﾆﾙ巾木　Ｈ60 LGS +GB-NC t9.5、塩ﾋﾞ製見切縁

ｼｰﾄ防水1(歩行用)(SI-F2）

ｼｰﾄ防水2(軽歩行用)(SI-M2) 防水材：塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ t2.0 断熱材：ｽﾚｰﾄ補強ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t31 旗用ﾎﾟｰﾙ基礎廻り：ｼｰﾄ防水2(断熱材共) 撤去

既製ｱﾙﾐ製押出型材 W225　　一部新設旗用ﾎﾟｰﾙ基礎廻り笠木 撤去

畳寄

畳寄､雑巾摺

畳寄、雑巾摺(和室)
LGS +ｼﾅ合板 t4(押入)

LGS +ｼﾅ合板 t4(押入)

　　　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ：不織布積層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t2.0   内部用吹付材：汚染防止特殊ｼﾘｺﾝ樹脂系水性ﾍﾟｲﾝﾄ(EP-Si)   ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ：塩ﾋﾞ系不燃壁紙 抗菌･防ｶﾋﾞ･表面強化･汚れ防止

柱型：LGS +GB-R t12.5(片面) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ､一部ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ存置

柱型：LGS +GB-R t12.5(片面) +ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ ､一部ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ存置

既存のまま　一部新設旗用ﾎﾟｰﾙ基礎廻り：笠木(既存と同仕様) 新設　　同基礎防水立上り端部 既製ｱﾙﾐ製水切 新設

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー０４

外部仕上表・内部仕上表

－

写植文字18字 既存のまま

箱文字250角28字 新設「大和市・海老名市・座間市・綾瀬市　県央東部消防指令センター」

写植文字50角程度25字 新設 名称「大和市　海老名市　座間市　綾瀬市　県央東部消防指令センター」　※詳細は図面番号A-17参照

※詳細は図面番号A-17参照

写植文字120角程度28字 新設（既存看板に重ね張り） 名称「大和市・海老名市・座間市・綾瀬市　県央東部消防指令センター」 ※詳細は図面番号A-17参照

既存のまま　旗用ﾎﾟｰﾙ基礎廻り:ｼｰﾄ防水2 新設　基礎立上り:ｼｰﾄ防水(塩ﾋﾞ系ｼｰﾄt2.0接着工法(S3S-F2)) 基礎天端:ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2) 新設

防水型複層塗材E ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系防水形複層塗材 既存のまま　一部外壁箱文字撤去新設部分：防水型複層塗材E（既存と同仕様） 新設　※改修範囲等詳細は図面番号A-08参照

凡例　GB-R：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ   GB-F：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　　GB-R-H：硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　　GB-D:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(和室天井用)　　GB-NC：不燃化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ)　　DR:ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板　　GW：吸音用ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾏｯﾄ(32kg/㎡)　　LGS:軽量鉄骨壁下地(65形)･同天井下地(19形)　 t：厚(単位㎜) 

新設
仕上材のみ新設柱型：内部用吹付材

壁-1：LGS +GB-R t12.5 +内部用吹付材
＋薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）

新設
新設壁-4：LGS(千鳥) +GW t50 +GB-R t12.5 +内部用吹付材

壁-2：LGS(千鳥) +GW t50 +GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5 +内部用吹付材
+薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）

+薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）
+薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）

+薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）

柱型：内部用吹付材+薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）
壁-1：LGS +GB-R t12.5 +内部用吹付材
壁-2：LGS(千鳥) +GW t50 +GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5 +内部用吹付材

+薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）

+薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）壁-3：内部用吹付材

仕上材のみ新設
新設
新設

+薄塗ﾓﾙﾀﾙ（t=5）

新設

新設
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２階平面図（既存のまま）

図面番号図面名称

海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

１階・２階平面図

A2=1:100　A3=1:141縮尺 Ａー０５
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凡例：　　　撤去範囲を示す。

基礎１ 基礎１

屋根１

基礎３ 基礎２

基礎５

小屋2

基礎４

前室２

前室１

凡例：　　　撤去範囲を示す。
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ﾊﾄ

ﾊﾄ

無線ｱﾝﾃﾅ

３階平面図 Ｒ階平面図

３階・Ｒ階平面図

A2=1:100　A3=1:141

旗竿新設位置を示す
(基礎部)
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2
,
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0

図面番号図面名称

海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

縮尺 Ａー０６
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凡例：　　　撤去･新設範囲を示す。

食堂

駐車場－２駐車場－１ 風除室
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廊下

通信指令室

　△RSL(水下)

　▽RSL(水上)

化粧ルーバー

化粧ルーバー

　▽2FL

　▽1FL

　△RSL(水下)

　▽RSL(水上)
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建
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最
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　▽1FL▽GL

建
物

最
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廊下仮眠室
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階段下倉庫
ﾎｰﾙ風除室

通信指令室ﾎｰﾙ
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　南北　断面図 東西　断面図

断面図

A2=1:100　A3=1:141
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旗用ポール 5ｍ　新設

図面番号図面名称

海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

縮尺 Ａー０７
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既存仕上：外壁１（既存のまま）

立面図

A2=1:100　A3=1:141

県央東部消防指令センター)
新設文字名称(大和市･海老名市･座間市･綾瀬市5

,
00

0

5
,
00

0

1
5
0

1
5
0

・・・和

庇（既存のまま）

旗用ポール 5ｍ　新設 旗用ポール 5ｍ　新設

文字名称(大和市･海老名市･座間市･綾瀬市
県央東部消防指令センター)

表札:撤去､新設

文字名称(大和市･海老名市･座間市･綾瀬市
県央東部消防指令センター)

既存案内看板:文字改修（詳細は図面番号A-17参照） 既存案内看板:文字改修（詳細は図面番号A－17）
文字名称(大和市･海老名市･座間市･綾瀬市

県央東部消防指令センター)

箱文字:撤去､新設

撤去文字名称(海老名市・座間市・綾瀬市 消防指令センター）

箱文字撤去新設部分外壁補修：高圧洗浄、ﾓﾙﾀﾙ補修、下地調整の上防水型複層塗材E吹付

1
,
50

0

7,000

高圧洗浄、ﾓﾙﾀﾙ補修、下地調整の上、防水型複層塗材E吹付　
新設

新設

箱文字撤去新設部分外壁補修範囲を示す

図面番号図面名称

海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

縮尺 Ａー０８



C
H
:

CH
:

Ａ Ａ

3,000 3,000

200 1,025

1,225 325 4,100 900

1,550

3,000

3
,4

5
0

3,
9
00

3,
3
50

1
,1

0
0

1,
1
00

1
00

10
5

200 1,025

1,225 325

1,550

3,000

3
,4

5
0

3,
9
00

3,
3
50

1
,1

0
0

1,
1
00

1
00

10
5

3,880
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1,100

（W1,700×H1,200）
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ：ｱﾙﾐ製

ルーバー

アルミ製笠木

新設

（既存のまま）

（既存のまま）

▽３ＦＬ

▼F.L

風除室

▽２ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ

通信指令室

押入戸襖障子

額縁

和室

▽３ＦＬ

▼F.L

風除室

▽２ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽１ＦＬ

通信指令室

木枠:補修の上SOP

木製片開き戸

仮眠室１０ 前室３
+硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt10

棚

中段
壁-3:ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽA

倉庫

巾木:ｿﾌﾄ巾木 H=60 巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H60 巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

+ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

壁-3:GB-R t12.5(GL工法)

下り天井:LGS +GB-D t9.5(和室木目)

壁-1:LGS +GB-R t12.5+ｼﾅ合板t4

天井:LGS +GB-R t9.5(和室木目) 天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-1:LGS +GB-R t12.5 +内部用吹付材

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ +ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ床:二重床+畳敷t55
床:二重床 +ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15

天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-2:LGS65(千鳥) +GW t50 +
GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ補修 +ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-4:LGS65(千鳥) +GW t50 +

壁-1:内部用吹付材

壁-2:LGS65(千鳥) +GW 50 +

(上部Ｒ階ｽﾗﾌﾞまで、遮音間仕切仕様)

化粧ﾙｰﾊﾞｰ（既存のまま）

下り天井：LGS +GB-NC t9.5

 +内部用吹付材（薄塗ﾓﾙﾀﾙｔ=5下地）(CHまで)

GB-R t12.5 +内部用吹付材

断面詳細図（撤去図） 断面詳細図（新設図）
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新設

改修
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撤去
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新設
仕上材のみ新設

仕上材のみ新設

仕上材のみ撤去
仕上材のみ撤去

仕上材のみ撤去

新設 新設
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仕上材のみ新設
仕上材のみ新設
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新設撤去
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撤去

GB-F t12.5 +GB-R t9.5 

（薄塗ﾓﾙﾀﾙｔ=5下地）

図面番号図面名称

海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

縮尺 Ａー０９

改修前と同天井高（CH2,400）とする（※二重床＋畳敷き（厚100）撤去分天井を100下げる）。

断面詳細図(撤去･新設)

A2=1:50　A3=1:71
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廊下

±０

CH:2,500

庇

仮眠室１０

±０ ±０

女子洗面所

±０

仮眠室８

ＰＳ

女子シャワー室

女子トイレ

前室－２

▽

ＥＰＳ

ＥＰＳ

±０

仮眠室９

洗濯機置場

＋150

＋100

仮眠室８

ＰＳ

女子シャワー室

女子トイレ

前室－２

▽

ＥＰＳ

ＥＰＳ

＋150

＋100

凡例

撤去範囲を示す。

凡例

±０

仮眠室９

改修範囲を示す。

仮眠室１１

Ｎ Ｎ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

庇

庇

庇

庇

庇

庇

庇

庇 庇 庇 庇

庇

庇

庇

庇

庇

庇庇

庇（既存のまま）
下り天井下り天井 H360

３階平面詳細図（撤去図） ３階平面詳細図（改修図）
３階平面詳細図(改修部分)

A2=1:50　A3=1:71

床:二重床 + ｼﾅ合板t5.5

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床:二重床 + ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt12

床:二重床 + 畳

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

撤去(二重床共)

撤去

撤去

撤去

撤去(二重床共)

撤去(二重床共)

±０

庇

3交替用ﾍﾞｯﾄﾞ 3交替用ﾍﾞｯﾄﾞ

ﾛｯｶｰ(1人用)×3台
W400*D600*H1800

W1160*D2700*H850 W1160*D2700*H850

W400*D600*H1800

ﾛｯｶｰ(1人用)×3台

200 20

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

新設

新設

新設

新設
新設

高さ変更（H360→H260）

新設

新設

新設

新設

新設

高さ変更

図面番号図面名称

海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

縮尺 Ａー１０
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改修範囲 既存のまま

引違い障子

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

ＯＰＥＮ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

木製片開き戸

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ

柱型:

壁-1:

柱型:

壁-1:

側板ﾊﾟﾈﾙ

木製枠
不燃合板

上り框
床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

戸襖 戸襖

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

木製片開き戸

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

ＯＰＥＮ

木製枠

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

木製枠

柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

畳寄

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

戸襖
押入

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床:二重床 畳

引違い障子

床:二重床 畳

ＯＰＥＮ

戸襖

壁-1:LGS+石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5

押入

床:二重床 畳

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ

Ｃ

木製枠

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

上り框 巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60
床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

木製枠

畳寄

木製枠

壁-1:LGS+

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

内部用吹付材

内部用吹付材内部用吹付材

内部用吹付材

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床:二重床 畳

引違い障子

畳寄畳寄

引違い障子 引違い障子

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

引違い障子

柱型:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修
内部用吹付材

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修柱型:
内部用吹付材

内部用吹付材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修柱型:
内部用吹付材

内部用吹付材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修
内部用吹付材

柱型:

木製枠

上り框

内部用吹付材

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60
床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

上り框 巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

天井:LGS +GB-NC t9.5 天井:LGS +GB-NC t9.5

LGS +GB-R t12.5LGS +GB-R t12.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-1:LGS +GB-R t12.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-1:LGS +GB-R t12.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-1:LGS +GB-R t12.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

天井:LGS +Gb-NC t9.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-1:LGS +GB-R t12.5

壁-3:GB-R t12.5(GL工法)

壁-3:GB-R t12.5(GL工法)

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ + ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

壁-1:LGS +GB-R t12.5

天井:LGS +GB-D t9.5(和室木目)

壁-1:LGS +GB-R t12.5 壁-1:LGS +GB-R t12.5

天井:LGS +GB-D t9.5(和室木目)

天井:LGS +GB-D t9.5(和室木目)

GB-R t12.5(片面)
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-3:GB-R t12.5(GL工法)

壁-3:GB-R t12.5(GL工法)

下り壁-1:LGS +GB-R t12.5(片面)
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-3:GB-R t12.5(GL工法)

 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

天井:LGS +GB-D t9.5(和室木目)

天井:LGS +GB-D t9.5(和室木目)

壁-3:GB-R t12.5(GL工法)

GB-R t12.5(片面)

壁-1:LGS +GB-R t12.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

内部用吹付材
壁-3:GB-R t12.5(GL工法)

天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-1:LGS +GB-R t12.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

壁-1:LGS +GB-NC t12.5(片面)

　食堂

　廊下

和室

倉庫

柱型:LGS +GB-R t12.5(片面)
柱型:LGS +GB-R t12.5(片面)

柱型:LGS +GB-R t12.5(片面)

柱型:LGS +GB-R t12.5(片面)

柱型:LGS +

上り框

天井:LGS +GB-D t9.5(和室木目)

A2=1:50　A3=1:71

３階展開図(既存･撤去)

撤去

LGS下地共撤去

撤去

仕上のみ撤去

存置

存置

撤去

撤去

存置
存置

撤去
存置

存置

撤去 撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

存置

撤去

存置

存置

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去 撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

存置

撤去 存置

存置

撤去 撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

存置

存置

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去 LGS下地共撤去 LGS下地共撤去

床下地共撤去 床下地共撤去床下地共撤去 床下地共撤去

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

撤去

撤去撤去

撤去 撤去

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

一部ﾎﾞｰﾄﾞ共撤去

LGS下地共撤去

仕上のみ撤去

仕上のみ撤去仕上のみ撤去

仕上のみ撤去

撤去

仕上のみ撤去 LGS下地共撤去 LGS下地共撤去 LGS下地共撤去

撤去

仕上のみ撤去

仕上のみ撤去

仕上のみ撤去

LGS下地共撤去

仕上のみ撤去

撤去

撤去

LGS下地共撤去

存置

撤去

撤去

存置

存置

存置
LGS下地共撤去

存置

存置

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

LGS下地共撤去

仕上のみ撤去

仕上のみ撤去

LGS下地共撤去

撤去

撤去

図面番号図面名称

海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

縮尺 Ａー１１
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ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

天井:LGS + GB-NC t9.5

ｱﾙﾐ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地） （薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）
（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）
（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）
（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

（薄塗ﾓﾙﾀﾙt=5下地）

壁-1:
内部用吹付材

LGS + GB-R t12.5

柱型:内部用吹付材

ＯＰＥＮＯＰＥＮ ＯＰＥＮ

　廊下

壁-1:

木製片開き戸 木製片開き戸

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60 巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60 巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ＤＡ Ｂ Ｃ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

柱型:内部用吹付材

内部用吹付材

壁-1:内部用吹付材

柱型:内部用吹付材

木製片開き戸

壁-1:

木製開き戸

木製片開き戸

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

柱型:内部用吹付材
内部用吹付材

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

木製片引き戸

C
H
=

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

Ａ ＤＡ’

木製片引き戸

木製片開き戸

木枠:SOP木枠:SOP

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

壁-3:ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Ｂ Ｃ ＤＡ

Ｃ

Ｃ

木枠:SOP

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

Ｃ

木枠:SOP

壁-3：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

Ｃ’

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ直金ｺﾞﾃ ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

Ｂ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Ａ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

Ｂ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

木枠:SOP

壁-3：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-2:

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-2:

壁-2:

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-3：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-2:
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

壁-1:

内部用吹付材

壁-2:

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床:ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

LGS(千鳥)壁-4:

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

前室３ 仮眠室１０

仮眠室１０ 仮眠室１０

壁-2

壁-4:

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-4:

内部用吹付材

壁-4:

木製片開き戸

内部用吹付材

天井:LGS + GB-NC t9.5

天井:LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-R t12.5

天井:LGS + GB-NC t9.5 天井:LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-R t12.5

天井:LGS + GB-NC t9.5
天井:LGS + GB-NC t9.5

LGS(千鳥) + GW t50 + GB-F t12.5 + GB-R-H t9.5

+ GW t50
+ GB-R t12.5

LGS(千鳥) + GW t50 + GB-R t12.5

天井:LGS + GB-NC t9.5

柱型:LGS + GB-R t12.5(片面)

天井:LGS + GB-NC t9.5

壁-2:LGS(千鳥)+ GW t50 + 

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
GB-F t12.5 + GB-R-H t9.5 +

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-2:
GB-F t12.5 + GB-R-H t9.5 +
LGS(千鳥) + GWt50 +

内部用吹付材

壁-2:

壁-2:

内部用吹付材
GB-F t12.5 + GB-R-H t9.5
LGS(千鳥)+ GW t50 +

木製片開き戸

壁-3：内部用吹付材

柱型:内部用吹付材

壁-2:

内部用吹付材
GB-F t12.5 + GB-R-H t9.5
LGS(千鳥)+ GW t50 +

LGS + GB-R t12.5

内部用吹付材
壁-1:

柱型:内部用吹付材

巾木:ﾋﾞﾆﾙ巾木 H=60

天井:LGS +GB-NC t9.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

柱型:LGS +GB-R t12.5(片面)

壁-2:

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

LGS(千鳥)+GW t50 +
GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5

下り天井:LGS +GB-NC t9.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

LGS(千鳥) +GWt50 +GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5

柱型:LGS +GB-R t12.5(片面)

壁-2壁-2 壁-2

木枠:SOP

壁-2 壁-2

天井:LGS +GB-NC t9.5 天井:LGS +GB-NC t9.5

柱型:LGS +GB-R t12.5(片面)

天井:LGS +GB-NC t9.5

GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5
LGS(千鳥) +GW t50 +LGS(千鳥) +GW t50 +

GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5

壁-2

壁-2

(新設)仮眠室１１

仮眠室１０ (新設)

倉庫 (改修)

廊下 (既存) 前室３ (新設)

食堂 (既存)

壁-1:ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

木製片開き戸

壁-2:
GB-F t12.5 + GB-R-H t9.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

LGS(千鳥) + GW t50 +

壁-2 壁-2 壁-2 壁-2:LGS(千鳥) +GW t50 +
GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁-2

壁-2

天井:LGS +GB-NC t9.5天井:LGS +GB-NC t9.5

LGS +GB-R t12.5

LGS(千鳥) +GW t50 +
GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5

天井:LGS +GB-NC t9.5

LGS(千鳥) +GW t50
GB-R t12.5

GB-R t12.5
LGS(千鳥) +GW t50

LGS(千鳥) +GW t50 +
GB-F t12.5 +GB-R-H t9.5
内部用吹付材

壁-2:

壁-2 天井:LGS +GB-NC t9.5

柱型:LGS +
GB-R t12.5(片面)
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

天井:LGS +
GB-NC t9.5

壁-2

天井:LGS +GB-NC t9.5柱型:LGS +GB-R t12.5(片面)

柱型:LGS + GB-R-t12.5(片面)

廊下

壁-1:
内部用吹付材
LGS + GB-R t12.5

３階展開図(改修･新設)

A2=1:50　A3=1:71

新設 新設

新設 新設 新設

新設新設

新設

新設

新設

新設新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設 新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設新設

新設

新設

新設

新設

改修

新設

新設 新設

新設

新設

改修

新設

新設

改修

新設

新設

新設

新設

新設

新設

改修

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設新設

新設

新設

新設

新設

新設新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

 

新設

新設

新設

新設

新設

新設 新設 新設 新設 新設
新設

新設

新設

新設

存置

存置

存置

存置

新設

新設 新設

新設

新設 新設新設 新設

改修

新設 新設

新設 新設 新設

新設

改修

新設

新設

新設

新設

新設 新設 新設

新設

新設

新設

新設新設 新設
新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設 新設
新設

新設

新設
新設

新設

新設

新設
新設

新設

図面番号図面名称

海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

縮尺 Ａー１２



Ｃ

Ｂ

Ａ

２ ３ ４１ １ ４３２

Ａ

Ｂ

Ｃ

AC

新設

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

新設

新設7,
5
0
0

7
,
50

0

3
2
5

15
,
00

0
32

5

1
,2

2
5

15
,
65

0

6,000 3,500 7,000

325 16,500 325

17,150 17,150

32516,500325

7,0003,5006,000

15
,
65

0
1
,2

2
5

32
5

15
,
00

0
3
2
5

7
,
50

0
7,
5
0
0

Ｎ Ｎ

（CH=2,500）

洗濯

（CH=2,400）

ｼｬﾜｰ
男子 洗濯

押入 押入

ｼｬﾜｰ

ｼｬﾜｰ
女子

PS

前室

階段室

ｼｬﾜｰ

PS

EPS

廊下

和室

PS

PS

（CH=2,500）
倉庫

下がり天井

更衣室

（CH=2,500）
男子トイレ

仮眠室９

仮眠室８

女子
ﾄｲﾚ

男子

洗面所

（CH=2,500）
食堂

女子
洗面所

女子
洗面所

洗面所

男子

（CH=2,500）

男子
ｼｬﾜｰ

ﾄｲﾚ
女子

男子トイレ

仮眠室９

仮眠室８

食堂
（CH=2,500）

下がり天井

PS

PS

廊下

LGS+化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5

EPS

PS

ｼｬﾜｰ

階段室

前室

PS

女子
ｼｬﾜｰ

ｼｬﾜｰ

洗濯

洗濯

LGS +GB-NC t9.5

LGS +GB-NC t9.5

LGS + GB-D t9.5(和室木目)

LGS + GB-D t9.5(和室木目)

（CH=2,400）

LED逆富士直管形灯

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

撤去又は新設範囲を示す。

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

天井ｶｾｯﾄ形ｴｱｺﾝ室内機

天井換気扇

天井埋込ｽﾋﾟｰｶｰ

天井点検口(450角)

凡例

（CH=2,040）

LGS下地共

LGS下地共

LGS下地共

LGS下地共

LGS下地共

LGS下地共

３階天井伏図（撤去図） ３階天井伏図（新設図）

３階天井伏図(撤去･新設)

A2=1:100　A3=1:141

（CH=2,040→2,140（天井高変更））

AC

AC

LGS +GB-NC t9.5

仮眠室１１

（CH=2,500）
前室３

更衣室

（CH=2,500）
倉庫

（CH=2,400）

仮眠室１０

（CH=2,400）

LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-NC t9.5

LGS + GB-NC t9.5

新設

新設

新設

新設

新設

制気口

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー１３



Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

２ ３１

325 6,000 3,500
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0
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5
00
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1
,2

25

1
6,

8
75

A2=1:100　A3=1:141

A2=1:50　A3=1:71

Ｎ

Ｎ撤去 撤去

撤去

撤去

撤去

新設

新設

新設

PS

男子ｼｬﾜｰ
洗面所 倉庫

女子ﾄｲﾚ

押入押入

階段

洗面所

バルコニー－２

和　室

食　堂

男子ﾄｲﾚ

屋外階段

仮眠室９

仮眠室８

洗濯
PS

女子
ｼｬﾜｰ

女子
物入SK

男子

洗濯

廊下 PS
EPS

廊下

小屋-1

PS

ｵｲﾙﾀﾝｸ

更衣

基礎３

前室２

前室１

ﾊﾄ

PS

男子ｼｬﾜｰ
洗面所

女子ﾄｲﾚ

階段

洗面所

バルコニー－２

食　堂

男子ﾄｲﾚ

屋外階段

仮眠室９

仮眠室８

洗濯
PS

女子
ｼｬﾜｰ

女子
物入SK

男子

洗濯

廊下 PS
EPS

廊下

小屋-1

PS

ｵｲﾙﾀﾝｸ

更衣

基礎３

前室２

前室１

ﾊﾄ

３階平面図　1:100

建具位置図（新設）
３階平面図　1:100

倉庫
前室３

仮眠室10 仮眠室11

建具位置図（既存・撤去）

改修建具位置図・改修建具表

8 8
WDWD

1
S

1
S

3
WD

木製　片開き戸

扉：木製　　

レバーハンドル、シリンダー錠、ＳＵＳ丁番、戸当り

WD
1

備　　考

付属金物

材料・仕上

硝子・見込

記号

その他付属金物一式

レバーハンドル、ＳＵＳ丁番、戸当り、ガラリ付、ＤＣ

扉：木製　　ポリ化粧合板

木製　額付片開き戸
3
WD

その他付属金物一式

レバーハンドル、ＳＵＳ丁番、戸当り、ガラリ付、ＤＣ

扉：木製　　ポリ化粧合板

木製　額付片開き戸

その他付属金物一式

彫込引手、Ｕ型ステンレール、戸車

木製　引違い戸（戸襖） 木製障子

その他付属金物一式

スプルス．障子紙

引き手

3
WD WD

1
S

備　　考

付属金物

材料・仕上

硝子・見込

記号

扉：木製　　表面：ラワン合板＋ビニールクロス貼
　　　　　　裏面：ラワン合板貼

寸法

姿図

使用箇所

新設数量
1

寸法

姿図

３階　和室
使用箇所

2 21
撤去数量

▼ＦＬ

WD
1

3
WD

WD
1

8

その他付属金物一式

枠共一式　撤去 枠共一式　撤去 障子のみ　撤去　（４方枠 存置）

36 27

3642

３階　仮眠室-10，11 2 ３階　倉庫

３階　和室　押入３階　倉庫

通気防音仕様(24時間換気対応及び防音ドアT-1等級を確保のこと)

吸音材充填

2
0
0

7
00

2
0
0

7
00

1
7
5

1,
9
7
5

2,
0
0
0

1
,
0
00

8
00

2
0
0

8
0
0

1
,
20

0

1
,8

0
0

1,700

1,660

500 150

150

800

2
0
0

7
00

2
0
0

70
0

1
7
5

1
,
9
7
5

150500

150

800800

新設建具表

型板ガラス t4

型板ガラス t4

撤去建具表

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー１４



３

Ａ

３

RSL(水上)

RSL(水下) 

３

RSL(水上)

1
,1

5
0

60

100

5
,
00

0

1
9
0

1
5
0

1,
0
75

150 250 150

17
5

2
2
5

2
2
5

1
75

4
50

200

450

25

50

25

3
00

2
0
0

5
0
0

4
00

40
0

400 20

4
5
0

200

450

250

25

4
5
0

A2=1:10　A3=1:14.1
A2=1:30　A3=1:42.3

(一部撤去新設)

(一部撤去新設)
(Ａ通りから400振分部分)

二重帯筋
□-D13

平面図 断面図

主筋 8-D19

既存アルミ製笠木

（接着系ｱﾝｶｰ）

帯筋 □-D13@100

帯筋 □-D13@100

主筋 8-D19
（接着系ｱﾝｶｰ）

旗用ポール基礎部　構造詳細図　1:30

滑車ホルダー

材質･仕様

ﾎﾟｰﾙ:φ100×t2.3 ｱﾙﾐ合金継目無管 HL後ｱﾙﾏｲﾄ処理ｸﾘｱ電着塗装 

ｷｬｯﾌﾟ:ｱﾙﾐ合金/ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ ｱﾙﾏｲﾄ処理

滑車ﾎﾙﾀﾞｰ:ｱﾙﾐ合金 焼付塗装

ｸﾘｰﾄ:ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ ﾊﾞﾌ研磨後ｸﾘｱ焼付塗装

旗用ポール立面図　1:30

既存アルミ製笠木

ベース

平座金

（頭出寸法80）
4-M20×500L

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・Wﾅｯﾄ

クリート

ポール

キャップ

旗用ポール廻り詳細図

３

▽RSL(水上)

丸皿ﾋﾞｽ 2-M6

4-M6ﾋﾞｽ

2-M6ﾋﾞｽ

滑車 ﾅｲﾛﾝ

ﾛｰﾌﾟφ8 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

水抜孔
※施工の際、この孔を塞が

ないよう注意すること。

4-φ22

ベース詳細図  1:10

冠頭部詳細図  1:10

※(注)速度圧60 h(120  h)の場合は､設置高35m以下とする。

30
0

25 400

40

36 22

1
90

160

6
0

55
84

3
2

30
0

30
0

3
4

40

22
0

28
0

20 250 200 20150
30

20

8
0

3
70

4
50

防水材：塩ﾋﾞ系ｼｰﾄ t2.0

断熱材：ｽﾚｰﾄ補強ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t31

旗用ポール基礎部　防水納まり図　1:10

クリート詳細図  1:10

４

４      速度圧90 h(180  h)の場合は､設置高15m以下とする。

      安全上､風速15m/sec以上での旗の使用は避けること。

既存ｼｰﾄ防水2:(軽歩行用)SI-M2

(S3SI)
ｼｰﾄ防水2 

旗用ﾎﾟｰﾙ基礎新設

既存ｱﾙﾐ製笠木 既製品 W225

ｼｰﾄ防水(塩ﾋﾞ系ｼｰﾄt2.0)
(接着工法)(S3S-F2)

ｱﾙﾐ製水切 四周

旗用ポール各部詳細図　1:10

ｼｰﾙ(変成ｼﾘｺｰﾝ系 MS-2)四周

旗用ﾎﾟｰﾙﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・Wﾅｯﾄ

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水(X-2)

ｼｰﾄ防水(塩ﾋﾞ系ｼｰﾄt2.0)
(接着工法)(S3S-F2)

ｼｰﾙ(変成ｼﾘｺｰﾝ系 MS-2)

ｱﾙﾐ製水切 四周

30 30 一部撤去新設

一部撤去新設

新設

一部撤去新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー１５

新設 新設 新設

新設
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開口寸法

ＬＧＳ

6
0

6575

65

1
,2

0
0
以

内
1
,2

0
0
以

内

2525

25
0

25
0

1
00

1
00

　撤去・新設 　撤去・新設 　撤去・新設 　撤去・新設 　撤去・新設 　撤去・新設

　撤去・新設

　存置　新設　撤去・新設 　新設

　撤去　撤去・新設

コンクリート打放面

補強野縁受 　-38×12×1.2(1.6)

壁側

Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ Ｗ ＷＳ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ
開口寸法

（　　）寸法は屋外仕様

中間　＠900　タテヨコ共
150以内

レンガ貼り レンガ貼り
455×910 300×600

※天井フトコロ寸法　屋内1,500、屋外1,000以上の場合　
　野縁受材にて振れ止め補強のこと　　

野縁受　　　－38×12×1.2(1.6)
野縁Ｗバー50×19(25)×0.5
　　Ｓバー25×19(25)×0.5

100以内100以内

補強野縁Ｓバー25×19(25)×0.5(開口より1,000以内)

（　　　）寸法は屋外仕様

　　－３８×１２×１．２（１．６）

チャンネルクロス

　　－３８×１２×１．２（１．６）

下り壁チャンネル継ぎ手

　　－３８×１２×１．２（１．６）

塩ビ見切

補強野縁受　　－38×12×1.2(1.6)

廻縁　塩ビ

１．下塗りパテ

２．中塗りパテ

３．上塗りパテ

出入口開口補強開口補強材：　－６０×３０×１０×２．３　３方

　〃　取付金物：Ｌ－３０×３０×３

振止材：Ｃ－２５×１０×１．２

軽鉄間仕切下地

＋ビニルクロス
ＧＢ-Ｒ t９．５

軽鉄野縁 ビニル巾木天井見切縁開口補強 下り天井 天井：化粧ＧＢ

ＧＢ-ＮＣ t９．５

ＧＢ-ＮＣ t9.5

木製見切：米栂＋ＳＯＰ

使用箇所：トップライト廻り

廻り縁：塩ビ 仕上材：塩ビ製　ホワイト 材質：塩ビ製巾木　Ｈ＝６０

建具枠

３方枠

柱

梁

増打ち

外壁

増打ち

内壁
増打ち

増打ち
内壁

増打ち増打ち

外壁外壁

床

増打ち

増
打

ち

（
Ｒ

Ｆ
増

打
ち

30
）

コンクリート打放し（増打ち）アルミ製建具スチール製建具枠木製枠（３方）木製建具枠

材質：米栂 材質：米栂

仕上：ＳＯＰ 仕上：ＳＯＰ仕上：ＳＯＰ

内部：仕上材がある部分（ＧＢ仕上等）は増打ちは不要

振れ止め：２５×１０×１．２＠１２００

開口補強材：　－６０×３０×１０×２．３　３方

ランナー：６７×４０×０．８

　〃　取付金物：Ｌ－３０×３０×３

スタッド：６５×４５×１１×０．８＠３０３

ジョイントテープジョイントテープジョイントテープ

１

２

３

入隅出隅

３

２

１

３

２

１

シーリング（両面）

開口部
振止材

ランナー

スタッドランナー

ｽﾗﾌﾞ

天井 天井

スタッド：65×45×11×0.8＠455（千鳥）

グラスウール24㎏/㎡

スタッド：65×45×11×0.8＠303

ＧＢ-Ｆ t12.5 ＋ ＧＢ-Ｒ-Ｈ t9.5（両面） 耐水ＧＢ-Ｓ t12.5 ＋ 化粧合板

ＧＢ-Ｒ t１２．５

ＧＢ-Ｒ t12.5（両面）

補強スタッド

12.512.59.512.512.59.5

12.512.5

ＬＧＳ＋遮音間仕切

仕上材：詳細仕様は仕上表による

接着材：アクリル樹脂系エマルジョン

仕上材：塗床　仕上表による

二重床Ｂ
床：タイルカーペット

二重床Ａ

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

プ
レ

ー
ト

＋

取
付

金
具 二重床Ｃ

床：タタミ

二重床Ｃ
ラワン合板厚５．５上り框

100×100

上り框

100×100

ボードジョイント・出入隅処理壁壁ＧＢ貼り（ＧＬ工法）軽鉄壁下地開口補強（６５型）ＬＧＳ＋一般間仕切ＬＧＳ＋一般間仕切

コンクリート直金ゴテ
　　増打ち　厚20

コンクリート直金ゴテ
　　増打ち　厚20

床：塗床
床：ビニル床シート

ビ
ニ

ル
床

タ
イ

ル
Ｂ

床：ビニル床タイルＢ

床：ビニル床タイルＣ

ビニル巾木　６０Ｈ ビニル巾木　６０Ｈ

塗床 タタミ二重床Ａ（フリーアクセスフロアー） 二重床Ｂ（フリーアクセスフロアー）ビニル床シート ビニル床タイルＣ

グラスウール32㎏/㎡

各部詳細図

（壁-1） （壁-2） （壁-3）

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

ＮＳ
Ａー１６

　撤去・新設



県央東部
消防指令センター

大 和 市
海老名市
座 間 市
綾 瀬 市

表示名称：

計

階 数量取付個所

２ 外壁(南側) 28

28

合計　28文字

　県央東部消防指令センター　　　　　　　　12文字

　大和市・海老名市・座間市・綾瀬市　　　　16文字
表示名称

※上図は一部のみを示す。全体図はA-08立面図を参照のこと。 

既存表札　１ｶ所　撤去
既存表札　基板：ステンレスHL仕上　W450×H450×T10
　　　　　文字：エッチング文字　W50×H50×18字

表示名称
　海老名市・座間市・綾瀬市　　　　12文字

合計　20文字

既存　箱文字 撤去

撤去

※表示内容・取付位置は、監督員と協議の上、承諾を得ること。

　消防指令センター　　　　　　　　 8文字

正面図　1:20

　大和市・海老名市・座間市・綾瀬市　　　　16文字

　県央東部消防指令センター　　　　　　　　12文字

合計　28文字

※看板下部（下端よりH500程度）は

植栽帯で隠れるため、文字を表記

せずに空白とする。

100250100250100250100250100250650

25
0

3
00

2
50

250100250100250100250200250100250100250

500

2
0
0

2,
4
0
0

50
0

消部東央県

市名老海・市和大

・
・

・

基板

ステンレス板　HL仕上　箱曲げ　W450×H450×T10

ステンレス板　HL仕上　W250×H250×T25

箱文字  新設

ステンレス板　HL仕上　W250×H250×T25

GL

本体：既存看板に塩ﾋﾞｼｰﾄ重ね張り（両面・表面UVﾗﾐﾈｰﾄ処理）

文字：ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ式

市

大
和
市

海
老
名

座
間
市

綾
瀬
市

県
央
東
部
消

指
令
セ
ン
タ

ー

防

サイン詳細図

A2=1:5　A3=1:7.1
A2=1:20　A3=1:28.2

204

1
0
0

２

計

階

３ 仮眠室10,11

材質・仕様／本体：SUS304　HL、基盤：アクリル板

計

階

３ １

１

倉庫

数量 数量

材質・仕様／表示基板：アルミ押出形材、合成樹脂焼付塗装

253

47
.
5

計

階 数量

１

１

１ 玄関外壁面

取付個所取付個所取付個所

450

45
0

合計　25文字

　県央東部消防指令センター　　　　　　　　12文字
　大和市　海老名市　座間市　綾瀬市　　　　13文字
表示名称

※表示内容・取付位置は、監督員と協議の上、承諾を得ること。

　　　　　　フレーム：アルミ押出形材

倉 　 庫
10

２

表札　1:5

既存案内看板改修　1:20, 1:5

室名札－２　1:5

壁面文字　1:20

室名札－１　1:5

※箱文字撤去部分外壁は、高圧洗浄、下地調整、ﾓﾙﾀﾙ補修の上、

計

階 数量

１

１

１ 外構部(前庭)

配置箇所

表示
エッチング

字体：ＭＳゴシック 太字

参考図示

文字の大きさ：W50×H50

行間寸法：10、市名とセンター名の行間寸法：20

防水型複層塗材E吹付とする。

仮 眠 室

※表示内容・取付位置は、監督員と協議の上、承諾を得ること。

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー１７

【撤去新設】

【文字改修】

【新設】

【撤去新設】

【新設】



隣地：倉庫（鉄骨造平屋）

7
,
70

0

7
,
0
00

700
（内部へは2階屋上東側出入口より搬入）

敷地内花壇

緑地

緑地

駐輪場

工事ヤード

養生範囲を示す

※内外部の仮設については、施設運営を妨げずに施工を進める

ことが出来るような計画とすること。

※3階屋上への資材の搬入等には、2階屋上外部階段が使用可能
である。

※駐車場-2は工事ﾔｰﾄﾞとして使用可能である。

※北側駐輪場は施工期間中も施設使用者が利用するが、一部は
仮設ﾄｲﾚ等の設置に使用可能である。

（施工期間中も施設使用者が利用する）

※施設利用者の駐輪場への

ｱｸｾｽﾙｰﾄも兼ねるため安全等

仮設ﾄｲﾚ等へのｱｸｾｽﾙｰﾄ

に配慮すること

養生

道 号線3市

道路（建築基準法42条1項1号）

隣
地

境
界
線

4.
00

0

・足場外周は全面防音養生シート張りとする。

19.090記号 名称･仕様

仮設計画 凡例

工事用車両出入口

出入口(キャスターゲート)

工事範囲(敷地全域）

特記事項

工事車両等経路

交通整理員(予定)

・交通誘導員は必要に応じ随時配置すること。

（但し、仮設材搬出入時、大型車両進入時は、
必ず配置すること。)

外部足場(枠組足場 W900)

職員出入経路

1
7
.
02

5

4.80012.500

17
.
0
25

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

4
.
0
00

緑地

桜

西門

隣
地

境
界

線

ﾌｪﾝｽ

8
.
03
8

18.735
隣地境界線

隣
地
境
界
線

4.000

隣地境界線

道路境界線

隣地：専用道路

安全手摺を設けること。
・外部足場は手摺先行足場とし、最頂部には

配置図　1:200仮囲い H2000(単管組+成形鋼板)

22
.
5
26

隣
地

境
界

線

対象建物
建物高さ:11.30ｍ

最高軒高:11.00ｍ

隣地：グランド（海老名市立柏ケ谷小学校）

隣地花壇（海老名市立柏ケ谷小学校）

4.037
隣地境界線

ｺﾝ
ｸ
ﾘ
ｰﾄ

舗
装

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装

ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

1
2.

8
5
7

・箱文字撤去部分の外壁補修の際には、外壁、
建具等に全面的な養生を行うこと。

Ｎ

１ ２ ３ ４

▼

　▽RSL(水上)

　△RSL(水下)

　▽2FL

　▽3FL

　▽1FL▽GL

建
物

最
高

 

Ａ

　△RSL(水下)

　▽2FL

　▽3FL

　▽RSL(水上)

　▽1FL▽GL

建
物

最
高
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6,000 3,500 7,000

10
0

3,
4
50

3
,9

0
0

3,
3
50

2
0
0

11
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3251,225

▼

消 防 指 令 セ ン タ ー

市 市 市大 和 市 海 老 名 座 間 綾 瀬

県 央 東 部

化粧ルーバー

化粧ルーバー

南側立面図　1:100 東側立面図  1:100

外部仮設計画図（案）

2,400

3,300 2,900

6
0
0

3
,
30

0

（3階屋上へ資材搬入等には2階屋上の外部階段が使用可能）

ｵｲﾙﾀﾝｸ
自家発電機

2,000

3,
0
0
0

【特記事項】

※本工事は施設稼働中に実施するため、施工に際しては振動、

騒音の発生等を極力抑えるものとすること。

※施工中も施設運営中のため、3階部分の改修工事に伴う資材
等の搬出入、作業員の出入りについては、原則外部足場を

を使用し、2階屋上東側出入口から行うこと。

※2階警報ブザー施工時、新規家具類搬入据付時以外は、施設
の内部階段は原則使用出来ないものとする。

３ ４

Ａ

L=1.5ｍ×2本

L=1.5ｍ×2本

L=2ｍ×7本

１階平面図(一部)1:200

7,000 325

3
,0

0
0

1,
2
2
5 3
2
5 80

0

500

(揚重作業時のみ)

(揚重作業時のみ)

※揚重作業時は誘導員2名付けること

4.5ｍ　H=1.8ｍ

W=6ｍ H=1.8ｍ

5.8ｍ

車出入時開放

0.6ｍ

0.6ｍ

・ラフタークレーン等を道路に設置し作業する
　場合、クレーン本体及びアウトリガー、資材
　運搬車両等を待機させる範囲を作業帯として
　事前に所轄警察署で路上作業に伴う道路使用
　許可もしくは道路占用許可を取得すること。

ホール

ホール

駐車場－２

仮設事務所

風除室 W3600×D1800×H2455

１階駐車場-２内に設置

A2=1:50　A3=1:71
A2=1:200　A3=1:282

A2=1:100　A3=1:141

ガードフェンス

枠組本足場

仮囲い

キャスターゲート

仮囲い

仮囲い

ｺｰﾝﾊﾞｰ

ｺｰﾝﾊﾞｰ

ｺｰﾝﾊﾞｰ

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ(5t)

搬出入用ﾄﾗｯｸ

仮設事務所 W3600×D1800×H2455

仮設トイレ設置

仮設手洗い設置

(手摺=H1.1ｍ含む)H=9.8ｍ

(手摺=H1.1ｍ含む)H=9.8ｍ

１階駐車場-２内に設置 １階駐車場-２内に設置
 W3600×D180×H2455 W3600×D1800×H2455

養生ｼｰﾄ

枠組本足場(W=900)

養生ｼｰﾄ

仮設事務所

枠組本足場(W=900)

養生ｼｰﾄ

養生ｼｰﾄ

仮設事務所

6,000

1
,8

0
0

1
,8

0
0

1,800

1
,8

0
0

2
,
0
00

１：５０ １：５０ガードフェンス(扉付)　参考図

単管ﾊﾟｲﾌﾟ

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ

基礎：Ｈ鋼基礎(H250×250以上)

安全第一

ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ 潜り扉

基礎

単管ﾊﾟｲﾌﾟ@3,600

キャスターゲート　　参考図

固定柱：単管ﾊﾟｲﾌﾟφ48.6

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

移動柱(ｷｬｽﾀｰ付)

移動柱(ｷｬｽﾀｰ付)

ｸﾗﾝﾌﾟ

仮囲い：単管ﾊﾟｲﾌﾟ＋成形鋼板

（図面番号A-19を参照）

資材等搬入ルート

屋上（1階庇含む）の

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー１８



１

Ｂ

Ａ

Ｃ

２ ３

1,245 3,470 235 685 365 900 1,700 900

325 6,000 3,500 325

1,800

1,350 685 4,190

365 450 800 2,575

1,800 590

4,190

3
25

7
,5

0
0

1,
7
75

2
,
18

5
8
8
0

9
60

1
,0

4
0

66
0

3
2
5

315 800 85 762

1
,6

2
5

2
,
2
00

1
,
90

0
3
2
5

325 6,000 3,500 325

325

250 250

▽

ＰＳ

±０

倉庫

±０

+100

±０

男子トイレ

±０

食堂

和室

押入

階段室

廊下

男子洗面所

男子シャワー室

±０

±０

＋１００

物入

更衣室

ＰＳ
ＥＰＳ

押入

前室１

上
り

框

廊下

±０

CH:2,500

±０

CH:2,500

庇

女子洗面所

±０

仮眠室８

ＰＳ

女子シャワー室

女子トイレ

前室－２

▽

ＥＰＳ

ＥＰＳ

±０

仮眠室９

洗濯機置場

＋150

＋100

庇

庇

庇

庇

庇

庇

庇

庇 庇

庇

Ｎ

凡例

床養生範囲（建物内部）を示す

３階　内部養生範囲図

6,200

9
,
6
00

内部仮設計画図(案)

A2=1:50　A3=1:71

（設備機器置場）

ｵｲﾙﾀﾝｸ

自家

発電機

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受変電

基礎
基礎

2階屋上

枠組み本足場

※外部床（2階屋上）養生範囲については、図面番号A-18を参照

基礎 基礎

資材搬出入・作業員出入口

※本施設は稼働中であり、施工中も食堂、仮眠室等を使用するため、
3階及び屋上部分の改修工事に伴う資材搬出入、作業員の出入りに

ついては、原則２階屋上東側出入口、2階屋上外部階段から行うこと。

新設

新設

新設

新設

※2階屋上養生範囲については、図面番号A-18を参照なお、施設の内部開階段や施設内トイレは原則使用出来ないものとする。

【特記事項】

仮設間仕切

（合板製）

仮設間仕切りを示す

床養生

床養生

搬入ルートを示す

2階屋上東側出入口

2階屋上外部階段

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー１９



Ｃ

Ｂ

Ａ

２ ３ ４１

Ｃ

Ｂ

Ａ

２ ３ ４１

7,
5
00

7,
50

0

3
2
5

15
,
00

0
3
25

1
,2

2
5

15
,
65

0

6,000 3,500 7,000

325 16,500 325

17,150

7,
5
00

7,
50

0

3
2
5

15
,
00

0
3
25

1
,2

2
5

15
,
65

0

6,000 3,500 7,000

325 16,500 325

17,150
Ｎ Ｎ

▲

収
納

収
納

収
納

駐輪スペース

階段下倉庫

会議室

事務室

風除室

PS

EPS

PS

ホール

自
販

機

女子ﾄｲﾚ
みんなの

ﾄｲﾚ 男子ﾄｲﾚ

SK

駐車場－２駐車場－１

階段

EPSPS

(+250)

機械室

仮眠室２

仮眠室３

仮眠室４

仮眠室５

仮眠室６

仮眠室７

ホール

廊下

バルコニー－１

仮眠室１

PS EPS

階段

ﾄｲﾚ-1

EPS

PS

PS

ﾄｲﾚ-2

収
納

収
納

収
納

通信指令室ホール

１階平面図（既存のまま） ２階平面図（既存のまま）

A2=1:100　A3=1:141

１階・２階家具配置図

ﾛｯｶｰ（6人用　ｽﾁｰﾙ製W900×D421×H880
ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠付　参考型番HDT-3332SL-WE）

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ（ｽﾁｰﾙ製3段引出し型 W450×D450×H1,038

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠付　参考型番H1-M1045AAS-W9）
新設

新設

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー２０



Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

２ ３ ４１２ ３ ４１

前室3

仮眠室10

仮眠室11

冷蔵庫（参考型番RHW62V）

ﾃｰﾌﾞﾙ（W1,800×D750×H700　参考型番YH-R1875）

ﾊﾟｰｿﾅﾙﾛｯｶｰ（1人用 W400×D600×H1,800）×6台

跳上げ式ﾍﾞｯﾄﾞ（3交替用 W1,160×D2,700×H850）×2台

旗用ポール　5ｍ　基礎共

A3=1:141・1：42・1：56

新設

新設

新設

新設

新設

新設新設

7
,
50

0
7,

5
00

3
25

1
5,

00
0

32
5

1
,
22
5

1
5,

65
0

7
,
50

0
7,

5
00

3
25

1
5,

00
0

32
5

1
,
22
5

1
5,

65
0

6,000 3,500 7,000

325 16,500 325

17,150

6,000 3,500 7,000

325 16,500 325

17,150
Ｎ ＮＮ

PS

男子ｼｬﾜｰ
洗面所

女子ﾄｲﾚ

階段

洗面所

バルコニー－２

男子ﾄｲﾚ

屋外階段

仮眠室９

仮眠室８

洗濯
PS

女子
ｼｬﾜｰ

女子
物入SK

男子

洗濯

廊下 PS
EPS

廊下

小屋-1

PS

（設備機器置場）

ｵｲﾙﾀﾝｸ
自家
発電機

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受変電更衣
（設備機器置場）

空調
室外機

小屋-3

屋根２
基礎１ 基礎１

屋根１

基礎３ 基礎２

基礎５

小屋2

基礎４

前室２

前室１

ﾊﾄ

ﾊﾄ

ﾊﾄ

倉庫

食　堂

３階平面図（改修後）
Ｒ階平面図（改修後）

３階・Ｒ階家具配置図・家具図

A2=1:100・1：30・1：40

3 3

4

3 3

　パーソナルロッカー（１人用）

シリンダー錠

取手

カガミ

アングル補強金具

φ25ステンレスパイプ

棚板

400

394

388 33

75
5
.
5

1
,
6
71

3
0

1
,
7
8
5

1
,
8
00 8
0

80

1
5

400

394

2020 354

57

600

270

1
,0

5
5

8
0

2
5
0

2
3
0

425

2
0

2
0

製品寸法：H1800×W400×D600

本　　体：木製合板

扉　　板：木製合板

台　　数：６台

Ｓ＝１／４０　

製品名　：木製ロッカー WLF-11F（参考型番）

30 30

30

3
0

１，ヘッド＆フットボード：アイカBB-2221H:フラッシュ構造

空気口樹脂カバー
ブラウン

アジャスター

1
0

1
0

2

1
0

6
0
0 70
0 8
5
0

6
0
0

5
3
0 4
0
0

920120

1,050

1,160

3048

500

465.32

1
5
3.

3
8

20

1,160

200

4
5
0 5
9
0

6
0
0

30

8
5
0

8
4
0

880

2,700

880 880

45

1
1
0

10
0

120

6
0

２，ヘッド＆フットボード：小口、同色テープ仕上げ

３，畳枠：マーレスボード小口テープ仕上

４，畳受け板：ランバーコア芯厚み30mm

５，畳：厚み30mm　へり付き　サンプル４番

６，畳芯：スタイロフォーム

７，BOX：外側　マーレスボードBB-2221Hフラッシュ構造

８，ＢＯＸ：内部白ポリ合板

９，ステー：各２本計６本付支給

10，組立：キャップ付ボルトにてジョイント

11，丁番：厚口丁番､８穴

12，左右勝手：左右共通

数量：２台

　３交替用跳ね上げ式ベッド

2

8 8

4 8 8 4

62

880 880 880 30

1
,
1
60

87230 872 872

1
,
0
54

1
,
1
14

30

3
0

3
0

17
4

5
2

46

1
9
9
.
99

1
,
1
5
0

1
,
1
60

Ｓ＝１／３０

図面番号図面名称

縮尺海老名市
Ebina City 工事件名 消防指令センター改修工事

Ａー２１

（参考図） （参考図）



施　　　工　　　方　　　法

　ＰＣＢ（変圧器，コンデンサ，安定器等）、鉛・カドミウム（鉛蓄電池，小形二次電池等）、水銀、放射性物質

・

（２）特記事項は，・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

　電気工作物に係る工事においては，電気保安技術者を置くものとする。

建　物　名　称 備　　　考に よ る 用 途 区 分

消防法施行令別表第一

建築面積(㎡)階　　数構　　　造

３．建物概要

２．工事場所

１．工事名称

Ⅰ．工事概要

４．工事種目（・印のついたものを適用する。）

備・動力設

工事種目

・電灯設備

・構内通信線路

・電熱設備

・情報表示設備

・映像・音響設備

・拡声設備

・誘導支援設備

・構内配電線路

・電波障害調査

１．一般事項

・発電設備

・受変電設備

・雷保護設備

・テレビ共同受信設備

・監視カメラ設備

・中央監視制御設備

・防犯・入退室管理設備

・自動火災報知設備

外灯設備を含む

屋外

工　　事　　種　　別

屋　　　外
備　　　考

別紙仕様書による

（対象部分：　　　　　　　　　　　　　　）

建物別及び

５．指定部分　　　　　　※　なし　　　・　あり　（工　　期：平成　　年　　月　　日）

１．工事範囲 ・　管路　　　　　　・　配線

２．用途

３．施工方法

・　弱電用４．標識シート

構
内
通
信
線
路

※　地中埋設式（　・　ＦＥＰ　　・　ＰＥ　　・　厚鋼電線管）　　　　・　架空線式

・　電話用　　　　　・　時計，拡声用　　　・　火災報知用

２．特記事項

　　　・印と※印の付いた場合は，共に適用するものとする。

（１）項目は番号に・印の付いたものを適用する。

Ⅱ．特記仕様書

・電力貯蔵設備

延べ面積(㎡)

1,300

非常ボタン(便所用)

壁掛形制御盤

床上～中心

直列ユニット(一　般)

集合保安器箱

取引用計器

引込開閉器

分電盤

電　　　　力　　　　設　　　　備

名　　　　　称 測　　点

通　　　　信　　　　設　　　　備

取付高（㎜）測　　点名　　　　　称

地上～窓中心

床上～中心

床上～中心 1,500(上端1,900以下)

取付高（㎜）

床上～中心

1,800～2,200

1,300

・

・

等

電

話

時

計

拡

声

通

信

設

備

警

報

・

表

示

〃　　(和　室)

引込線留め高

端子盤(廊下、室内)

〃　(ＥＰＳなど)

壁付アウトレット(一　般)

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ

壁付インターホン(一　般)

〃　　　(身体障害者)

壁付アウトレット(一　般)

〃　　　(和　室)

機器収容箱

表示盤

壁付発信機

ベル，ブザー，チャイム

壁付押しボタン(一　般)

〃　　　(和　室)

地上～引込点

〃　(身体障害者玄関)

天井下～上端

床上～下端

床上～中心

床上～中心

〃

〃

〃

床上～中心

〃

〃

〃

天井下～上端

床上～中心

〃

床上～中心

〃

〃

床上～中心

〃

200

300

1,500

300

1,300

300

150～200

200

300

1,300

2,300

1,300

電

力

共

通

電

灯

動

力

身

障

者

用

開閉器箱

電磁開閉器用ボタン

〃　　　(玄関子機)

廊下表示灯(復旧ボタン付)

身障表示ランプ

スイッチ

床上～中心

〃

〃

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

1,500

1,300

900

1,300

1,300

1,500

火

災

報

知

器

受信機

副受信機

機器収容箱

発信機

表示灯

ベル

液化石油ガス用検知器

都市ガス用検知器　(軽質)

〃　　　　(重質)

床上～中心

〃

〃

〃

〃

床上～上端

天井～上端

床上～上端

床上～中心

800～1,500

800～1,500

800～1,500

800～1,500

2,100

2,300

150

250

1,100

1,100

1,500(上端2,000以下)

250

1,300

2,300

1,500(上端2,000以下)

150～200

　約　1,800

表２「機器取付高さ」　図面に特記なき場合は下表による。ただし，これによりがたい場合は監督員と協議する。

壁付インターホン(親機)

1,000以下

1,500以上

150

2,000～2,500

2,100～2,300

800～1,300

500～1,000

1,200

300

150～ 200

100

ファン下端

800～1,000

1,300

2,300

　　200

2,300

900

〃　 　(踊　場)

〃 　　(鏡　上)

〃　　(和　室)

〃　　(台　上)

〃　　(ファン用)

〃　　(厨　房)

〃　　(車　庫)

〃　　(機械室)

〃　　(土　間)

〃　 （和　室）

スイッチ　(一　般)

コンセント(一　般)

ブラケット(一　般)

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

〃

〃

台上～中心

床上～下端

床上～中心

〃

〃

〃

床上～中心

〃

鏡上端～中心

床上～下端

床上～上端

〃

注記：機器及びシステム参考図について

本図面中で，機器又はシステムの品質・グレードを規定する目的で，対象品の寸法形状，諸元及びシステム構成等を参考図として記載している。

これらのものについては，その品質・性能が図面と同等品もしくはそれ以上のものを使用するものとする。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。

（１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，すべて「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編，

「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編，最新版）」（以下「標準図」という。），及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　　「電気設備工事監理指針（最新版）」による。

　　　最新版），公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編，最新版）」（以下「標準仕様書」という。），同部設備・環境課監修の

章 項　　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
共
　
　
　
　
通
　
　
　
　
事
　
　
　
　
項

１．適用基準等

２．機　材　等

　同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受けるものとする。

※　本工事に使用する機材等は，設計図書に規定するもの，またはこれらと同等のものとする。ただし，これらと

※　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は，日本工業規格及び日本農林規格のＦ☆☆☆☆規格品，壁装材料協会

　本工事着手前に主要機材メーカーリスト及び機器製作図を提出し，監督職員の承諾を受ける。

　また，「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」（(社)公共建築協会）によって所要の品質・性能を有すること

の評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写しを監督職員に提出するものとする。

３．機材の品質・性能証明

　規格適合品または同等品，化学物質等製品安全データシート等にホルマリン不使用が明示されたものとする。

※　

※　

※　工事写真の撮り方（建築設備編）（国土交通省大臣官房営繕部監修）

※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，揮発　性有機化合物の放散による健康への影響に

配慮する。

構内につくることが　　　※　できる　　　・　できない

・　別契約の関係請負者が設置したものは，無償で使用できる。　　　・　本工事で設置する。

　　によるものとし、二段手すり及び幅木の機能を有するものでなければならない。

　　　なお，枠組足場を設ける場合は，「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21年4月改訂）

※　設けない　　　　・　設ける

　耐震施工における設備機器の固定は，「建築設備耐震設計・施工指針」（建設省住宅局建築指導課監修）による。

本工事の施設分類は（　・　特定の施設　　・　一般の施設　）で地域係数は１とし，設計用標準水平震度は下表の

とおりとする。なお，（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

特定の施設

一階及び地下層

中層階

一般の施設

上層階，屋上及び塔屋

設置場所

設計用標準震度

重要機器 一般機器重要機器一般機器

 2.0（2.0）

 1.5（1.5）

 1.0（1.0）

 1.5（2.0）

 1.0（1.5）

 0.6（1.0）

 1.5（2.0）

 1.0（1.5）

 0.6（1.0）

 1.0（1.5）

 0.6（1.0）

 0.4（0.6）

重要機器類
・　配電盤　　　　　　・　発電装置　　　　　・　ＵＰＳ装置　　　　・　直流電源装置

・　交換機　　　　　　・　受信機（自立型）　・　中央監視装置　　　・　情報通信ラック

　重量が１００㎏以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても，耐震を考慮し，据付等を

行うものとするが，前記指針の方法によらなくてもよい。

※　指定しない　・指定する（図示）

発生材の処理

　・　特別管理産業廃棄物　（　・　ＰＣＢ使用機器　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・　引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　受入施設名・所在地　：　

　・　再資源化を図るもの

　・　その他安定型廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　受入施設名・所在地　：　
　・　その他管理型廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　受入施設名・所在地　：　

ＰＣＢを含有する機器等については、飛散・流出がないように現場において適切な場所に保管すること。

保管場所は監督職員との協議による

※　構内指示の場所に敷き均し　　　　・　構内指示の場所に堆積　　　　・　構外搬出

※　設置する（海老名市公共工事共通事項書による）　　　・　設置しない

12．工事用仮設物

13．監督員事務所

14．足場，さん橋類

15．工事表示板

16．工事用通路

17．発生材の処理等

18．残土処理

19．耐震施工

※　風速６０ｍ／ｓ　　　　　・　　　　　　　　　　ｍ／ｓ

・　雷保護設備受雷部　　　　・　照明ポール・基礎　　　　・　テレビ共同受信装置アンテナ・アンテナマスト

20．風圧加重

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

　外部に面する壁，天井でＦＰ板（スタイロホーム等）打込み箇所に取付ける位置ボックスなどは，保温，結露防止

処理を行う。

いんぺい箇所　　　・　ビニル被覆あり　　　　　・　ビニル被覆なし
露出箇所　　　　　・　ビニル被覆あり　　　　　・　ビニル被覆なし

21．他工事との工事区分

22．保温，結露防止

23．電線類

24．合成樹脂製可とう管

26．電線本数，管路など 　分電盤，制御盤，端子盤などの２次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径などは，監督職員の承諾を受け

て変更してもさしつかえない。

　他工事との工事区分は図面に特記なき場合，別途「工事区分表」による。

　本工事では環境配慮の観点から，原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。

なお，標準仕様書第６編　通信情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　1.1.1　電線類等　表1.1.1電線類

に「ＥＭ－ＭＥＥ-Ｓ」を追加する。

　合成樹脂製可とう管は，ＰＦ管とする。（温度による分類はタイプ－25を標準とする）

25．二種金属製可とう管

また、機械室等の床配線は図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分は金属管とし、

その場合は全長にわたって接地線を設ける。

　屋外の機器及び配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし，屋外機器のアンカー

ボルトのナットには，ナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

また，振動をともなう機器の支持金物のナットは，ダブルナットとする。

施工方法　　　　　・　接着系　　　（　※　有機系　　　　・　接着剤　　）

　　　　　　　　　・　金属拡張系　（　※　本体打込式　　・　　　　　　）

性能・施工確認　　※　行わない　　　　・　行う

　接地極は図面に特記なき場合，下表による。なお，ＥＢの長さは１，５００㎜とする。

ただし，Ｄ＝１０は１，０００mm，Ｗ＝３０は１，２００mmとする。

　装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

雷保護設備用接地

雷保護設備用接地

　Ω以下・

本配線盤の保安装置

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

建築構造体利用（通信用も含む）

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組

ＥＢ(Ｄ＝10又はＷ＝30)×１

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－　組

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×１

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×１

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－　組

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×１

10Ω以下

10Ω以下

Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

Ω以下

100Ω以下

ＥLH

ＥLL

Ｅo

ＥS

ＥDa

ＥDt

Ｅt

ＥD

構造体接地

避雷器用（高圧用）

避雷器用（低圧用）

測定用

防犯装置用

拡声増幅器

電話引込口の保安器

構内交換機（陽極）用

Ｄ種

ＥAｔ

・

・

・

・

・

・

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×２

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組

ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×３連－２組

接地抵抗値

10Ω以下

　Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

　Ω以下

ＥC

ＥB

ＥA

ＥA・ＥC・ＥD

ＥA・ＥD・ＥLH

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

共同接地

共同接地

接地極の規格，数量接 地 の 種 別 記　　号

ＥＰ×２ＥLA

ＥLA ＥＢ(Ｄ＝14又はＷ＝40)×　連－　組

　長さ１ｍ以上の通線しない電線管には，１．２㎜以上のビニル被覆鉄線を通線する。

　図面に特記なき場合，（　※　金属製（ステンレス・新金属も含む）　　・　樹脂製　）とする。

28．呼び線

30．フロアプレート･ベース

29．フラッシュプレート

※　水平高低調節付（空転防止リング付）　　　・　銅合金製　　　・　アルミ合金製

31．支持金物，固定金物

33．接地極の種別・表示等

　鋼鉄製とする。なお，床版で保温板打込み部分は，断熱材用インサート（亜鉛めっき製品）を使用する。29．インサート

・　受変電設備　　　・　発電設備　　　・　照明装置　　　・　構内交換設備　　　・　

各機器の個別運転後に総合調整を行い，報告書を提出すること。37．総合調整

　　※　屋外　　　※　居室　　　・　

　下記部位に使用する外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。34．塗装工事

山留めを行うものとする。

　切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き，掘削の深さが1.5mを超える場合には，35．山留め

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築工事編）２２章（舗装工事）及び建築工事監理

指針(下巻)２２章（舗装工事）による。

36．舗装工事

　既存コンクリート床，壁などの配管貫通は，原則としてダイヤモンドカッターによる。

　再使用する機器は，現場内で清掃，絶縁抵抗測定のうえ，取り付ける。

を及ぼした場合は，原状に復旧する。

　機器撤去後の天井，壁及び床等の補修は，既存仕上げと同等とする。なお，施工に際し，既存設備及び施設に損傷

アスベスト使用状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　アスベストについては，労働安全衛生法（石綿障害予防規則）・廃棄物処理法等に則り処理を行うこと。

（イオン化式感知器等）の有害物質の含有を搬出前に確認し、監督職員に報告書を提出するとともに、その処理方

１．工事範囲 ・　配管　　　・　配線　　　・　制御盤類

２．電気方式 ・　幹線　　三相３線式　２００Ｖ　５０Ｈｚ

・　分岐　　三相３線式　２００Ｖ

３．施工方法 幹線　　　　　・　金属管配線　　　　　・　ケーブル配線　　　・　その他

分岐　　　　　・　合成樹脂管配線　　　・　金属管配線　　　　・　その他

屋外露出　　　・　合成樹脂管配線　　　・　金属管配線　　　　・　ケーブル配線

ボックス　　　・　合成樹脂製　　　　　・　金属製

４．警報盤 ※　壁掛形（電源装置　　※　内蔵　　・　別置　）　　・　

５．電磁開閉器用押釦 ※　埋込連用形配線器具　　　　・　

（遠方操作用）

６．機器への接続 電動機などへの接続は本工事とする。

７．電動機等の接地 図示以外は金属管接地とする。

８．進相用コンデンサ 各負荷ごとに適合するコンデンサを取り付ける。

１．電気方式 幹線　　　相　　線式　　　　Ｖ　５０Ｈz

分岐　　　相　　線式　　　　Ｖ

２．施工場所及び面積 ・　　　　　　　　　（　　　　　㎡）　　　・　　　　　　　　（　　　　　㎡）

９．電気自動車用充電装置 ・　機器類　　　・　

・　普通充電装置　　　電圧　　相　　　　Ｖ　　　　・　屋外型　　　・　屋内型

・　急速充電装置　　　直流電圧　　　　Ｖ

法を監督職員と協議し、関係法令に基づき適正に取り扱うこと。

※　銅合金製　　　　　・　アルミ製７．ハイテンション

※　飛び出し形　　　　・　外部固定形アウトレット

　照明の人感センサ制御を行う部屋には，注意プレートを設置する。８．人感センサプレート

　埋込形分電盤からの立上り予備配管は，予備の配線用遮断器が４個以下の場合は（ＰＦ２２）を１本，５個以上の９．予備配管
場合は（ＰＦ２２）を２本以上，天井裏まで立上げる。

梁下に配管・配線スペースのない梁には，１スパンにＶＥ（３６）２本を予備スリーブとして埋込む。

照度測定は，原則，本工事範囲全て行うものとするが，これにより難い場合は監督職員との協議による。

４．照明器具

図面に特記がない場合のＨｆ型蛍光灯の入力電圧・周波数は，入力電圧100/200V，周波数50Hzとする。

・　非常用照明器具　（　※　電池内蔵形　　　　・　電源別置形　）５．防災用照明器具

蛍光灯　　・　Ｈｆ型蛍光灯　　・　ＰＳ型蛍光灯　　・　ダウンライト　　・　その他

ＬＥＤ　　・　一体型　　・　直管型(JEL801)　・　直管型(JEL802)　・　ダウンライト　　・　その他

ＨＩＤ　　・　セラメタランプ　　・　ナトリウムランプ　　・　水銀灯　　・　無電極灯　　・　その他

電球　　　・　蛍光灯　　・　白熱電球　　・　ＬＥＤ　　・　ハロゲンランプ　　・　クリプトンミニ電球

・　誘導灯　（　※　ＬＥＤ誘導灯　　　　・　誘導標識　）

１．工事範囲

２．電気方式 ・　幹線　　単相３線式　１００／２００Ｖ　５０Ｈｚ

・　分岐　　単相３線式　１００／２００Ｖ

・　分岐　　単相２線式　１００Ｖ

・　配管　　　・　配線　　　・　分電盤類　　　・　機器類

電
　
　
　
灯
　
　
　
設
　
　
　
備

動
　
　
力
　
　
設
　
　
備

電
熱
設
備

２．交流無停電電源装置

１．直流電源装置

容量　　　　　ｋＶＡ

用途（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　アルカリ蓄電池（　・ＡＨ　・ＡＭＨ　・　　　　）

・　アルカリ蓄電池（　・ＡＨ　・ＡＭＨ　・　　　　）

電
力
貯
蔵
設
備

※　非常用照明器具電源，受変電設備制御電源供用　　　・　受変電設備制御専用　　　・　非常用照明器具専用

・　リチウムイオン電池

蓄電池　　　・　鉛蓄電池（　・　ＨＳ　　・　ＣＳ　　・　ＭＳＥ　　・　長寿命形ＭＳＥ　　　・　　　　 ）

蓄電池　　　・　鉛蓄電池（　・　ＨＳ　　・　ＣＳ　　・　ＭＳＥ　　・　長寿命形ＭＳＥ　　　・　　　　 ）

１．工事範囲

４．接地極

５．測定用補助接地極

雷
保
護
設
備

３．避雷導線

２．受雷部 ・　突針　　　　・　棟上導体　　　・　笠木（別途）など

・　受雷部　　　・　引下げ導線　　　・　接地極埋設

・　設置

受
　
　
変
　
　
電
　
　
設
　
　
備

１．工事範囲

10．自動力率制御装置

・　設置11．測定用補助接地極

・　機器類　　・　

※　接地極埋設　　　・　構造体利用（測定時期　　　　　　　　　　　回数　　　　　　）

・　屋内形　　　・ 屋外形（防塵処理及び結露対策を施す）４．配電盤

２．電気方式 ・　高圧　　三相３線式　　　６ｋＶ　５０Ｈｚ

・　低圧　　三相３線式　　２００Ｖ  ・　低圧　　単相３線式　　１００Ｖ／２００Ｖ

３．引込ケーブル ・　ＥＭ－ＣＥＴ３８°　　　　　・　ＥＭ－ＣＥＴ６０°

・　ＥＭ－ＣＥ３８°－３Ｃ　　　・　ＥＭ－ＣＥ６０°－３Ｃ　　　・　

６．高圧機器類

・　単相変圧器　　　　　ｋＶＡ　　　・　三相変圧器　　　　　ｋＶＡ７．変圧器

・　油入式　　　・　モールド

（油入式：JIS C4304-2013適合品 乾式：JIS C4306-2013適合品）

・　油入式　　　・　モールド

・　キュービクル式配電盤　　　・　高圧閉鎖配電盤　　　・　　　　　　　　　・　

※　限流ヒューズ及び高圧負荷開閉器（ＰＦ－Ｓ）　　・　高圧交流遮断器（ＣＢ）

　　　定格遮断電流　　　　　　ｋＡ

５．主遮断装置

※　低圧　　　  ・　高圧　　

・　油入式　　　・　モールド

８．進相用コンデンサ

９．リアクトル ・　６％　　　  ・　１３％

※　メーターリレー形　　　　・　静止形

発
　
　
電
　
　
設
　
　
備

通
　
　
　
信
　
　
・
　
　
情
　
　
報
　
　
設
　
　
備

・　消火器　　　　種別　　・　数量　　　本

・　消火器収納箱　仕様　　・　材質　　・　数量　　　面

・　受信機　　回線（　・　都市ガス用　　・　液化石油ガス用）

６．消火器類

　　・　単独（　・　壁掛形　　・　自立形　）　　・　火災受信機などとの複合盤

　　・　併設　　　　　・　連動

　　・　定格電圧　　　　（　・　ＡＣ１００Ｖ　　　・　ＤＣ２４Ｖ　）
　　・　ガス検知出力信号（　・　有電圧出力方式　　・　無電圧接点方式　）
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報
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１．工事範囲及び施工方法 工　　事　　範　　囲
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・

項　　目

・ ・ ・・

構
内
交
換
設
備

※　本工事　　　　　　　　・　別途工事

１．工事範囲

２．電話交換機

３．電話機への配線

４．ローテンションアウト

レット（亀甲形）

５．保安器用接地

電話機１台につき，下記のものを見込む。

※　銅合金製　　　　　　　・　アルミ製

※　一般電話用　　　　個（　・　納入する　　・　取り付ける　）

・　交換機　　　　・　電話機　　　　・　配線（　・　全部　　・　端子盤以降　）

回線数　　　局線　　　　／　　　回線　　内線　　　　／　　　回線

・　ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ　（　・　２０ｍ　　・　　　　）

・　ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　（　・　２０ｍ　　・　　　　）

・　ワイヤープロテクタ　　　　　　（樹脂製　外形寸法約２０×８）１．５ｍ

・　リチウムイオン蓄電池

１．工事範囲 ・　機器類　　　・　

・　有　　　　・　無７．系統連系

２．形　式 ・　簡易形　　　・　キュービクル式　　　・　オープン形　　　 ・　

・　屋内形　　　・　屋外形

３．発電機 電気方式　　相　線式　５０Ｈｚ　　電圧　　　　Ｖ　　　定格出力　　　ｋＶＡ　　　運転時間　　　　時間

４．原動機 種類　　　　　・　ディーゼル　　　・　ガスタービン　　　 ・　

定格出力　　　　　　　　ｋＷ以上　（　　　　ＰＳ以上）

始動方式　　　※　電気式　　　　　・　空気式

冷却方式　　　・　ラジエータ式　　・　水冷循環式

５．燃　料

燃料小出槽　　　　　　　　Ｌ

種類　　　　　・　軽油　　　・　灯油　　　・　Ａ重油

主貯油槽　　　・　なし　　　・　あり　（　・　別途　　　・　本工事：　　　　　）

６．太陽光発電装置 太陽電池アレイ公称出力　　　　　ｋＷ
パワーコンディショナ　　　相　線式　　定格電圧　　　　Ｖ　　定格出力　　　　ｋＷ

形式　　　　・　ボタン電話装置　　　・　デジタルＰＢＸ　　　・ＩＰ－ＰＢＸ　　　・ＶｏＩＰサーバ

・　検知器

５．ガス漏れ火災警報装置

１．工事範囲 ・　配管　　　　・　配線　　　　・　機器類

２．火災報知装置 ・　壁掛形　　　・　自立形

・　副受信機　　型　　級　　　回線

・　受信機　　　型　　級　　　回線（　　　　アドレス）

・　複合盤　　　型　　級　　　回線（火報　　 　回線，自動閉鎖　　 　回線，ガス漏れ　　　　回線）

・　感知器類　　型用　総数　　　　個　（　・　自動試験機能付　）

３．非常警報装置 ・　非常ベル（自動式サイレンを含む）　　　・　非常放送装置

・　機器収容箱　　・　専用形（　・　埋込形　　・　露出形　） 　・　屋内消火栓箱に組込み

４．自動閉鎖装置 ・　連動制御器
・　自動閉鎖装置　（　・　防火戸用　　　・　防煙ダンパ用　　　・　防火シャッター用　）

・　感知器

・　接地工事（　※　本工事　　・　別途　）

・　管制盤　　　・　検知器（　・　光線式　　　・　ループコイル式）

・　信号灯・警報灯　　　　・ 発券機　　　　・　カーゲート　　　 ・　カードリーダー

11. 防犯・入退室管理設備

10．駐車場管制設備

・　伝送方式　（　・　アナログ　　　　・　ネットワーク　）

・　白黒方式　　　※　カラー方式９．監視カメラ設備

ボックス　　・　合成樹脂製　　　・　金属製　　・　　　
・ ・ ・・

・ 情報表示

・ 構内情報通信網

・ 映像・音響

・ 拡声
・ 誘導支援

・ テレビ共同受信

・ テレビ電波障害防除設備

・ 監視カメラ
・ 駐車場管制設備

・ 防犯・入退室管理

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

配　管　 配　線　 機器類　 合成樹脂管配線　　金属管配線　　 ケーブル配線

・　手動　　　・　電動　　　・電磁

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２．構内情報通信網設備 種類　　　・　１０ＢＡＳＥ－Ｔ　　・　１００ＢＡＳＥ－ＴＸ　　・　１０００ＢＡＳＥ－Ｔ　　
・　１０ＧＢＡＳＥ－ＳＲ　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　親時計　　　　回線　（　※　壁掛形　　・　自立形　）

　　　　　　　　　　　　（　・　電子式チャイム組込　　・　プログラムタイマ組込　）

３．情報表示設備

４．映像・音響設備 ・　増幅器　　　　　　Ｗ

・　プロジェクタ（　※　前面投射式　　・　背面投射式　）
・　ＶＴＲ　　　（　・　ＤＶＤ　　　　・　ＢＤ　　　　　・　Ｓ－ＶＨＳ　　　・　　　　　）

・　一般放送用　　　・　非常放送兼用５．拡声設備
・　増幅器　　　　　Ｗ　（　※　卓上形　　　・　キャビネットラック形）

６．誘導支援設備 ・　インターホン　　　・　トイレ等呼出装置　　　・　音声誘導装置

７．テレビ共同受信設備 ・　テレビアンテナ（　・　ＡＵ－　　　・　ＣＳＢＳＡ－　　　・　ＣＳＡ－　　　）

・　地上波アンテナマスト（　※　壁面取付形　　・　自立形　）

・　ＢＳアンテナマスト（　・　壁面取付形　　・　自立形　）

・　電界強度測定及び受信調査（　※　全チャンネル　）

・　事前調査　　　・　機器類

防除設備

８．テレビ電波障害

・　引下げ導線　　　・　構造体利用

蓄電池　　　　・　有　（定格容量　　　　ｋＷｈ）　　・　無　

自立運転　　　・　有　　　　・　無

・　監視操作装置　　　・　信号処理装置　　　・　伝送装置　　　・　分散処理装置

２．監視制御対象設備 ・　動力設備　　　　・　受変電設備　　　　・　発電設備　　　　・　火災報知設備

３．表示操作盤

４．監視制御装置

・

・・

・組込み機器

７．外灯設備

２．電気方式

１．工事範囲

３．布設方法

４．柱上機器

※　処理者銘板取付（屋内外共，線名，作業日，氏名を表示）

６．その他

８．沈下対策

・　定格電圧　　　　　　Ｖ　　　　　　Ｗ

・　壁掛形　　　　・　自立形

・　管路　　　　・　配線　　　　・　機器類

屋外側　　　※　一般用　　　・　耐塩用５．高圧ケーブルの

端末処理

９．標識シート

10．予備配管

１．工事範囲 ・　配管　　　　・　配線　　　　・　機器類

屋外キュービクルから第１ハンドホールまでの予備配管（ＦＥＰ１００：１本）を設ける。

分電盤，動力盤から建物へのハンドホールまでの予備配管（ＦＥＰ８０：２本）を設ける。

地中線路及びハンドホール等沈下が考慮される場合は，沈下対策を施す。（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　低圧　単相３線式　１００／２００Ｖ

・　低圧　三相３線式　２００Ｖ

・　高圧　三相３線式　　６ｋＶ　　５０Ｈz

・　低圧　単相２線式　１００Ｖ

・　高圧負荷開閉器　　　　　　　　　※　一般用　　　　　・　耐重塩じん用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　地絡継電器付き（※　方向性　・　無方向性）

・　避雷器　　　　　　　　　　　　　※　一般用　　　・　耐塩用

・　高圧カットアウト，がいしなど　　※　一般用　　　・　耐塩用

中
央
監
視
制
御
設
備

構
　
　
内
　
　
配
　
　
電
　
　
線
　
　
路

・　高圧ケーブル　　・　低圧ケーブル

・　中央処理装置　　　・　補助記憶装置　　　・　記録装置　　　・　電源装置

※　地中埋設式（　・　ＦＥＰ　　・　ＧＬＴ　　・　厚鋼電線管　）　　　・　架空線式

・　帳票用印字装置　（　・　インクジェット式　　　・　写真式　）

構成機器　　・　グラフィックパネル　　　　・内照式液晶ディスプレイ　　　　・　操作卓　　

４．保　険 　本工事着手前に工事目的物及び工事材料等を，本工事完了後引渡し期日まで火災保険及びその他の保険に付し，
写しを監督職員に提出する。

　工事の着手に先立ち，工事の総合的な計画をまとめた施工計画書を作成し，監督職員に提出する。

　工事の着手，施工及び完成において，官公署その他関係機関への必要な諸手続き等は監督職員と協議の上，請負者

が遅滞なく処理する。なお，当該手続きに係る費用は請負者の負担とする。

　工事の施工に先立ち，工種別施工要領書及び施工図等を作成し，監督職員の承諾を受ける。

　別添の本工事内容説明事項書による。

請負額が５００万円以上の場合は，ＣＯＲＩＮＳに登録する。
受注時，変更時及び完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け，登録手続きを行い，工事カルテの受領証を監督職員

　施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するとともに，「事故報告書」（任意様式）を別に指示す

る期日までに監督職員に提出する。

５．施工計画書・施工図等

６．手続き

７. 施工条件

８．工事実績情報の登録

９．事故報告

10．電気保安技術者

11．工事用電力，水，他 　本工事に必要な工事用電力（本受電後の電力金本料金等も含む）,水などの費用は引渡まですべて請負者の負担とす

る。

に提出のこと。

屋　　内

・構内情報通信網設備

「完成書類」関係

 ※　完成図面電子データ（JWW形式及びPDF形式）        　1式

 ※　本工事内容説明事項書に基づく市指定の工事書類　　  1式

 ※　建築物等の維持・保全に関する資料　　　　　　　　　1式

 ※　その他監督職員が指示したもの　　　　　　　　　　　1式

 ※　作成する  ・　作成しない

　工事写真は、「海老名市公共工事デジタル写真管理要領」により撮影する。

工事写真・　音響設備　　（　・　ＣＤ　　　　　・　オーディオレコーダー　　　　　・　カセット　　　・　　　　　）

東京電力（株）外線工事基準（架空線編）に準ずる。

・構内交換設備

放送設備

・警報設備

消防指令センター 285.97ｍ2732.53ｍ2ＲＣ造 地上3階建 (15)前各号に該当しない事業場(官公署) 消防署

消防指令センター改修工事

32．あと施工アンカー

電気設備改修工事特記仕様書

電灯コンセント

エアコン等電源

電話配管配線

放送

電気時計

警報ブザー

37．はつり

38．再使用機器

39．撤去後の補修等

40. アスベスト

41.有害物質の取り扱い

　・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

コンセント　・　合成樹脂管配線　　・　金属管配線　　・　フロアダクト配線　　・　その他（　　　  ）

分岐　電灯　 　 　・　合成樹脂管配線　　・　金属管配線　　・　ケーブル配線　　・　その他（　　　　　  ）

屋外露出　　・　合成樹脂管配線　　・　金属管配線　　・　ケーブル配線　　

幹線　　・　金属管配線　　・　ケーブル配線

ボックス　　・　合成樹脂製　　　　・　金属製

３．施工方法

図面番号図面名称

海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

ー Ｅー０１

電気設備特記仕様書

縮尺

神奈川県海老名市柏ヶ谷二丁目７番1号

 ※  見開きＡ３（製本Ａ４判）　竣工図、施工図　　　 　３部



( 12,100 )予備共

3P 100/100ELCB 7.35 RAS-AP280DG 基準電流 35A (ELCB 3P50A)35×200×1.73 =12.1 KVA3φ200VC:6.0KW F:0.52KWA 空調室外機 PAC-5

予備

A

15A以上A

AB

15A以上A

52
nEAC

15A以上A

52
nEAD

6

42
nE

（Ｙ回路）

3P  50/ 50

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

（高調波対応）

3P  50/ 50

（高調波対応）

3P 100/ 75

（高調波対応）

（高調波対応）

3P 100/ 75

（高調波対応）

3P 100/ 75

（高調波対応）

3P 100/ 75

（高調波対応）

3P 100/ 75

（高調波対応）

3P  50/ 50

ELCB

ELCB

ELCB

 5.21

 4.92

 9.9

 9.9

3φ200V

3φ200V

3φ200V

3φ200V

3φ200V

RAS-AP450DG

RAS-AP450DG

RAS-AP224GH

RAS-AP224DG 基準電流 29A

基準電流 29A

基準電流 29A

基準電流 29A

基準電流 29A

5.21 KW×1.5 (ELCB 3P40A)

(ELCB 3P40A)

(ELCB 3P40A)

(ELCB 3P40A)

(ELCB 3P40A)

(ELCB 3P40A)

5.21×1.5 = 7.8 KVA

29×200×1.73 =10.0 KVA

29×200×1.73 =10.0 KVA

29×200×1.73 =10.0 KVA

29×200×1.73 =10.0 KVA

29×200×1.73 =10.0 KVA

3φ200V

3φ200V

3φ200V

C:4.0KW

C:4.8KW

C:4.8KW

C:4.8KW

C:4.8KW

C:4.8KW

F:0.4KW

F:0.4KW

F:0.4KW

F:0.4KW

F:0.4KW

負　　　　　　　　荷

RP-1

屋外壁掛
( 防水 )

(鋼板製)

盤 内 主 回 路

AC

3φ3W 200V 50Hz

電源容量

29.9計

AC-GC

3φ3W 200V 50Hz

電源容量

40.0計

KVA

KVA

A

A

A

A

A

A

A

A

空調室外機（機械室）

空調室外機（機械室）

空調室外機（指令室）

空調室外機（指令室）

予備

空調室外機

空調室外機

予備

PAC-1

PAC-3

PAC-2(1)

PAC-2(2)

PAC-4(1)

PAC-4(2)

F:0.17KW×2

１）注記

２．単位装置の記号は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　・公共建築工事標準図に拠る。

３．空調室外機用の遮断器の定格は空調機の仕様に合わせること。

１．幹線接続端子は電線サイズに適合した端子を設ける。

２）盤内主回路記号

動力盤結線図 凡例　　　　既存のまま 凡例　　　　既存のまま

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

照明

照明

照明

ｺﾝｾﾝﾄ

注記）MCCB2PはMCCB1Pと同じサイズのものとする。

AC

1φ3W200-100V 50Hz

計

AC-GC

1φ3W200-100V 50Hz

計

( 4,946 )予備共

3L - 1

屋内埋込

盤名称 結　　　　線

MCCB3P

100/ 75

10,100 VA

ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ

MCCB3P

 50/ 30

2,946 VA

電圧 回路分 岐 開 閉 器

MCCB PELCB AF AT 100 200 番号

1＊ 2 50 20 ＊

c＊ 2 50 20 ＊

d＊ 2 50 20 ＊

e＊ 2 50 20 ＊

f＊ 2 50 20 ＊

g＊ 2 50 20 ＊

h＊ 2 50 20 ＊

i＊ 2 50 20 ＊

j＊ 2 50 20 ＊

k＊ 2 50 20 ＊

l＊ 2 50 20 ＊

n＊ 2 50 20 ＊

A＊ 2 50 20 ＊

1＊ 2 50 20 ＊

2＊ 2 50 20 ＊

3＊ 2 50 20 ＊

4＊ 2 50 20 ＊

5＊ 2 50 20 ＊

6＊ 2 50 20 ＊

7＊ 2 50 20 ＊

8＊ 2 50 20 ＊

2 50 20 ＊＊ ＊ 2

Mg ﾘﾚｰ

2 R8～9

小計

小計

容　　量　（ＶＡ）

640

660

340

1,640

300

500

100

1,700

400

500

1,000

1,000

500

200

500

1,000

300

( 1,000 )

8,400

(11,400 )

30

200

600

400

6

70

100

( 1,000 )

1,4306

( 2,406 )

2,000

1,000

空調室内機

洗濯機他

ｳｫｼｭﾚｯﾄ

ｳｫｼｭﾚｯﾄ

洗濯機

仮眠室

ガス給湯器他

冷蔵庫

電子レンジ

空調換気扇

洗面所

予備

誘導灯

食堂

廊下他

仮眠室他

残置灯

非常用照明

外灯

予備

IH

電　灯 ｺﾝｾﾝﾄ その他

付　帯　機　器

備　　　考

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ

空調室外機 参考メーカー値分　　岐

ﾘ
ﾓ
ｺﾝ

ﾘ
ﾚ
ｰ

ﾘ
ﾓ
ｺﾝ

ﾘ
ﾚ
ｰ

ﾘ
ﾓ
ｺﾝ

ﾘ
ﾚ
ｰ

ﾘ
ﾓ
ｺﾝ

ﾘ
ﾚ
ｰ

ﾘﾓｺﾝ
ﾄﾗﾝｽ

AC100V

ﾘﾚｰ制御
端末器

増設

T/U 6A
4回路

(　　)仮眠室新設 照明･ﾌﾞｻﾞｰ

仮眠室新設

仮眠室･前室新設

倉庫･前室改修

和室撤去

3

増設

500 (　　)仮眠室新設 ｺﾝｾﾝﾄ

倉庫改修

和室撤去

一部撤去･新設

ﾘ
ﾓ
ｺﾝ

ﾘ
ﾚ
ｰ

ﾘ
ﾓ
ｺﾝ

ﾘ
ﾚ
ｰ

ﾘ
ﾓ
ｺﾝ

ﾘ
ﾚ
ｰ

仮眠室･前室新設

仮眠室新設

PAC-5空調室外機A F:0.52KWC:6.0KW 3φ200V 35×200×1.73 =12.1 KVA (ELCB 3P50A)基準電流 35ARAS-AP280DG 7.35 ELCB 3P 100/100

（高調波対応）

1＊ 2 50 20 ＊ 400 空調室内機

a＊ 2 50 20 ＊

b＊ 2 50 20 ＊

400

400

食堂

廊下他 ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

＊ 2 50 20 ＊ m ( 1,000 )

照明

照明

1＊ 2 50 20 ＊

2＊ 2 50 20 ＊

640

660

200

600

食堂

廊下他

4＊ 2 50 20 ＊

5＊ 2 50 20 ＊

6＊ 2 50 20 ＊

6

70

残置灯

非常用照明

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ

8＊ 2 50 20 ＊ 予備( 1,000 )

動力盤結線図

存置

電力

消費

参考型番

進相

ｺﾝﾃﾞﾝｻ

保護

相･電圧結　線　図 記号盤名称 記 号名　　称 電動機 遮　断　器

( AF/AT )

電 源 容 量
MCCB PELCB AF AT 100 200 番号 Mg ﾘﾚｰ 電　灯 ｺﾝｾﾝﾄ その他

容　　量　（ＶＡ）付　帯　機　器回路電圧分 岐 開 閉 器

結　　　　線盤名称 備　　　考

空調室外機 参考メーカー値分　　岐負　　　　　　　　荷盤 内 主 回 路

( kW ) ( kW ) ( uF )

ﾘﾚｰ

電灯分電盤結線図(３階)

図面番号図面名称

海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

ー縮尺

動力盤/分電盤結線図･負荷表

Ｅー０２

10,600

11,600

3,025

300

1,600
9,000

（10,000）

464

637

100

9

80

65 （200）

1,506 1,519

500



(既存のまま)

Ｂ

3
25

3
2
5

1,
2
25

15
,
65

0

PS

男子ｼｬﾜｰ
洗面所 倉庫

女子ﾄｲﾚ

階段

洗面所

和　室

男子ﾄｲﾚ

屋外階段

仮眠室９

仮眠室８

洗濯
PS

女子
ｼｬﾜｰ

女子
物入SK

男子

洗濯

廊下 PS
EPS

廊下

PS

（設備機器置場）

ｵｲﾙﾀﾝｸ
自家
発電機

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受変電更衣

屋根１

基礎３ 基礎２

前室２

前室１

受変電

キュービクル

1 高圧受電盤

2 コンデンサー盤

3 低圧電灯盤

4 低圧動力盤

5 低圧非常動力電灯盤

電力用

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

SUS製 W=300

SUS製ｶﾊﾞｰ共

SUS製ｶﾊﾞｰ共

SUS製 W=600

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

電力用

系統図参照

AC

300

200

AC

3P

3L-1

AC

AC

食　堂

k

1

EM-CEE 1.25ﾟ-2C ( G28 )

( G70 )

( G70 )

EM-IE 60ﾟ×3・EM-IE 5.5ﾟ×2 ( G70 )

系統図参照

予備

SOG警報

ｱｰｽ

7,
5
00

7
,5

0
0

押入 押入

２ ３ ４１

325 325

17,150

6,000 3,500 7,000
Ｎ

３階平面図（撤去図）
凡例　ハッチ範囲及び実線は撤去部分、破線は既存部分を示す。

Ｃ

Ｂ

Ａ

3
25

3
2
5

1,
2
25

15
,
65

0

PS

男子ｼｬﾜｰ
洗面所

女子ﾄｲﾚ

階段

洗面所

男子ﾄｲﾚ

屋外階段

仮眠室９

仮眠室８

洗濯
PS

女子
ｼｬﾜｰ

女子
物入SK

男子

洗濯

廊下 PS
EPS

廊下

PS

（設備機器置場）

ｵｲﾙﾀﾝｸ
自家
発電機

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受変電更衣

屋根１

基礎３ 基礎２

前室２

前室１

仮眠室11

倉庫

仮眠室10

受変電

キュービクル

1 高圧受電盤

2 コンデンサー盤

3 低圧電灯盤

4 低圧動力盤

5 低圧非常動力電灯盤

電力用

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

SUS製 W=300

SUS製ｶﾊﾞｰ共

SUS製ｶﾊﾞｰ共

SUS製 W=600

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

電力用

系統図参照

300

200

AC

3P

3L-1

AC

AC

k

1

EM-CEE 1.25ﾟ-2C ( G28 )

( G70 )

( G70 )

EM-IE 60ﾟ×3・EM-IE 5.5ﾟ×2 ( G70 )

系統図参照

予備

SOG警報

ｱｰｽ

7,
5
00

7
,5

0
0

AC

AC

２ ３ ４１

325 325

17,150
Ｎ

6,000 3,500 7,000

凡例　実線は新設部分、破線は既存部分を示す。

３階平面図（改修図）

空調室内機

空調換気扇

空調換気扇用スイッチ

凡　　　　例

記　　　　号

電灯分電盤

ACAC 空調工事

空調工事

空調工事支給品　取付本工事

備　　　　　考名　　　　　称

3P

EM-EEF 2.0 -3C    (1E) ( PF22 )

EM-EEF 1.6 -3C    (1E) ( PF22 )

空調室内機電源

空調室外機用の配線サイズは参考とし、空調機メーカーの仕様に合わせること。

記　号

PAC - 1

PAC - 2

PAC - 3

PAC - 4

PAC - 5

電　源

AC

AC-GC

AC

AC-GC

AC 7.35

 9.9

4.92

 9.9

5.21

電　圧

3φ200V

3φ200V

3φ200V

3φ200V

3φ200V EM-CE  14ﾟ- 3C E2.0

EM-CE  14ﾟ- 3C

EM-CE  14ﾟ- 3C E2.0

EM-CE  14ﾟ- 3C E2.0

EM-CE  14ﾟ- 3C

EM-CE  14ﾟ- 3C E2.0

EM-CE  8ﾟ - 3C E2.0

消費電力

RAS-AP280DG

RAS-AP450DG

RAS-AP224DG

RAS-AP450DG

RAS-AP224GH

参考型番

( F2_38 )

( F2_38 )

( F2_38 )

( F2_38 )

( F2_38 )

( F2_38 )

( F2_38 )

配　管　配　線

RP - 1

太二点鎖線範囲は工事範囲を示す。 太二点鎖線範囲は工事範囲を示す。

（天井内コロガシ・壁内保護管）

新設

新設

EM-EEF 2.0 -3C    (1E)

EM-EEF 1.6 -3C    (1E)

EM-FCPEE 1.2 - 3P ( PF22 )

新設

前室３

Ａ

Ｃ

6kV EM-CET 38ﾟ 幹線

バルコニー バルコニー

6kV EM-CET 38ﾟ 幹線

ハト
小屋-1

ハト
小屋-1

再取付

食　堂

kW

kW

kW

kW

kW

図面番号図面名称

海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

縮尺 Ｅー０３A2=1:100　A3=1:141

幹線動力設備 ３階平面図

取外し

PAC

5-5

PAC

5-6

PAC

5-2

PAC

5-1

PAC

5-3

PAC

5-2

PAC

5-1

PAC

5-3

PAC

5-4
新設 新設撤去







バルコニー

新設

仮眠室10

倉庫

仮眠室11

前室１

前室２

基礎２基礎３

屋根１

基礎１基礎１

更衣 受変電

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

発電機
自家

ｵｲﾙﾀﾝｸ

（設備機器置場）

PS

小屋-1

廊下

SK 物入
女子

ｼｬﾜｰ

PS

仮眠室８

仮眠室９

屋外階段

ハト

男子ﾄｲﾚ

食　堂

洗面所

階段

女子ﾄｲﾚ

男子ｼｬﾜｰ

PS

15
,
65

0
1
,
22

5

3
25

15
,
00

0
32

5

7,
50

0
7
,5

0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

女子

廊下

EPS
洗面所

男子

洗濯機用

ガス給湯器用1φ100V200VA

j

a

c

i

l

hfgb

d

2

e

3L-1

洗濯機用

ET

2.0

ET
ET200V

20A

ET

ET

ET

2.0

ET

WP

WP

PS
新設

新設

Ｎ
17,150

32516,500325

7,0003,5006,000

１ ４３２

３階平面図（改修図）
凡例　実線は新設部分、破線は既存部分を示す。

食　堂

前室１

前室２

基礎２基礎３

屋根１

基礎１基礎１

更衣 受変電

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

発電機
自家

ｵｲﾙﾀﾝｸ

（設備機器置場）

PS

小屋-1

PS廊下

SK 物入
女子

ｼｬﾜｰ

PS

仮眠室８

仮眠室９

屋外階段

ハト

男子ﾄｲﾚ

和　室

洗面所

階段

女子ﾄｲﾚ

倉庫
男子ｼｬﾜｰ

PS

15
,
65

0
1
,
22

5

3
25

15
,
00

0
32

5

7,
50

0
7
,5

0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

j

a

3L-1

c

i

h

l

fgb

d

e

2.0

ETET
ET

2.0

200V
20A

2

洗濯機用
ET

ガス給湯器用1φ100V200VA

WP

WP

ET

ET

ET

EPS

洗濯機用

男子

洗面所

女子

撤去

押入 押入

Ｎ
17,150

32516,500325

7,0003,5006,000

１ ４３２

３階平面図（撤去図）
凡例　ハッチ範囲及び実線は撤去部分、破線は既存部分を示す。

記　　号 名　　称 備　　考

防水コンセント

埋込コンセント

埋込コンセント 2P15A×2

2P15A×2

2P15A×2

Ｅ極付､

Ｅ極付

Ｅ端子ET

WP

電灯分電盤 EM-EEF 1.6 -2C ( PF22 )

EM-EEF 1.6 -3C ( PF22 )

EM-EEF 2.0 -2C ( PF22 )

EM-EEF 2.0 -3C     　(1E) ( PF22 )

特記無き配管配線は下記とする。

凡　　　　例凡　　　　例

太二点鎖線範囲は工事範囲を示す。 太二点鎖線範囲は工事範囲を示す。

（天井内コロガシ・壁内保護管）

撤去

廊下

新設 新設

新設新設

存置 再利用

撤去 新設

前室３

バルコニー

撤去 新設

図面番号図面名称

海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

縮尺 Ｅー０６

コンセント設備 ３階平面図

A2=1:100　A3=1:141

撤去

撤去
新設

新設

m



16

WP

C

C

C3
,4

5
0

1F

( G 70 )　  電話

( G 70 )　  予備

( G 70 )×1 情報（3市分）

( FEP80 )　  電話

( FEP80 )　  予備

( FEP80 )×1 情報

( G 70 )　   予備

( G 70 )×3  情報

( G 70 )　   電話

電力共用引込柱

UTPUTP
TELTEL

TEL

5.5ﾟ(VE16) 14ﾟ(VE16)

EDt Et

基礎躯体貫通

基礎躯体貫通

Ｐ．Ｂ１０９６

1T-1
×2

LL

風除室

非常電話用
会議室 EM-TKEE 0.5-10P

HUB-1へ HUB-1へ
×2

TEL-1-1

2F

TEL TEL
×2×10 ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

TEL TEL

2T-1

総合監視盤

×2

UTP UTP

通
信

用
ｹ
ｰﾌ

ﾞ
ﾙ
ﾗｯ

ｸ
 
W=

4
0
0

TELTELTEL TELTEL HUB-1MDF

L

L

TEL-2-1･2

仮眠室5仮眠室7仮眠室4仮眠室2 通信指令室

TELTEL 3T-1

3F

3
,
3
50

次期工事 次期工事

仮眠室1 仮眠室3 仮眠室6

TEL-2-3･4･5･6 TEL-2-7･8･9

TEL-3-1･2TEL-3-3･4･5･6 EM-TKEE 0.5-10P
仮眠室8 食堂・和室女子ｼｬﾜｰ

仮眠室9 男子ｼｬﾜｰ

TELTELTEL ×2

RF

3
,9

0
0

床貫通部・・・PS060FL-0513（認定品）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸの防火区画貫通ヶ所は下記とする。

C

C

CC

C

C

1F

3
,
4
50

2F

3,
9
0
0

3F

3
,
3
50

RF

1F

3
,4

5
0

2F

3,
9
0
0

3
,
3
50

3F

RF

RM AMP

1T-1

1

仮眠室1～7 通
信

用
ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞﾙ

ﾗ
ｯ
ｸ

EM-AE 1.2 -5P

事務室 会議室

機械室 ポンプ室
廊下

×2

×2 総合監視盤

EM-MEES  0.75-2C ×4 2T-1

次期工事

EM-FCPEE 1.2 -3P

10 7 69 8 5 4

11 3 2仮眠室廊下 通信指令室階段

13 12女子ｼｬﾜｰ室 仮眠室廊下 食堂 男子ｼｬﾜｰ室 前室-1 廊下

EM-AE 1.2 -10P

3T-1

事務室会議室
EM-AE 1.2 -2C

1T-1

通
信

用
ｹｰ

ﾌ
ﾞ
ﾙﾗ

ｯ
ｸ通信指令室仮眠室６ 仮眠室７仮眠室５仮眠室４仮眠室３仮眠室２仮眠室１

総合監視盤

2T-1

仮眠室９ 仮眠室８ 食堂
EM-AE 1.2 -2C

3T-1

機械室・会議室 事務室

通信用ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ W=400

TEL-1-2･3TEL-1-4･5

仮眠室11 仮眠室10

15 14仮眠室9 仮眠室8設備機器置場1718仮眠室11 仮眠室10

新設

新設

TEL

TEL-3-7･8

仮眠室10

仮眠室11

新設 移設

和室撤去に伴い食堂へ1ｶ所移設
(数量増減無し)

構内交換設備及び構内情報通信設備系統図

拡声設備系統図

時刻表示設備系統図

図面番号図面名称

海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

縮尺

弱電設備 系統図

－
Ｅー０７

TEL-3・2



テレビ共聴設備

倉庫

前室１

前室２

基礎２基礎３

基礎１基礎１

更衣 受変電

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

発電機
自家

ｵｲﾙﾀﾝｸ

PS

小屋-1

廊下

SK 物入
女子

ｼｬﾜｰ

PS ハト

男子ﾄｲﾚ

食　堂

洗面所

階段

女子ﾄｲﾚ

男子ｼｬﾜｰ

PS

15
,
65

0
1
,
22

5

3
25

15
,
00

0
32

5

7,
50

0
7
,5

0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

女子

廊下

EPS
PS

Ｃ

Ｂ

Ａ

7
,5

0
0

7,
50

0

32
5

15
,
00

0
3
25

1
,
22

5
15

,
65

0

女子ﾄｲﾚ

押入

階段

洗面所

男子ﾄｲﾚ

ハト
洗濯

PS

女子
ｼｬﾜｰ

女子
物入SK

洗濯

廊下 PS
EPS

小屋-1

PS

ｵｲﾙﾀﾝｸ
自家
発電機

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受変電更衣

基礎１ 基礎１

基礎３ 基礎２

前室２

前室１

TEL-3-5

TEL

TEL-3-4

TEL-3-6

TEL-3-3

TEL-3-1

 TV-3-1

5C

2
Fへ

TEL

5C

2
F
へ

ＯＢ塗代有

系統図参照

屋外階段

屋根１
（設備機器置場） 屋外階段

屋根１
（設備機器置場）

WP

TEL

TEL

ＯＢ塗代有WP

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

2
F
へTEL-3-1

 TV-3-1

TEL-3-3

TEL-3-6

TEL-3-4

TEL-3-5

TEL

TEL

TEL-3-8新設

TEL-3-7新設

TEL-3-2 取外し
TV-3-2 取外し

17,150

32516,500325

7,0003,5006,000

１ ４３２２ ３ ４１

6,000 3,500 7,000

325 16,500 325

17,150

凡例　ハッチ範囲及び実線は撤去部分、破線は既存部分を示す。 凡例　実線は新設部分、破線は既存部分を示す。

３階平面図（撤去図） ３階平面図（改修図）

倉庫
男子ｼｬﾜｰ

仮眠室８

仮眠室９

仮眠室８

仮眠室９

特記無き配管配線は下記とする。

EM-AE 1.2 -2C ( PF22 )

EM-AE 1.2 -3C ( PF22 )

EM-AE 1.2 -3C × 2 ( PF22 )

TEL

TEL

TEL

TEL

( PF22 )EM-TIEF 0.65-2C × 1

( PF22 )EM-TIEF 0.65-2C × 2

( PF22 )EM-TIEF 0.65-2C × 3

( PF22 )EM-TIEF 0.65-2C × 4

5C EM-S-5C-FB ×1 ( PF22 )

7C EM-S-7C-FB ×1 ( PF22 )

ＮＮ

RM
RM

(20局/60W)

壁掛形アンプ

(緊急･業務
音源内蔵)

スピーカ系統

RM
RM

RM
RM

リモコンマイク
RM

RM

消防指令設備
（別途工事）

20

１

定格入力

入力インピーダンス

周波数特性

出力音圧レベル

パネル

音量調整

１Ｗ ( 10kΩ )

1.67kΩ、3.3kΩ、10kΩ

120Hz～15kHz

94dB (1m/1W)

アルミパンチング

４段階（ATT付のみ）

定　　格

指　　針

文 字 板

表ガラス

ケ ー ス

DC24V有極30秒パルス　消費電流12mA

アルミ　黒色塗装

鋼板　白色塗装　文字黒色印刷

ガラス 透明 t=2

鋼板　クールホワイト色塗装

太二点鎖線範囲は工事範囲を示す。 太二点鎖線範囲は工事範囲を示す。

（天井内コロガシ・壁内保護管）

天井埋込スピーカー(１Ｗ/ATT無) φ310 壁掛型子時計（屋内用）

洗面所
男子

洗面所
男子

系統図参照

2
F
へ

新設 新設

5
C

存置

PS

仮眠室11仮眠室10
新設

新設

5C

前室３

拡声設備機器姿図 拡声設備　既存システム図

（新設）

使用スピーカー 12cmコーンスピーカー

廊下

取外し

取外し

バルコニー

食　堂

和　室

押入

構内交換設備及び構内情報通信設備 拡声設備及び時刻表示設備

再取付

バルコニー

図面番号図面名称

海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

縮尺 A2=1:100　A3=1:141

弱電設備 ３階平面図

Ｅー０８

再取付

記　　号

凡　　　　例

名　　称 備　　考

端子盤

WP

スピーカー

スピーカー

スピーカー

スピーカー

天井付 ATT付

天井付 ATT無

壁付 ATT付

ﾎｰﾝ型 防水

記　　号 名　　称 備　　考

L LAN用ｱｳﾄﾚｯﾄ

電話ｱｳﾄﾚｯﾄ

CAT5e×3 鍵付ﾌﾟﾚｰﾄ

ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ6極2芯x1

テレビ端子 CS-7FW

記　　号 名　　称 備　　考

子時計 丸型　壁掛型

配管配線 引下げ

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ立上げ

防雨入線カバーWP

TV-3-2 移設再取付

TEL-3-2 移設再取付

アッテネータ





・ｃ・（ロ）・Ｉ

38.アスベスト

・印と※印の付いた場合は，共に適用するものとする。

５．設備概要　（ ・ 印のついたものは、主要方式を示す）

Ⅰ．工事概要

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

構　　　造 階　　数 延床面積(㎡) 建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一

に よ る 用 途 区 分 備　　　考建　物　名　称

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
共
　
　
　
　
通
　
　
　
　
事
　
　
　
　
項

注記：機器及びシステム参考図について

本図面中で，機器又はシステムの品質・グレードを規定する目的で，対象品の寸法形状，諸元及びシステム構成等を参考図として記載している。

これらのものについては，その品質・性能が図面と同等品もしくはそれ以上のものを使用するものとする。

「完成書類」関係

 ※　完成図面電子データ（JWW形式及びPDF形式）        　1式

 ※　本工事内容説明事項書に基づく市指定の工事書類　　  1式

 ※　建築物等の維持・保全に関する資料　　　　　　　　　1式

 ※　その他監督職員が指示したもの　　　　　　　　　　　1式

 ※　作成する  ・　作成しない

　工事写真は、「海老名市公共工事デジタル写真管理要領」により撮影する。

工事写真

配管工事は，原則としてガス供給事業者の責任施工とする。　　　供給事業者名（　　　　　　　　　　　　　）

(３)公道（ガス供給事業者及び道路管理者規定による）

(１)一般敷地内（　　　　ｍ以上）　　　(２)敷地内車両道路（　　　　ｍ以上）

外部出力端子　　　　　　（　・　あり　　　　・　なし　　）

図示の場所に取付ける　　（　・　分離形　　　・　一体形　）　　　・　別途電気工事

(１)ガスメーター

(２)引込み負担金　　　・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　※　ポリエチレン被覆鋼管　　　

・　圧力配管用炭素鋼鋼管　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　鋼管　　　　　　　　　　　　・　塩化ビニル被覆鋼管

・　　　　　　　　　　　　　　　・　ガス用ポリエチレン管

親メーターはガス事業者の設置，子メーターは本工事とする。

(１)ガスボンベ　　　　※ガス供給業者の設置　（ ・ 10㎏　・ 20㎏　・ 50㎏　　　　 本 ）

(２)ガスメーター　　　親メーターはガス供給事業者の設置，子メーター本工事とする。

ガ
　
　
　
ス
　
　
　
設
　
　
　
備

(３)集合装置　　　・標準図（施工７１）による（　　　　本組）

(４)転倒防止等　　・標準図（施工７２）　{・（ａ）　・（ｂ）}　・　ﾎﾞﾙﾄ，ﾁｪｰﾝ等はSUS製とする。

(１)一般 (２)地中埋設部

器具付属の制御盤は，製造者規格品とする。

厨
房
機
器

図示による（材質などは共通仕様書による）。ただし，寸法は参考とする。

(１)屋外露出管については給水管に準ずる。

(２)充水タンクの保温　　　　　　　　　　　　・　施工しない　・　施工する

(３)消火配管の保温　　　　屋内消火栓　　　　・　施工しない　・　施工する

スプリンクラー　　・　施工しない　・　施工する

(１)消火器　　　　種別　・　数量　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(２)消火器収納箱　仕様 ・ 材質 ・ 数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

消
　
　
火
　
　
設
　
　
備

給
　
湯
　
設
　
備

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４拡管）　・　耐熱性ライニング鋼管　　・　銅管　　・　被覆銅管

・　保温付被覆銅管 ＜膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む。＞

・　桝リストは図面番号（　　　　）

(１)材料　　　・　ＲＣ　　　・　硬質塩化ビニル　　　・　ポリプロピレン　　　・　ＳＣ

(２)ふた　　　・鋳鉄製（　・　ＭＨＡ　　・　ＭＨＢ　　・　Ｔ８Ａ　　　  ）

・樹脂製

※ 県マーク，流体名入りおよび樹脂製ふたは原則としてＳＵＳチェーン付

(３)規格 ・　下水道協会（ＪＳＷＡＳ）　　・　排水設備用樹脂製桝協会（ＨＭＳ）

・　市町村別基準（　・　有　　・　無　）

・ＦＲＰ製（　　　　Ｌ）　・ＳＵＳ製（　　　　Ｌ）　　詳細は図示。

図示の箇所に取付け、満水試験を行うこと。

・　衛生器具などの取付完了後，排水試験又は通水試験を行う。

・　衛生器具などの取付完了後，煙試験を行う。

・　不要　　　・　要（　・　別途工事　　　・　本工事　）

※　再生クラッシャーラン

・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）

(１)屋内汚水管
・　排水用塩ビライニング鋼管
・　コーティング鋼管
・　鋳鉄管
・　鉛管

・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF-VP）
・　耐火二層管

(３)屋外土中汚水，雑排水管
・　コンクリート管（１種Ｂ形）
・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（・VP　・VU）
・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ三層管（RS-VU）

(２)屋内雑排水管
・　配管用炭素鋼鋼管（白）
・　排水用塩ビライニング鋼管（厨房用排水管）
・　排水用タールエポキシ塗装鋼管（厨房用排水管）

・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF-VP）
・　耐火二層管

・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）

(４)土間配管用
・　排水用塩ビライニング鋼管
・　コーティング鋼管
・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）
・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF-VP）

(５)通気管

・

・

・　配管用炭素鋼鋼管（白）
・　排水用塩ビライニング鋼管
・　硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）
・　ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF-VP）

・　

・　
・　

化粧ケーシング（　・　アルミ合金製　　・　合成樹脂製　）

鍵付とする。

(１)水道直結部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ　　・　水道事業所の規定による　　Ｋ
(２)その他の部分　※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

(１)屋内（　※　一般水栓　・　耐寒水栓　）　　　　　(２)屋外（　※　耐寒水栓　・　一般水栓　）

湯沸室，台所，厨房用水栓は泡沫式とする。

(１)一般敷地内（　　　　　ｍ以上）　　　　　　　(２)敷地内車両道路（　　　　　ｍ以上）

(３)公道部分（　※　水道事業者及び道路管理者規定による　）

(１)量水器桝内の保温を行う。

本工事に　　　※　含む（水道事業者管理用以外の弁操作用）　　　・　含まない

水道加入金　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）　　　・　不要

・　その他（　　　　　　　　　　）　　　・　要（　・　本工事　　　・　別途　）

給水管の最小口径は20㎜とする。ただし，器具接続部分を除く。

(１)親メーター用　　※　水道事業者の指定品　　　・　標準図（機材５３）

(２)子メーター用　　※　標準図（機材５３）　　　・　水道事業者の指定品

(１)親メーター　　　※　水道事業者支給品　(２)子メータ※　本工事

給
　
　
　
　
　
水
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

(１)一般用　 (３)屋外土中用

・　ステンレス鋼管（SUS316）

・　ステンレス鋼管（拡管）

・　塩ビライニング鋼管　　（・SGP-VA　・SGP-VB）

・　ポリ粉体ライニング鋼管（・SGP-PA　・SGP-PB）

・　硬質ポリ塩化ビニル管（・VP　・HIVP）

(２)土間配管用（厨房，浴室等のシンダー内含む）　　

・　塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

・　ポリ粉体ライニング鋼管（SGP-PD）
・　硬質ポリ塩化ビニル管（・VP　・HIVP）

・　ステンレス鋼管（SUS316拡管）

・　ポリ粉体ライニング鋼管（SGP-PD）

・　塩ビライニング鋼管（SGP-VD）

・　硬質ポリ塩化ビニル管（・VP　・HIVP）

・　水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管
・　ポリエチレン管

４．工事種目（・印のついたものを適用する。）

建設別及び

屋外工事種目

工　　事　　種　　別

空気調和方式等

自動制御方式

給水方式

排水方式

給湯方式

消火設備方式

ガス設備方式

方　　　式 設　　　　　　　備　　　　　　　概　　　　　　　要

）

・　電気式　　・　電子式　　・　デジタル式　　・　空気式　　・　中央監視制御

・　都市ガス　種別（　　）　　　　　kJ／ｍ3（N）（供給圧力　　Pa）　　・　液化石油ガス

放流先　　　汚　水　　（・　下水道直放流　　・　し尿浄化槽）

建物内の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）

・　水道直結方式　　・　高置タンク方式　　・　タンクレスブースター方式　　・　

・　温風暖房

・　局所式　　　　　　　・　中央式

雑排水　　（・　下水道直放流　　・　し尿浄化槽　　　・　側溝　　・　別途桝）

・　粉末消火　　　　　　・連結散水　　　　　　　　・フード等用簡易自動消火

Ⅱ．特記仕様書

・　直接暖房 ・　温水暖房　　　・　

・　全空気方式　　・　ファンコンベクター，ダクト併用方式

・　全空気方式　　・　ファンコイルユニット,ダクト併用方式　　　　・　パッケージ方式

・　スプリンクラー　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　不活性ガス消火　　・　泡消化

・　屋内消火栓　　　　（・　湿式　　・　乾式）　　・　連結送水管　　　　・　屋外消火栓

建物外の汚水及び雑排水（・　分流式　　・　合流式）

２．特記事項

１．一般事項

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

（１）項目は番号に・印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は，・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
共
　
　
　
　
通
　
　
　
　
事
　
　
　
　
項

特　　　記　　　事　　　項項　　　　　目章

・　

※　本工事に使用する機材等は，設計図書に規定するもの，またはこれらと同等のものとする。ただし，これらと

　同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受けるものとする。

※　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は，日本工業規格及び日本農林規格のＦ☆☆☆☆規格品，壁装材料協会

　規格適合品または同等品，化学物質等製品安全データシート等にホルマリン不使用が明示されたものとする。

の写しを監督職員に提出して、承諾を受ける。なお、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表等を含む。

また、設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行する資料等の

本工事着手前に主要機材メーカーリスト及び機器製作図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

本工事着手前に工事目的物及び工事材料等を、本工事完了後引渡し期日まで，火災保険及びその他の保険に付し、
写しを監督職員に提出のこと。

・　
・　

・　工事写真の撮り方（建築設備編）（国土交通省大臣官房営繕部監修）

※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用はすべて引渡しまで請負者の負担とする。

構内に作ることが　　　※　できる　　　・　できない

※　設けない　　・　設ける

・　構外搬出　　　・　構内指示の場所に敷き均し　　　・　構内指示の場所にたい積

　　　こと。
（４）廃棄物は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令を遵守し，、場外搬出の上，適切に処分する

（３）引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　　　　　　※　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

（２）フロンガス回収破壊法の規定に基づく措置の該当　　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

（１）建設リサイクル法の規定に基づく通知義務等の該当　　・　なし　　・　あり（　　　　　　　　　　　　）

・　木くず等の管理型の産業廃棄物　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　コンクリートガラ等の安定型の産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ウ）その他発生材の処分を行う施設

・アスファルトコンクリート　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・木　　　　材　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート及び鉄から成る建設資材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（イ）特定建設資材廃棄物の再資源化等を行う施設

※　なし　　・　あり　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ア）特別管理産業廃棄物

・　対象外工事

工程表を作成し、契約締結前に、契約担当者等に説明書を提出するものとする。また、特定建設資材廃棄物の

再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１８条に基づいて書面により報告すること。

建設リサイクル法
・　対象工事

落札が決定した業者は、分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び

・　風量調整　　　　　　　　　　　　　・　水量調整　　　　　・　室内外空気の温湿度測定

・　室内気流及びじんあいの測定　　　　・　騒音の測定　　　　・　初期運転状態の記録

・　末端水栓の残留塩素濃度の測定　　　・　し尿浄化槽放流水質の測定
・　機器の絶縁抵抗の測定　　　　　　　・　水圧調整

総合調整の項目
※　本工事において下記の項目の総合調整を行い，報告書を提出する。　　・　別途

測定箇所は，監督職員の指示による。

(１)機器類の能力，容量等は指示された数値以上とする。

(２)電動機出力，燃料消費量及び圧力損失は，原則として表示された数値以下とする。

機器，配管，ダクト等は耐震を考慮し堅固に据え付け，取付け又は支持を行う。

耐震措置の計算及び施工方法は，次に揚げる事項以外すべて建築設備耐震設計施工指針による。

設計用標準震度

特定の施設設置場所

上層階、屋上及び塔屋

中層階

一階及び地下層

重要機器

2.0（2.0）

1.5（1.5）

1.0（1.0）

一般機器

1.5（2.0）

一般の施設

重要機器

0.6（1.0）

1.0（1.5）

1.5（2.0）

1.0（1.5）

0.6（1.0）

一般機器

1.0（1.5）

0.6（1.0）

0.4（0.6）

注（１）設置場所の区分は標準仕様書による。　注（２）（　）内の数値は防震支持の機器の場合に適用する。

（１）本工事の施設は（・一般の施設　・特定の施設）とする。

（２）地域係数は1.0とする。
（３）100㎏以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し，据付又は取付

　を行うものとするが，前記指針の方法によらなくてもよい。

（４）重要機器類（高置タンク、受水タンクは機器表による。）
（５）昇降機のつり合おもりブロックの脱落防止は，十分な強度を有する方法で固定し，水平鉛直方向の地震力に

対して，つり合おもりが枠から脱落しないようにした構造とすること。

ほか，屋外埋設管の分岐及び曲がり部に設置する。

　地中埋設標及び埋設用テープは、下記により屋外埋設部分に布設する。なお，地中埋設標の設置場所は図示による

・　根切り土の中の良質土（ただしヒューム管以外の管の周囲は山砂の類）　・　山砂の類

（３）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

（SUS304）とし，ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

（２）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

（１）　ポンプ・屋外機器のアンカーボルトのナット及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製

（ＥＭ－ＣＥＥＳ，ＥＭ－ＵＴＰ，ＥＭ－ＭＥＥＳ，ＥＭ－ＥＢＴ）

・情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　1.1.1　電線類等　表1.1.1電線類に次の種類を追加する。

本工事では環境配慮の観点から，原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。なお，標準仕様書第６編　通信

　特記されていない弁等のサイズは，機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

　対象配管系統　　・　冷温水　　・　冷却水　　・　消火（水用）　　・　油　　・　ガス

　検査の種類　　　・　浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ）　　・　放射線浸透検査（ＲＴ）

　既存のコンクリート部の床，壁の配管貫通部等の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

Ｘ線検査　　　※行わない　　　　　・行う

(１)給水管　・ 地中埋設標　　・ 埋設用表示テープ    (２)ガス管　・ 地中埋設標　　・ 埋設用表示テープ
(３)油　管　・ 地中埋設標　　・ 埋設用表示テープ    (４)消火管　・ 地中埋設標　　・ 埋設用表示テープ

図面に特記のない場合は下記によるほか共通仕様書第２編による。ただし、各工事種目で別に指定されたものは除く。

主機械室：

・　主機械室は下記の室とし、他は各階機械室とする。

衛
　
生
　
器
　
具
　
設
　
備

対象器具（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設ける（ピット内を除く）

電源供給方式（　※　ＡＣ１００Ｖ　）

吊りこま式（節水こま式）とする。

※　埋込　　　・　露出

※　節水装置（機能は別図による）　・　押ボタン式（不凍結節水弁付）

※　手洗なし　　　・　手洗付

不凍結節水弁付とする。

排
　
煙
　
設
　
備

・　可動羽根（スリット共）　　　・　可動パネル

・　可動羽根（スリット共）　　　・　可動パネル

建築設協定期検査業務指導書（（財）日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

・　亜鉛鉄板製　　　・　鋼板製（1.6㎜以上）

(２)フードコック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　取り付ける　　　　　　・　取り付けない

(１)フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）　　　　※　取り付ける　　　　・　取り付けない

(３)材質（天幕とも）　　　　　　　　　　　　　　　　　※　ステンレス鋼板（SUS304）

※　アングルフランジ工法　・　コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

※　亜鉛鉄板　・　ステンレス鋼版（SUS304）（板厚は別記による）

※　別途　　　・　本工事

［　空気調和　・　冷房　・　暖房設備　］の当該事項に準ずる。

換
　
気
　
設
　
備

　・　５　・　６　・　７　・　８　・　１６　・　１７　・　１８

次の系統のダクトのシールは標準図（施工　４５，４６）のＮシール＋Ａシール＋Ｂシールとし，水抜き管を設ける。

自
動
制
御
設
備

中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

(１)復帰方式　　　※　遠隔式（電気式（定格入力DC24V、0.5A以下）

(２)復帰動作　　　※　順送り　　・　同時

(１）冷温水管　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　 ・　

(２）冷却水管　　　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　 ・　

(３）蒸気管（給気管）　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　 ・　

　（還水管）　　　※　圧力配管用炭素鋼鋼管（Sch40）　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

(４）油管、油用通気管　　　※　配管用炭素鋼鋼管（黒）　　　　 ・　

(５）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラ等への給水管
※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　 ・　

(６）空調用排水管　　　　　※　配管用炭素鋼鋼管（白）　　　　 ・　

(７）冷媒管　　　　　　　　※　断熱材被覆銅管（製造者標準品） ・　銅管

※　ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ　　　　　　・　ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

※　ベローズ形　　　　　　・　スリーブ形

※　共通仕様書，標準図による他，図示した箇所に取り付ける。（配管用はＬ形、ダクト用は円形）

・　空気調和機，温風暖房機まわりの給気ダクト，還気ダクト及び外気ダクト

・　冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各還り管

・　パッケージ形空気調和機の冷却水及び温水の出入口

※　着脱可能形（※　全数　・　図示による）

・　固定形（止水コック付）　　・　測定用タッピング（32mmピトー管流量計用）

（１）オイルタンク本体は図示による。

（２）遠隔油用指示計　　　※　取付ける　　　・　取付けない

（３）計量尺は，青銅製，黄銅製又はアルミ製とし，100ﾘｯﾄﾙ実測目盛刻印とする。計量口は錠付とする。

図示の箇所に取付ける（熱源機器等）。

標準図（機材6）による。

・単独形　　　　　・共用形（・ローリーアース付）

（１）施工箇所は図示による。

（２）内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

（３）吹出口に接続するチャンバーの消音内貼りは別図による。

(１)建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気抜き弁も含む），仕様は冷温水管の項による。

(２)屋外露出配管の保温は，給水設備の項による。

(３)外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温　　※　要（全熱交換器の給気ダクトを含む）　・　不要

(４)排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度保温する。（チャンバーボックスを含む）

(５)冷媒管（断熱材被覆銅管）の保温外装

屋内露出部　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）　　　・　外装なし　　　・　　　　

屋外　　　　　　・　保温化粧ケース（樹脂製）    　・　　　

(６)高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は　　　　　㎜とする。

(１)地震感知器の配管配線　　　　　※　別途　　　・　本工事

(２)防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配線配管は

※　別途　　　・　本工事

（１）屋内露出裸ダクトの塗装（居室は除く）は　　※　行わない　　・　行う

（２）屋内露出冷却水配管の塗装（居室は除く）は　※　行わない　　・　行う

　　着脱可能形の場合，その指示部（・　40A用　　個　　・　100A用　　個　　・　250A用　　個）を付属する。

排
　
　
水
　
　
設
　
　
備

・　アングルフランジ工法　　　　　・　コーナーボルト工法　（　・　共板　　・　スライド）

取付け場所は ・　図示した位置 ・　外気取入れダクト・　送風機吐出ダクト又は吸込ダクト

・　風量調整ダンパーの上流又は下流　　・　空調機のサプライチャンバーからの分岐ダクト

(１)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

ける。なお点検口の大きさは図示による。

(２)空気調和機に取付けるサプライチャンバー及びレタンチャンバーで消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設

(３)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

取付箇所は図示による。

※　別途　　　　　　　　　・　本工事（鋼板厚　　　㎜、高さ　　　ｍ以上）

※　煙道径300㎜以下は鋼板厚3.2㎜，300㎜を超えるものは4.5㎜とする。　・　図示による。

　（煙道径が400㎜を超えるものには，掃除口に蝶番を取り付ける。）

低圧とする（高圧１及び高圧２の部位は図示による。）

外　　　　　気

一　般　系　統

夏期

冬季

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

一　般　系　統

温度(DB) 湿度(RH)

屋内（調整目標値）

温度(DB) 湿度(RH)

２６℃

２２℃

５０％

４０％

℃

℃

％

％

空
　
気
　
調
　
和
　
　
・
　
　
冷
　
房
　
　
・
　
　
暖
　
房
　
設
　
備

本工事に必要な工事用電力、水などの費用、及び官公署等への諸手続きなどの費用は、請負者の負担とする。

既設コンセントの使用　　※　不可　　・　可　

既設給水栓の使用　　　　※　不可　　・　可

養生範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

養生方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

仮
　
設
　
工
　
事

・Ｃ・（ロ）・Ⅲ１

温　水　管
（膨張管を含む）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

・Ａ・（ロ）・Ｉ

・Ｂ・（ロ）・Ｉ

・Ｃ・（ロ）・Ｉ２

・Ｄ・（ロ）・Ｉ

・Ｅ・（ロ）・Ｉ
２

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、

厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

冷　媒　管 屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、

厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

・保温付冷媒管

・保温付冷媒管

・保温付冷媒管

・保温付冷媒管

・化粧カバー
＋保温付冷媒管

冷水及び冷温水管
（膨張管を含む）

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

・Ａ・（ロ）・Ⅲ

・Ｂ・（ロ）・Ⅲ

・Ｄ・（ロ）・Ⅲ

・Ｅ・（ロ）・Ⅲ２屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）及び浴室、
厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

・Ｆ・（ロ）・Ⅸ
１

－

国土交通省記号区　　　分 施　　工　　箇　　所

機
　
　
　
　
　
　
器

管
　（

継
　
手
　
及
　
び
　
弁
　
類
　
を
　
含
　
む）

冷水タンク
冷温水タンク

温水タンク

還水タンク

熱交換器

膨張タンク

－

－

・Ｇ・（ロ）・Ⅸ１

・Ｇ・（ロ）・Ⅷ１

冷水ヘッダー

冷温水ヘッダー

温水ヘッダー
蒸気ヘッダー

－

－

・Ｆ・（ロ）・Ⅸ１

・Ｇ・（ロ）・Ⅸ１

タ
　
　
ン
　
　
ク

ヘ
　
ッ
　
ダ

屋内露出 一般居室、廊下

機械室、書庫、倉庫

屋内隠ぺい、ダクトシャフト内

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）

・Ｊ・（ロ）・Ⅹ Ⅰ１

・Ｉ・（ロ）・Ⅹ Ⅰ

・Ｉ・（ロ）・Ⅹ Ⅰ

・Ｋ・（ロ）・Ⅹ Ⅰ２

一
般
ダ
ク
ト

矩形ダクト

給　水　管

施　　工　　箇　　所

管
　（

継
　
手
　
及
　
び
　
弁
　
類
　
を
　
含
　
む）

区　　　分 国土交通省記号

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、

厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

排水管

通気管

給　湯　管

（膨張管を含む）

・ａ・（ロ）・Ⅶ

・ｂ・（ロ）・Ⅶ

・ｃ・（ロ）・Ⅶ２

・ｄ・（ハ）・Ⅶ

・ｅ・（ハ）・Ⅶ
２

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、

厨房などの多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

・ａ・（ロ）・Ⅶ

・ｂ・（ロ）・Ⅶ

・ｃ・（ロ）・Ⅶ２

・ｅ・（ハ）・Ⅶ２

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

床下、暗渠内（ピット内を含む）

・ａ・（ロ）・Ｉ

・ｂ・（ロ）・Ｉ

２

屋外露出(バルコニー、開放廊下を含む)及び浴室、
厨房などの多湿箇所(厨房の天井内は含まない)

・ｄ・（ロ）・Ｉ２

・ｅ・（ロ）・Ｉ

鋼板製タンク －

－

・ｆ・（ロ）・Ⅷ
１

貯湯タンク

排　気　筒 隠ぺい箇所

・ｇ・（ロ）・Ⅸ
１

・ｈ・（イ）・Ⅹ

機
　
器

給排水衛生設備工事の保温の種別

空気調和設備工事の保温の種別

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

※　屋外露出　　　　※　居室　　　

土中埋設の鋼管（ステンレス鋼管及び外面被覆鋼管は除く）及び金属製継手類（砲金製弁・継手を含む）にはペト

ロラタム系防食テープ及びプラスチックテープによる防食処理を行う。（埋設配管は原則として，防食処理不要の管
材とする。）

切取り面にその箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き、掘削の深さが1.5mを超える場合には、山

留めを行うものとする。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築工事標準仕様書22章（舗装工事）及び同監理指針（舗装工事）による。

図面に特記なき場合は，表「工事区分表」による。

　再使用する機器類は現場内で可能な洗剤による水洗等の清掃を行う。

　建物内での火気の使用は原則として行わない。

測定対象室（　　　　　　　　　　　　　）、測定箇所数（　　　　　　　　　　　　　）

　・下記によるほか、改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２による。

・施工計画調査 ・事前調査 調査方法（・　　　・　　　）

調査項目（・　　　・　　　） 調査範囲（・　　　・　　　）

アスベストについては、労働安全衛生法（石綿障害予防規則）・廃棄物処理法等に則り処理を行うこと。

アスベスト使用状況（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※金属拡張系アンカー　　（※本体打込み式　）

（１）あと施工アンカー　　※接着系アンカー   　  （接着剤は有機系とする）

（２）試験等　　　　性能確認試験　　※行わない　　　　・行う
施工確認　　　　※行う　　　　　　・行わない

既設インサート及びアンカーボルトを　※使用しない　　　・使用する

別添の本工事内容説明事項書による。

（１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は，すべて「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書

（機械設備工事編，最新版），公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編，最新版）」（以下「標準仕様書」

う。），及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「機械設備工事監理指針（最新版）」による。

という。），同部設備・環境課監修の「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編，最新版）」（以下「標準図」とい

　工事の着手に先立ち，工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し，監督職員に提出する。

　工事の施工に先立ち，工種別施工要領書および施工図等を作成し，監督職員の承諾を受ける。

なお、当該手続きに係わる費用は、請負者の負担とする。

　工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。

本工事に下記の当該職種別技能士（・１級・２級）を適用させる。（資格証の写しを提出する）

　・　配管（配管工事）　　・　建築板金（ダクト製作及び取付け）　　・　熱絶縁施工（保温工事）

　・　冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付及び調整）

※　適用する　　・　適用しない

受注時，変更時及び完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け，登録手続きを行い，工事カルテの受領証を監督職員

　施工中に事故が発生した場合には，直ちに監督職員に通報するとともに，任意様式にもとづき「事故報告書」を

指示する期日までに監督職員に提出する。

請負額が５００万円以上の場合は，ＣＯＲＩＮＳに登録する。

・　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　　　・　本工事で設置

二段手すり及び幅木の機能を有するものでなければならない。

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省）」によるものとし、

海老名市公共工事共通事項書による

※　設置する　　　・　設置しない

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度

を測定し，監督職員に報告すること。測定はパッシブ型採取機器により行う。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋外・屋内露出の配線は，図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内の隠ぺい配管は、図示に特記がなければケーブル配線とする。

給水設備の当該事項による。

厚さ0.5㎜以上のステンレス鋼板製とする。

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。（ｈ・(ｲ）・ＶⅡ）

・　ＪＩＳ10Ｋ　　　・　ＪＩＳ20Ｋ

(３)二酸化炭素用

(１)一　般

・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ40）

(２)地中埋設部

・　外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

・　　　〃　　　（ＳＧＰ－ＰＳ）

・　　　〃　　　（ＳＴＰＧ－370ＶＳ）

・　　　〃　　　（ＳＴＰＧ－370ＰＳ）

・　易操作性１号消火栓　　・　２号消火栓　　・広域範囲型２号消火栓

・　圧力配管用炭素鋼鋼管（継目無管）（Ｓｃｈ80）

に提出のこと。

機械設備改修工事特記仕様書

消防指令センター改修工事

消防指令センター ＲＣ造 地上3階建 732.53ｍ2 285.97ｍ2 (15)前各号に該当しない事業場(官公署) 消防署

・消火設備

・排煙設備

・自動制御設備

・給水設備

・衛生器具設備

・排水設備

・給湯設備

・厨房機器設備

・ガス設備
・浄化槽設備

・昇降機設備

・空気調和設備

・換気設備

屋　外屋　内

14．工事用電力,水,その他

15．工事用仮設物

16．残土処理

17．発生材の処理

18．総合調整

２．機　材　等

施工図等

４．保　険

７.手続

８．事故報告

９．電気保安技術者

10．技能士の適用

12．工事表示板

13．監督員事務所

１．適用基準等

５．施工計画書および

６．工事実績情報の登録

３．機材の品質・性能証明

表示用テープ

26．埋戻し土・盛土

20．耐震措置

21．弁等のサイズ

22．電線類

27．地中埋設標及び埋設

25．支持金物・固定金具

24．はつり

23．溶接部の非破壊検査

28．保　温

29．塗　装

30．防食処理

31．山留め

32．舗装工事

33．他工事との取り合い

19．容量等の表示 34.再使用品の清掃

35.火気の使用

36.室内空気中の化学物質

の濃度測定

37.施工調査

39.あと施工アンカー

40.既設インサート

41.施工条件

及びアンカーボルト

１．工事用電力、水、

２．養生

その他

１．設計温湿度

２．ばい煙濃度計

３．煙　突

４．煙　道

５．ダクトの区分

６．長方形ダクトの工法

７．風量測定口

８．チャンバ

９．防煙ダンパ

10．配管材料

11．弁　類

12．鋼管用伸縮管継手

13．温度計

14．瞬間流量計

15．オイルタンク

16．積算油量計

17．注油口及び指示ﾎﾞｯｸｽ

18．消音内貼り

19．保　温

20．電気工事の範囲

21.塗装

１．準拠事項

２．開放形湯沸器排気ﾌｰﾄ

３．厨房用排気ダクト

５．厨房用排気フード

６．多湿箇所の排気ﾀﾞｸﾄ

１．ダクト

２．排煙口の形式

３．排煙口解放装置

４．排煙風量測定方式

１．中央監視制御

２．計装工事の配線

１．大便器洗浄弁

２．便器洗浄用タンク

３．小便器節水装置

４．小便器洗浄管

５．付属水栓

６．自動水栓

７．大便器耐火カバー

８．注記板

１．量水器

２．量水器桝

３．配管材料

４．不凍水栓柱

１．配管材料

12．その他

11．水道加入金等

10．埋設弁開閉用ハンドル

２．排水桝

３．グリース阻集器

４．満水試験継手

５．試　験

６．放流負担金等

７．基礎材

１．配管材料

２．弁　類

３．湯沸器の排気筒

４．保　温

１．配管材料

２．消火栓開閉弁

３．屋内消火栓種別

４．保　温

５．消火器類

１．厨房機器類

２．付属制御盤

１．配管材料

２．都市ガス

３．液化石油ガス

４．ガス漏れ警報器

５．埋設深さ

６．その他

５．壁埋込型散水栓ﾎﾞｯｸｽ

６．弁　類

７．給水栓

８．埋設深さ

９．保　温

４．厨房用排気ダクト工法

・　空気調和

11．足場等

監督職員との協議による

ビニルシート、合板等その他適切な方法とする

室内機･配管改修

天井扇･ﾀﾞｸﾄ改修

図面番号図面名称

縮尺海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

Ｍー０１

機械設備特記仕様書

ー

神奈川県海老名市柏ヶ谷二丁目７番１号

 ※  見開きＡ３（製本Ａ４判）　竣工図、施工図　　　 　３部



凡例　　　　既存のまま

記　号 機　　器　　名 機　　　　器　　　　仕　　　　様
電　　源

φ Ｖ kW

起　動

方　式
台数 設置場所 備　　　考

PAC-5-2  空冷ヒートポンプパッケージ  型　　式

 冷房能力

 暖房能力

 圧 縮 機

 送 風 機

 附 属 品

直入200 直入1

4 5 6 8

　3.6kW

　4.0kW

 空冷ヒートポンプパッケージ  型　　式

 冷房能力

 暖房能力

 圧 縮 機

 送 風 機

 附 属 品

直入200 直入1

4 5 6 8

　2.8kW

　3.2kW

PAC-5-1

 空冷ヒートポンプパッケージ  型　　式

 冷房能力

 暖房能力

 圧 縮 機

 送 風 機

 附 属 品

200 1直入1 ・3F食堂

4 5 6 8

　室内ユニット　112型　天井カセット　４方向吹出

　11.2kW

　12.5kW

PAC-5-3

 型　　式

 冷房能力

 暖房能力

 圧 縮 機

 送 風 機

 附 属 品

直入200 直入1 空冷ヒートポンプパッケージ 1

4 5 6 8

・3F食堂和室

　5.0kW

　5.6kW

PAC-5-4

・3F仮眠室81

1 ・3F仮眠室9

　室内ユニット　28型　天井カセット　１方向吹出

　室内ユニット　36型　天井カセット　１方向吹出

0.04

0.028

0.04

0.028

0.13

0.09

0.02

0.12

　室内ユニット　50型　天井カセット　１方向吹出

 個別リモコン

 個別リモコン

 個別リモコン

 個別リモコン

注記）　１．パッケージエアコンの冷媒は、Ｒ４１０Ａ（オゾン層破壊係数ゼロ冷媒）とする。

　　　　２．パッケージエアコン（ビル用マルチ）の冷房能力・暖房能力の記載値は、下記条件時を示す。

　　　　　　・冷房能力：ＪＩＳ条件（室温27℃DB・19℃WB、外気温35℃DB）による値。

　　　　　　・暖房能力：ＪＩＳ条件（室温20℃DB、外気温7℃DB・6℃WB）による値。

　　　　３．パッケージエアコン（外気処理用）の冷房能力・暖房能力の記載値は、下記条件時を示す。

　　　　　　・冷房能力：外気温33℃DB・28℃WB・68％RH、吹出温度18℃。

　　　　　　・暖房能力：外気温 0℃DB・-2.9℃WB・50％RH・無着霜時、吹出温度22℃。

　　　　４．パッケージエアコンの電源供給は、室外機・室内機共、電気工事とする。

木製台

ゴム防振

ドレンアップメカ

化粧パネル

ロングライフフィルタ

フィルタチャンバ

リモコンスイッチ

スポットダクト

ダクトアダプタ

2

3

4

5

6

7

9

10

11

12

13

上記配管セット

1 スプリング防振架台 防振吊金具8

 空冷ヒートポンプパッケージ  型　　式

 冷房能力

 暖房能力

 圧 縮 機

 送 風 機

 附 属 品

3 200 1直入 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

（建築工事）

・屋上

1

PAC-5

　28.0kW

　31.5kW

　ビル用マルチ室外ユニット　280型　高効率タイプ

7

7.46

5.30

0.46

凡例　　　　既存のまま

空調機器表

機　　器　　名 備　　考設置場所台数
起　動電　　源

機　　　　器　　　　仕　　　　様記　号

　９）上記冷媒管の配管カバーは、本工事とする。

　８）冷媒管について、屋内は樹脂製配管カバーとし、屋外はSUS製配管カバーとする。

　７）各給気口は、防虫網付とする。

　６）各機器の制御用配線・配管及びBOX類は全て本工事とする。

　５）ダクト・配管類が貫通する躯体開口は本工事とし、開口部は補強を行う。

　４）各区画貫通部は、貫通処理を行うこと。

　３）給気ダクト全て及び、排気ダクトの外壁より1.0ｍまでGW25t巻とする。

　２）リモコンスイッチ類及びリモコン類の配線は、本工事とする。

※注記：

　１）平面図記載の　 24hはシックハウス対応を示す。

　洗濯乾燥対応

　洗濯乾燥対応

　は既存のまま

・3F男子ｼｬﾜｰ2台

1 ・3F女子ｼｬﾜｰ

 50 m3/h　×　60　Pa

 標準付属品一式

 サニタリータイプ　耐湿　低騒音型　風圧シャッタ付 0.0201天井扇

附 属 品

仕　　様

型　　式 直入100VF-3-4

・3F男子洗面1

 標準付属品一式

 サニタリータイプ　耐湿　低騒音型　風圧シャッタ付

 100　m3/h　×　60　Pa

0.0131天井扇

附 属 品

仕　　様

型　　式 直入100VF-3-3

方　式kWＶφ

100 0.014 直入型　　式

仕　　様

附 属 品

 インテリア格子タイプ　低騒音型　風圧シャッタ付天井扇 1

 100　m3/h　×　50　Pa

VF-3-2 ・3F仮眠室8・9  →24hｼｯｸﾊｳｽ対応

 標準付属品一式

2

VF-3-1 100 0.014 直入型　　式

仕　　様

附 属 品

 インテリア格子タイプ　低騒音型　風圧シャッタ付天井扇 1

 100　m3/h　×　20　Pa

・3F女子更衣

 標準付属品一式

1

1  →24hｼｯｸﾊｳｽ対応・3F和室

換気機器表

参考型番

参考型番

日立/

RCIS-GP28K2

W900*D710*H235

日立/

RCIS-GP28K2

W900*D710*H235

記　号 機　　器　　名 機　　　　器　　　　仕　　　　様
電　　源

φ Ｖ kW

起　動

方　式
台数 設置場所 備　　　考

 型　　式

 冷房能力

 暖房能力

 圧 縮 機

 送 風 機

 附 属 品

直入2001 空冷ヒートポンプパッケージ 1

4 5 6 8  個別リモコン

 型　　式

 冷房能力

 暖房能力

 圧 縮 機

 送 風 機

 附 属 品

直入2001 空冷ヒートポンプパッケージ 1

4 5 6 8  個別リモコン

PAC-5-5

PAC-5-6

　2.8kW

　3.2kW

　2.8kW

　3.2kW

0.04

0.028

0.04

0.028

・3F仮眠室10

・3F仮眠室11　室内ユニット 28型 天井カセット形 １方向吹出

　室内ユニット 28型 天井カセット形 １方向吹出

空調機器表

VF-3-2A 2

 標準付属品一式

 →24hｼｯｸﾊｳｽ対応

 100　m3/h　×　50　Pa

1天井扇  インテリア格子タイプ　低騒音型　風圧シャッタ付

附 属 品

仕　　様

型　　式 直入0.014100

備　　考設置場所台数
起　動

方　式kWＶφ

電　　源
機　　　　器　　　　仕　　　　様機　　器　　名記　号

VF-3-5 100 直入型　　式

仕　　様

附 属 品

天井扇 1 インテリア格子タイプ　低騒音型　風圧シャッタ付

 150　m3/h　×　20　Pa

1 ・3F倉庫0.020

 標準付属品一式

・3F仮眠室10

・3F仮眠室11

VF-3-5A 100 直入型　　式

仕　　様

附 属 品

天井扇 1 インテリア格子タイプ　低騒音型　風圧シャッタ付

 150　m3/h　×　20　Pa

1 ・3F倉庫0.020

 標準付属品一式

換気機器表

RCIS-AP36K2

日立/

日立/

RAS-AP280DG2

RCIS-AP50K2

日立/

日立/

日立/

RCIS-AP28K2

RCI-AP112K4

図面番号図面名称

海老名市
工事件名Ebina City 消防指令センター改修工事

Ｍー０２縮尺 －

【新設】【撤去】

【新設】【撤去】

空調・換気設備 機器表










